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凡
　
例

一　

本
書
は
都
城
島
津
伝
承
館
史
料
集
第
十
三
号
「
都
城
島
津
家
役
所

日
記
十
三
」
で
あ
る
。

一　

本
書
に
は
都
城
島
津
伝
承
館
所
蔵
の
「
役
所
日
記
」
の
う
ち
一
冊

を
収
め
た
。
原
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
史
料
の
性
格
か
ら
総

称
と
し
て
『
役
所
日
記
』
と
し
て
い
る
。

一　

古
体
字
・
異
体
字
・
略
体
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

一　

字
間
や
行
間
、
余
白
な
ど
に
挿
入
さ
れ
た
文
字
で
本
文
の
補
充
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
該
当
す
る
個
所

に
続
け
て
記
し
た
。

一　

校
訂
に
あ
た
っ
て
、
本
文
中
に
読
点
（ 

、
）
と
並
列
点
（
・
）
を

加
え
た
。

一　

表
紙
は
、
巻
ご
と
に
そ
の
形
状
を
模
し
、
寸
法
を
記
し
た
。

一　

原
本
が
破
損
や
虫
損
等
に
よ
り
解
読
し
難
い
文
字
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
を
挿
入
し
た
。
な
お
、
字
数
を
計
り
か
ね

る
も
の
に
つ
い
て
は
［　
　

］
で
示
し
た
。

一　

抹
消
文
字
の
判
読
可
能
な
も
の
は
、
文
字
の
左
傍
に
〻
を
付
け
、

判
読
困
難
な
も
の
は
そ
の
字
数
を
計
っ
て
■
を
挿
入
し
た
。
な
お
、

字
数
を
計
り
か
ね
る
も
の
に
つ
い
て
は

■
で
示
し
た
。

一　

敬
意
を
表
す
欠
字
や
平
出
等
に
つ
い
て
は
、
一
字
空
け
て
記
し
た
。

一　

校
訂
者
の
加
え
た
注
は
す
べ
て
（　

）
を
施
し
た
。

一　

印
章
は
適
宜
㊞
・
、
花
押
に
つ
い
て
は
（
花
押
）
と
記
し
た
。

一　

本
史
料
中
に
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
見
る
と
明
ら
か
に
不
適
切
と

思
わ
れ
る
表
現
も
一
部
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
歴
史
資
料
と

し
て
の
性
格
に
か
ん
が
み
、
原
文
の
と
お
り
収
録
し
た
個
所
も
あ

る
。

一　

本
史
料
集
の
筆
耕
・
校
訂
は
、
都
城
島
津
邸
学
芸
員
が
行
い
、
そ

の
校
閲
を
都
城
島
津
伝
承
館
審
議
会
原
口
泉
会
長
に
お
願
い
し
た
。



- 4 -

　　
　
　

発
刊
に
あ
た
っ
て

平
成
十
六
年
十
月
、
都
城
島
津
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
が
一

括
し
て
都
城
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
二

年
三
月
二
十
七
日
に
は
博
物
館
施
設
「
都
城
島
津
邸
」
が
開
館

し
、
そ
の
敷
地
内
に
史
料
を
保
存
・
展
示
す
る
施
設
で
あ
る

「
都
城
島
津
伝
承
館
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津
家
伝
来
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
市
へ
の
寄
贈

後
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
、
史
料
調
査
事
業

を
行
い
、
詳
細
な
目
録
を
発
刊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
城
島

津
伝
承
館
完
成
後
は
同
館
に
お
い
て
、
そ
の
史
料
の
展
示
・
公

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
史
料
を
都
城
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料

と
し
て
活
用
し
、
か
つ
歴
史
的
・
学
術
的
な
価
値
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
広
く
史
料
の
内

容
を
公
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
史
料
公
開
の
一

環
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
都
城
島
津
伝
承
館
が
保
管

す
る
史
料
に
つ
い
て
、
翻
刻
し
刊
行
す
る
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

都
城
島
津
家
に
関
す
る
史
料
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
や
研
究
者
に
よ
る
史
料
の
活
用
を
促
進
し
、
都
城
地
域
の

歴
史
研
究
が
さ
ら
に
深
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
都
城
に
関
す
る
史
料
の
価
値
や
そ
の
意
義
が
広

く
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

発
行
す
る
史
料
集
は
、
史
料
の
中
か
ら
特
に
こ
れ
ま
で
活
字

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
中

か
ら
「
都
城
島
津
家
役
所
日
記
」
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
家
の
政
治
的
動
向
を
具

体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
幕
末
嘉
永
期
の
日
記
を
翻
刻
・
刊
行
し
ま

す
。な

お
、
本
号
か
ら
紙
媒
体
で
は
な
く
、
都
城
島
津
邸
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
皆
様
に
活
用
い
た

だ
き
、
都
城
の
歴
史
研
究
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

令
和
六
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
城
島
津
邸
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嘉
永
七 
八
月
よ
り 

紳
（
日
帳
）〈
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
〉

都
城
島
津
家
史
料  ID

 01229
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(

表
紙
）

嘉
永
七
年
ヨ
リ　

鹿
府　
　

　
　
　

八
月
八
日

一
坂
元
伊
太
郎
・
祢
寝
伊
十
郎
・
財
部
祐
助
・
津
曲
良
助

右
、
今
日
山
田
十
介
殿
方
へ
学
文
稽
古
と
し
て
入
門
い
た
し

候

　
　
　

十
月
十
一
日　

都
城

一
毎
月
廿
五
日
、
今
日
児
輩
之
衆
江
大
書
字
会
申
付
候
也

但

点
取
之
人
者

筆
一
対
・
墨
一
丁
拝
領
也

一
毎
月
朔
日
、
学
校
よ
り
詩
題
出
方
上
詩
会
有
之
、
山
田
氏
江

点
付
頼
の
事

十
月
廿
五
日

一
今
日
字
会
有
之
、
点
取
日
高
才
助
・
蔭
山
吉
次

十
月
廿
六
日

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
曲
彦
兵
衛

右
者

侭
有
之
、
当
役
断
候
様
申
達
、
願
の
通
差
免
し
候
上
、

梶
山
長
谷
寺
江
寺
入
申
達
也
、

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
太
郎
左
衛
門

右
者

侭
有
之
、
不
動
堂
明
観
寺
江

寺
入
申
達
也

十
月
廿
七
日

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
丸
直
右
衛
門

右
留
主
居
御
目
附
兼
務
、
御
近
習
迄
勤
務
、
当
分
之
通
御
名

代
申
達
候
様
御
沙
汰
、
新
太
郎
よ
り
申
出
候
間
、
泰
助
江

申

達
候

十
一
月
廿
五
日

一
今
日
字
会
点
取
、
肥
田
雅
太
郎
・
持
田
嘉
五
郎
也

十
二
月
廿
五
日

一
今
日
年
末
ニ

付
字
会
な
し

同
月
廿
五
日

一
北
郷
新

（
資
韶
）太

郎
、
役
所
本
役
承
知
也

一
北
郷
良

（
資
展
）四

郎
、
役
所
座
詰
承
知
也

同
月
廿
六
日

一〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
……

今
日
よ
り
学
頭
指
南
役
抔
へ

7.3 ㎝ 

㎝ 

10

4

嘉
永
七

　八
月
よ
り

紳
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両 
 

方

一
今
日
十

八
ツ
後
ヨ
リ八

史
略
也　

良
左
衛
門
ニ

申
付
、
拝
聞
ノ
人
ハ
両〻
測〻
、

其
外
用
人
・
番
頭
・
学
頭
指
南
役
迄
出
向
也

一
小
杉
丹
兵
衛
、
御
近
習
役
承
知
也

安
政
二
年
乙
卯
正
月
ヨ
リ　

一
龍
岡
左
八
郎
、
番
頭
座
勤
被
仰
付
候　
　

正
月
十
一
日

正
月
廿
五
日

一
今
日
字
会
、
処
の
字
一
蔭
山
吉
次
、
為
ノ
字
二
山
内
治
助
、

十
二
い
上
処
ノ
字
一
所
長
峰
伊
助
、
筆
山
ノ
字
一
所
乙
守
幾

馬
、
筆
ノ
字
二
所
持
田
嘉
五
郎
也

二
月
十
八
日

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
木
忠
五
兵
衛

右
者

御
近
習
役
格
ニ

て
、
宗
八
郎
殿
方
江

付
役
被
仰
付
候

同
月
二
十
五
日

一
今
日
字
会
、
月
の
字
蔭
山
吉
次
、
筆
の
字
持
田
嘉
五
郎
也

二三

月
七
日
ヨ
リ
鹿
府

三〻
月
十
三
日

一
役
所
二
階
窓
ノ
下
江

呉具〻
服
物
出
、
店
出
し
候
へ
と
も
、
屋
敷

掛
■
ノ
場
所
候
へ
ハ
、
不
宜
敷〻
候
間
、
引
取
候
而

可
被
宜

敷
、
村
田
八
郎
よ
り
■
■
■
■
四
郎
取
次
ニ
而
内
々
申
出
候

間
、
伺
之
通
申
渡
置
也

尤
此
店
ハ
北
郷
民
左
衛
門
在
勤
之
節
、
十
五
、
六
年
跡
賄

賂
ニ
而

願
立
置
候
ニ
而
者

無
之
哉
、
聞
人
可
■
悟　
　
　
　
　
　

一
屋
敷
中
児
輩
之
一
向
ニ

学
読
稽
古
方
ニ

付
、
■節

角

勧
之
事
候
ヘ

と
も
、
書
物
不
持
合
人
も
有
之
由
■
■
、
然
れ
ハ
四（

マ
マ
）五

経
二
、

三
部
ノ
間
内
輪
江

取
入
拝
借
申
付
ニ
而
■
可
被
宜
敷
、
大
館

四
郎
・
村
田
八
郎
極
内
ニ

申
出
候
也

前
三
月
十
日

一
梅
田
家
江

入
門
、
祢
占
伊
十
郎
・
財
部
彦
十
郎
・
河
野
孫
八

郎
・
野
辺
常
太
郎
・
山
内
俊
悦

三
月
十
四
朝

一
屋
敷
中
読
合
之
人
々
四
九

■
、
鑓
術

■
之
式
、
■
朝
召

立
稽
古
有
之
候
間
、
見
分
致
し
候
、
尤
稽
古
之
次
第
、
■
財

部
彦
十
郎
・
祢
占
伊
十
郎
・
伊
黒
彦
次
・
堤
矢
九
郎
・
大
山

藤
右
衛
門
・
久
木
田
弥
四
郎
・
久
木
田
孫
太
郎
・
永
野
甚
兵

衛
・
山
内
俊
悦
・
満
木
藤
兵
衛
・
折
津
甚
太
夫
・
藤
井
助
太

郎
・
和
田
金
兵
衛
・
志
々
目
弥
藤
次
・
村
田
八
郎

一
右
人
々
江

白
銀
二
両
ツ
ヽ
、
稽
古
道
具
調
と
し
て
被
成
下
候

三
月
十
五
日

一
屋
敷
中
児
輩
之
人
々
清
書
差
出
候
様
申
付
、
二
枚
ツ
ヽ
差
出
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し
候
、
右
ニ

付
、
中
折
五
帖
・
筆
一
対
・
墨
一
帖
ツ
ヽ
被
成

下
候
、
尤
人
数
ハ
、
長
峯
直
作
・
宇
都
■
■
善
助
・
久
木
田

佐
吉
・
八
重
尾
吉
太
郎
・
厚
地
清
太
郎
・
大
山
藤
五
郎
・
神

田
橋
泰
助
・
上
田
弥
七
也

一
屋
敷
中
人
々
於
書
院
庭
、
武
芸
式
日

一 

六 

朝　

天
真
流　
　
　

一 

六 

朝　

柔
術

二 
 
 
 

朝　

砲
術　
　
　
　

二 

七 

昼　

示
現
流

二 

七 

晩　

示
現
流　
　
　

三 

八 

朝　

心
影
流　

四 

九 

朝　

鏡
智
流　
　
　

五 
十 
朝　

水
野
流

一
毎
朝
四
ツ
前
よ
り
屋
敷
中
児
輩
人
々
江

近
習
宿
二
階
ニ
而
書

物
読
、
尤
指
南
方
ニ

ハ
学
文
稽
差
越
候
人
々
也

右
二
行
、
取
次
番
村
田
八
郎
よ
り
申
出
候

三
月
十
六
日

一
天
真
流
式
朝
見
分
初
段
三
段
目
ニ
而
候
、
人
数
ハ
、
財
部
彦

十
郎
・
山
内
俊
悦
・
岸
良
渡
龍
・
河
野
孫
八
郎
・
永
野
甚
兵

衛
・
久
木
田
笑
右
衛
門
・
荒
川
禎
助
・
和
田
金
兵
衛
・
堤
矢

九
郎
・
祢
占
伊
十
郎
・
野
田
仲
左
衛
門
・
津
留
与
兵
衛
・
武

田
藤
八
・
永
井
孝
七
・
志
々
目
弥
東
次

右
人
々
江

白
銀
二
両
ツ
ヽ
拝
領
、
尤
鎗
■
■
術
之
節
被
召
成

候
人
々
江

ハ
無
之
候

三
月
十
五
日

一
四
書　

一
五
経　
　

三
部
ツ
ヽ

右
ハ
鹿

当
地
児
輩
之
面
々
江

拝
借
用
と
し
て
表
よ
り
取
入
、

箱
出
来
方
之
上
、
取
次
番
村
田
八
郎
江

渡
置
也

三
月
十
七
日

一
今
日
吉
野
ニ
而
御
当
地
六
与
調
練
、
御
家
老
御
見
分
有
之
候

間
差
越
候
、
尤
大
炮
・
剣
筒
・
騎
兵
ニ
而
候

三
月
廿
日

一
水
野
流
式
朝
ニ

付
見
分
致
候
人
数
、
前
田
弥
左
衛
門
・
児
玉

清
九
郎
・
大
峯
左
兵
衛
・
丸
田
平
三
・
安
藤
仲
右
衛
門
・
志

摩
神
国
也
右
相
済
、
小
示
現
流
見
分
人
数
、
神
田
橋
清
八

郎
・
坂
元
与
八
郎
・
岩
切
納
右
衛
門
、
藤
井
藤
五
也
、
右
二

流
人
々
江

白
銀
二
両
ツ
ヽ
被
成
下
候
也

■

一
今
日
郷
原
家
江

入
門
申
付
候
、
志
々
目
弥
東
次
・
松
葉
佐
真

平
・
野
辺
常
太
郎
・
祢
占
伊
十
郎
・
山
内
俊
悦
也

三
月
二
十
一
日

一
今
日
郷
原
家
江

入
門
致
候
也

同
月
二
十
二
日

一
七
ツ
半
過
よ
り
神
影
流
見
分
致
候
人
数
、
厚
地
清
太
郎
・
柊
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田
左
吉
・
薗
田
新
四
郎
・
久
木
田
孫
四
郎
・
大
山
藤
右
衛

門
・
赤
池
良
節
・
満
木
東
兵
衛
・
永
野
六
兵
衛
・
越
山
陣
左

衛
門
・
同
源
左
衛
門
、
初
て
罷
出
人
ハ
白
銀
二
両
ツ
ヽ

一
右
相
済
、
東
郷
家
示
現
流
見
分
人
数
、
武
道
藤
七
・
武
田
直

左
衛
門
・
塚
田
彦
作
、
尤
初
て
出
申
人
者
白
銀
二
両
ツ
ヽ

同
月
廿
四
日

一
四
之
日
左
伝
之
式
日
講
義
相
立
、
横
山
安
之
丞
殿
相
願
、
今

日
ヨ
リ
相
初
る
、
尤
詰
合
其
外
学
文
稽
古
差
越
候
人
も
拝
聞

也

同
月
廿
五
日

楮
枝
一
ツ
、
神
宮
司
為
右
衛
門
殿
都
城
ニ

テ
新
太
郎
打
留
候

由
ニ
而
被
遣
候
也

一
宗

（
島
津
資
致
・
島
津
久
本
四
男
）

八
郎
殿
事
、
川
上
十
郎
右
衛
門
殿
江

入
門
、
且
志
々
目
弥

東
次
・
大
河
原
八
郎
右
衛
門
ニ

モ
入
門
也
、
但

朝
之
間
ニ
而

候
一
表
坊
主
七
人
・
宗
八
郎
殿
、
来
月
朔
日
初
而

登
城
ニ

付
、
宗

八
郎
殿
方
へ
召
呼
、
酒
事
有
之
候
間
、
我
等
ニ

モ
一
刻
参
也

三
月
廿
六
日

一
川
上
八
次
郎
殿
よ
り
堤
矢
九
郎
・
永
井
孝
七
江

剣ケ
ン

術
之
巻
相

渡
候
ニ

付
、
両
種
被
成
下
候
也

一
野
口
仲
左
衛
門
同
前
三
巻
書
相
渡
候
ニ

付
、
別
ニ

両
種
被
成

下
候
也

一
六
ノ
日
、
山
田
十
介
殿
大
学
講
義
相
願
候
間
参
ら
れ
候
、
尤

前
六
之
日
よ
り
初
る
也

同
月
廿
七
日

一
宗
八
郎
殿
御
役
拝
見
ニ

付
（
島
津
資
・
島
津
久
本
六
男
）

旬
之
助
殿
ニ
も
同

道通〻
、
尤
八
ツ
後

也

三
月
廿
八
日

一
番
頭
座
詰
勤
、
是
迄
通
野
辺
勘
左
衛
門

一 

谷
口
祐
右
衛
門

一 

妹
尾
市
正

一 

須
田
藤
七
之
助

一 

立
山
伝
右
衛
門

一 

財
部
儀
兵
衛

右
之
通
、
廿
五
日
役
替
ニ

付
、
小
杉
丹
兵
衛
ヨ
リ
問
合

一
役
所
書
役
河
野
四
郎
助
事
、
年
内
差
帰
儀
有
之
、
罷
帰
、
其

後
跡
役
無
之
候
処
、
年
内
指
宿
海
へ
異
船
渡
来
、
其
節
御
用

取
込
、
祢
占
伊
十
郎
稽
古
方
と
し
て
出
府
罷
在
候
ニ

付
、
寄

役
相
当
り
、
当
分
ニ

至
り
罷
出
候
由
大
舘
四
郎
承
、
其
レ
ニ

而
者
被
宜
敷
間
敷
候
間
、
藤
井
助
太
郎
抔
ヨ
リ
何
と
無
く
稽

留
守
居
勤
方
物
奉
行

御
扶
持
是
迄
之
通

御
納
戸
奉
行
格

神

職

一

方

勤

御
役
是
迄
之
通
、
但

御
納
戸
奉
行
也

勤
方
竹
木
見
廻
、
御
扶
持
御
格
之
通

高
奉
行
勤
方

当
分
之
通　

但

横
目
也

御

納

戸

奉

行

宗
八
郎
殿
方
へ
付
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古
間
ニ
者
出
仕
、
且
御
加
勢
等
申
上
ル
方
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
く

申
達
、
そ
れ
よ
り
出
仕
等
有
之
候
、
右
ニ

付
、
北
郷
良
四
郎

ヨ
リ
、
青
銅
三
百
疋
御
ア
ヒ
サ
ツ
被
成
下
候
而

可
被
宜
敷
伺

ニ

付
、
相
考
ヘ
候
処
、
当
分
親
仲
之
丞
詰
合
ノ
事
候
ヘ
ハ
、

三
百
疋
ハ
は（

僅

か

）

つ
か
の
事
候
へ
と
も
、
面
色
ヲ
見
て
役
々
が
少

シ
ニ

て
も
ヲ
モ
キ
方
ニ

吟
味
ヲ
付
ル
抔
、
評
判
致
候
而
者
不

宜
儀
候
間
、
二
百
疋
計
リ
ニ
而
モ
、
其
か
た
相
付
候
而

宜
ハ

可
有
之
哉
申
候
処
、
此
跡
隈
元
陸
蔵
詰
合
候
節
、
仲
助
ニ

も

寄
役
被
仰
付
、
其
節
ハ
六
百
疋
被
成
下
候
ニ

付
、
此
節
も

二
百
疋
ハ
ト
ウ
デ
モ
不
被
成
候
而
者
被
宜
間
敷
申
上
候
ニ

付
、

可
然
申
達
候
処
、
又
々
ト
ク
ト
相
考
候
処
、
ハ
ツ
カ
ノ
事
ニ

而
者

候
へ
と
も
、
折
カ
ラ
ノ
事
候
へ
ハ
、
評
判
抔
待
候
而
者

不
宜
敷
事
候
ニ

付
、
此
節
ハ
不
被
成
下
方
よ
ろ
し
く
、
大
舘

四
郎
ヲ
以
テ
申
上
ケ
候
、
右
ニ

付
四
郎
存
寄
ニ

ハ
、
仲
之
丞

ヘ
モ
右
意
味
ニ

テ
伊
十
郎
ヘ
ア
イ
サ
ツ
ハ
無
之
段
、
内
々
新

穂
孫
作
よ
り
申
達
、
う
た
か
ひ
無
之
方
宜
敷
申
候
ニ

付
、
其

通
相
達
候
よ
し
也

一
夜
入
山
田
青
馬　

一
勝
岡
鹿
毛
馬
、
都
城
よ
り
ヒ
キ
廻
ニ
而

候

三
月
廿
九
日

一 

堤
十
太
左
衛
門

右
者

留
主
居
郡
見
廻
勤
、
御
扶
持
御
格
之
通
、
産
物
方
一
方

勤
被
仰
付
候
御
礼
也

四
月
朔
日

一
宗
八
郎
殿
事
、
今
日
初
而

登
城
ニ

付
、
奥
ニ
而
祝
ひ
有
之
也

一
小
者
共
事
、
此
比
猶
以
庭
箒
惰
滞
、
身
楽
の
仕
方
且
不
相
応

の
衣
服
抔
着
し
候
ニ

付
、
泰
助
江

吟
味
致
候
様
相
達
シ
、
尤

柔
術
之
稽
古
ニ
而
も
致
候
而

ハ
、
何
様
候
哉
申
候
処
、
何
分

甚
五
兵
衛
可
然
及
吟
味
候
間
、
以
後
庭
箒
惰
滞
且
不
相
応
の

衣
服
等
不
着
様
、
其
上
身
楽
の
仕
方
致
候
而

不
宜
候
間
、
柔

術
稽
古
ニ
而
も
致
度
候
ヘ
ハ
被
仰
付
旨
、
内
々
申
渡
候
処
、

稽
古
致
度
旨
申
出
也

一
小
者
遠
矢
蔵
左
衛
門
・
黒
田
仲
助
・
高
野
十
助
・
山
路
休
右

衛
門
、
柔
術
稽
古
い
た
し
度
願
出
候
ニ

付
、
西
田
足
軽
永
瀬

龍
蔵
江

久
木
田
矢
兵
衛
ヲ
以
テ
頼
入
、
入
門
有
之
也
、
尤
表

ヨ
リ
手
当
両
種
銘
々
ヨ
リ
古
袴
一
着
ツ
ヽ
稽
古
衣
迄
下
し
置

也

四
月
二
日

八
ツ
後

一
学
文
稽
古
と
し
て
致
出
府
居
候
人
、
和
田
金
兵
衛
・
荒
川
禎
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助
・
梁
瀬
伊
兵
衛
・
祢
占
伊
十
郎
・
財
部
禎
助
、
休
息
所
鴨

居
ノ
内
ニ
而
大
学
講
義
聞
也

同
月
四
日

一
池
袋
利
右
衛
門
事
、
去
ル
朔
日
納
戸
奉
行
御
心
附
米
二
石
、

此
方
ヘ
勤
、
具

（
島
津
資
恭
・
島
津
久
本
五
男
）

熊
殿
方
、
是
迄
通
兼
務
被
仰
付
ニ

付
御
礼
也

同
月
五
日

一
書
院
本
座
次
之
間
ニ

お
ひ
て
、
屋
敷
中
児
輩
之
衆
江

二
枚

ツ
ヽ
席
書
見
分
也
、
人
数
ハ
、
厚
地
清
太
郎
・
長
峯
直
作
・

宇
都
善
助
当
年
十
歳

・
八
重
尾
吉
太
郎
・
久
木
田
佐
吉
十
二

歳

・
神
田
橋
泰
助
・
上
田
孫
七
九
歳

・

■
大
塔
藤
一
郎
八

歳
・
大
山
藤
五
郎
七
歳
也

一
両
種
、
大
館
四
郎
御
礼
進
上

一
同
、
我
等
二
人
、
旬
之
助
殿
へ
曽
木
甚
五
兵
衛
御
礼
進
上

一
七
ツ
後
ヨ
リ
新
納
四
郎
右
衛
門
殿
咄
と
し
て
参
来
也

一
四
郎
よ
り
内
々
承
儀
候
者

、
蛯
原
万
十
郎
事
、
親
不
幸
ニ

付
、

当
分
忌
中
ニ
而

引
入
罷
居
、
家
内
も
多
人
数シ

ュ

ニ
而

取
続
難
渋

ニ

付
、
忌
御
免
ニ
而
も
被
仰
付
、
是
迄
通
御
歩
行
寄
役
罷
出

候
而

、
何
様
可
有
御
座
哉
、
歩
行
役
共
ヨ
リ
良
四
郎
江

申
出

候
ニ

付
、
泰
助
ヘ
吟
味
ニ

及
、
泰
助
よ
り
四
郎
ヘ
吟
味
致
候

ニ

付
、
存
寄
申
す
ニ

ハ
、
忌
御
免
ハ
被
宜
間
敷
、
親
子
対
し

て
ハ
不
孝
ノ
道
、
兄
弟
ノ
喪
ニ
而
モ
候
ハ
ヽ
、
か
ろ
き
事
ト

ハ
申
さ
れ
す
候
へ
と
も
、
せ
め
て
の
事
ニ
而
候
、
此
親
の
忌

ニ

ハ
被
宜
間
敷
、
若
家
相
逼
り
候
ヘ
ハ
、
御
気
ニ

被
付
、
御

米
等
見
計
を
以
テ
被
成
下
方
可
被
宜
敷
、
所
之
蔵
は
下
代
抔

の
者
忌
中
の
節
手
免
し
ニ
而
罷
勤
る
者
も
有
之
哉
ニ

承
事
候

ヘ
と
も
、
此
儀
ハ
決
シ
テ
不
宜
習
善
去
悪
候
こ
そ
第
一
也
ト

四
郎
咄
ニ

テ
候

一
栗
毛
駒
一
疋
、
但

三
才
、
尺
四
寸
、
山
川
出
生

右
者

川
辺
郷
士
中
条
伊
右
衛
門
持
馬
ニ
而
、
御
厩
御
見
合
と

し
て
引
廻
相
成
候
処
、
御
用
相
迦
れ
候
ニ

付
、
箭
七
郎
殿
世

詰
ニ
而

代
銀
七
斤
三
部
ニ
而

取
入
、
馬
引
廻
之
下
人
江

ハ
二

部
ノ
相
談
相
出
来
候
由
、
直
ニ

厩
立
召
下
、
地
飼
方
八
郎
申

出
候
ニ

付
可
然
申
達
也

四
月
六
日

一
八
ツ
後
ヨ
リ
、
山
田
十
介
殿
式
日
ニ

付
被
参
講
義
、
相
終
、

同
良
助
殿
・
横
山
安
之
丞
殿
ニ

モ
被
参

■
、
尤
山
田
父

子
ニ
者
先
達
而

ヨ
リ
手
本
書
相
頼
、
今
日
書
調
被
参
候
ニ

付
、

良
助
殿
ヨ
リ
一
通
手
習
指
南
有
之
候
て
、
幷

（
屏
）

風
字
書
方
モ
願

置
候
而

、
吸
物
一
ツ
、
な
ら
茶
ハ
ん
、
ぶ
た
の
汁
、
酒
肴
か

ろ
く
出
候
也

古
墨
一
丁

字

二

枚
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一
山
田
良
助
殿
初
而

被
参
候
ニ

付
、
肴
代
大
餞
二
牧
持
参
也

一
古
カ
タ
ビ
ラ
一
ツ
ツ
ヽ
、
泰
助
・
四
郎
江

先
月
被
成
下
候
ニ

付
、
肴
一
折
相
中
よ
り
御
礼
、
但

昨
日
也

四
月
八
日

一
今
七
ツ
後
ヨ
リ
山
田
良
助
殿
幷

（
屏
）

風
字
書
と
し
て
被
参
、
幷

（
屏
）

風

一
双
、
貞
観
政
要
ノ
内
二
章
書
調
ニ

付
、
吸
物
一
ツ
、
酒
者

少
々
出
ス

一
志
々
目
弥
東
次
交
代
後
、
馬
術
・
剣
術
稽
古
方
と
し
て
三
十

日
滞
府

■
同
月
十
日

一
旬
之
助
殿
小
姓
池
田
清
蔵
代
野
辺
常
太
郎
、
稽
古
方
滞
府
ニ

付
、
寄
役
当
ル
也

一 

重
信
要
五
郎

　

右
ハ
御
納
戸
奉
行
御
扶
持
御
格
之
通
、
具
熊
殿
へ
府
役
被
仰

付
候

一
西
洋
布
備
二
反
山
田
良
助
殿
江

屏
風
書
方
■
、
且
手
本
等
頼

入
、
書
方
調
ニ

付
、
為
挨
拶
遣
候

一
北
郷
良
四
郎
よ
り
伺
ニ

ハ
不
時
出
馬
之
節
供
廻
支
度
、
股

引
・
野
羽
織
等
一
様
相
揃
候
様
出
来
方
相
成
候
而

ハ
、
被
宜

間
敷
哉
思
召
伺
ニ

付
、
不
及
其
儀
、
却
テ
自
身
之
持
合
之
服

可
宜
申
達
候
、
尤
足
軽
抔
道
具
持
等
ハ
、
一
様
相
不
揃
候
而

ハ
不
叶
事
、
此
手
廻
ハ
、
鎧
抔
之
節
ハ
猶
以
自
分
鎧
ニ

テ
定

紋
抔
ニ
而
人
を
見
分
事
申
モ
有
之
、
又
兵
事
の
鎧
ハ
、
軽
キ

身
分
作
不
埒
人
々
江

借
用
の
見
当
ニ

て
有
之
候
ニ

、
治
世
の

吟
味
ハ
面
形
ヲ
ヲ
カ
ザ
ル
事
、
惰
弱
の
仕
方
吟
味
ト
ド
カ
ザ

ル
儀
也
、
此
意
ヲ
以
テ
野
織
等
の
出
来
無
用
ニ

申
付
也

■
■
■
■
■

一
大
鐘
時
分
ヨ
リ
大
観
亭
江

泰
助
初
甚
兵
衛
勤
ノ
衆
へ
酒
等
呑

せ
置
也

一
岸
良
俊
蔵
事
、
英
・

（
マ
マ
）ト

改
名
ニ

付
御
礼
と
し
て
大
観
亭
へ

す
ゞ
一
対
・
差
身
一
■
鉢
進
上
也

四
月
十
一
日

一
交
代
、
満
木
次
左
衛
門
・
池
袋
利
右
衛
門
・
肥
田
藤
九
郎
・

上
原
金
蔵
・
須
田
藤
五
郎
・
有
田
泰
玄
・
津
留
良
左
衛
門
、

今
朝
参
着
也

一
藤
井
助
太
郎
・
祢
占
伊
十
郎
、
出
府
致
居
候
ニ

付
当
誥
也

一
宗
八
郎
殿
方
財
部
軍
兵
衛
・
有
馬
仁
右
衛
門
・
猪
ヶ
倉
才
七

出
府
也

一
納
戸
武
田
太
兵
衛
・
土
屋
道
見
出
座
也

一
田
原
泰
助
・
大
館
四
郎
・
岸
本
■
英
・
河
野
孫
八
郎
・
北
郷
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棟
太
郎
・
山
内
俊
悦
・
宗
八
郎
殿
方
曽
木
甚
五
兵
・
津
留
与

兵
衛
・
池
田
清
蔵
、
今
日
乗
船
也

一
納
殿
松
ば

（
葉
）

佐
真
平
、
前
同
断

四
月
十
三
日

一
神
宮
司
為
右
衛
門
殿
事
、
帰
府
後
不
被
参
候
ニ

付
、
八
ツ
後

よ
り
被
参
候
様
申
遣
候
、
種
子
嶋
休
蔵
殿
・
三
原
次
右
衛
門

殿
ニ

モ
被
参
、
尤
弓
式
日
候
ヘ
と
も
、
東
郷
家
忌
中
ニ

付
是

無
之
候
ニ

付
、
弓
持
参
有
之
候
様
、
前
以
申
遣
置
候
ニ

付
持

参
有
之
、
巻
藁
幷

五
寸
的
、
四
十
立
半
ヨ
リ
四
本
廿
段
、
有

馬
新
七
殿
・
松
方
庄
之
進
殿
被
参
候
、
金
的
ニ

ハ
肥
田
藤
九

郎
二
ツ
矢
ニ

付
、
黒
鷲
ほ
ろ
一
手
被
下
候

右
相
済
、
酒
肴
一
通
り
ニ
而
候
也

同
月
十
四
日

一
野
口
仲
左
衛
門
暇
日
数
迦
候
ニ

付
、
明
日
よ
り
十
日
暇
也

一
北
郷
良
四
郎
当
分
交
代
前
ニ

付
、
浜
宿
ニ

て
七
ツ
後
ヨ
リ
咄

と
し
て
一
刻
参
也

一
夜
入
よ
り
咄
と
し
て
良
四
郎
ヲ
召
呼
、
但

奥
也

四
月
十
五
日

一
今
日
吉
野
馬
追
ニ

付
、
御
城
下
り
之
上
直
ニ

発
馬
、
日
置
・

宮
之
城
モ
同
断
也
、
東
郷
一
介
之
父
子
騎
馬
供
也

一
役
所
二
階
江

通
り
見
物
と
し
て
我
等
両
人
・
旬
之
介
殿
■
■

被
参
、
哲
五
郎
様
・
岸
良
猪
右
衛
門
殿
・
良
四
郎
也
、
一
介

父
子
ハ
断
也
、
客
故
良
四
郎
立
後
、
新
ぼ
孫
作
召
呼
、
小
茶

碗
相
遣
し
、
一
刻
咄
等
致
し
候
也
、
夜
五
ツ
後
、
酒
事
終
る

一
し
ま
つ
む
ぎ　

四
月
十
六
日

一
帯
地

右
御
ば
ゝ
様
ヨ
リ
両
人
被
下
候

　
　
　
　

覚
火
触
人
数

御
門
番
両
人
・
御
手
足
軽
中
間
定
番
三
人
、
台
所
手
伝
、
雑

物
蔵
手
伝
、
御
膳
焚
地
物
手
伝
定
夫

右
火
触
打
候
節
者

、
御
番
所
江

名
前
申
出
置
、
一
時
半
時
迄

数
々
首
尾
申
出
、
表
御
玄
喚
よ
り
、
浜
御
役
所
交
代
宿
前
、

中
門
御
馬
乗
馬
場
中
門
前
、
夫
よ
り
下
屋
敷
川
涯
中
門
前
迄

可
打
鳴
事
、
沙
汰
致
置
候
旨
良
四
郎
ヨ
リ
申
也

一
屋
敷
外
方
当
分
家
中
家
内
之
多
少
、
且
貧
富
聞
合
申
候
様
、

先
達
而

良
四
郎
江

申
候
処
、
今
日
別
紙
之
通
書
出
シ
候

一
山
田
十
介
殿
、
式
講
被
参
候
也

四
月
十
七
日
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一
龍
岡
一
郎
為
交
代
参
也

四
月
十
八
日

一
岸
良
英
輔
事
、
於
都
城
英
之
字
支
之
由
ニ
而
栄
輔
と
改
名
之

段
、
問
合
也

四
月
十
九
日

一
野
辺
常
太
郎
・
上
原
金
蔵
・
厚
地
清
太
郎
、
横
山
家
江

入
門

申
付
候
ニ

付
、
良
左
衛
門
柳
立
ニ

て
参
也

右
入
門
ニ

付
、
両
種
遣
候
、
良
左
衛
門
ニ

も
東
道
盆
驕
り
遣

候
也

一
御
ば
ゝ
様
、
先
達
而

よ
り
御
不
例
被
為
入
候
処
、
御
全
快
被

遊
、
今
日
御
床
揚
之
心
入
御
礼
申
上
、
先
達
而

反
物
頂
き
、

御
礼
旁
と
し
て
御
取
肴
幷

酒
し
ん
上
寄
合
酒
宴
、
半
よ
り
哲

五
郎
様
ニ

モ
御
出
、
夜
四
ツ
時
分
相
済
也

四
月
廿
日

一
財
部
彦
十
郎
、
稽
古
方
と
し
て
出
府
い
た
し
居
、
今
日
便
船

有
之
、
暇
也

一
神
田
橋
甚
六
事
、
白
煙
消
方
入
門
ニ

付
、
右
交
り
便
よ
り
参

居
、
今
日
前
同
断

一
龍
岡
十
左
衛
門
、
同
断

一
北
郷
伴
兵
衛
事
、
交
代
と
し
て
出
府
也

一
北
郷
新
太
郎
、
宗
門
方
・（

マ
マ
）・

且
御
用
之
事
ニ
而
出
府
、
龍
岡

小
八
郎
・
佐
藤
半
右
衛
門
ニ

モ
宗
門
方
ニ

付
同
断
也

一
北
郷
良
四
郎
帰
船
也

一
大
館
四
郎
よ
り
書
付
二
通
相
遣
候
、
尤
別
紙
二
通
相
添
也

四
月
廿
一
日

一
八
ツ
後
よ
り
新
納
四
郎
右
衛
門
殿
十
一
歳
也

・
二
男
嘉
之
助

殿
・
木
脇
藤
渕
殿
被
参
、
為
穿
鑿
着
由
、
土
着
シ
色
々
吟
味

ニ
而

相
済
、
酒
肴
例
之
通
、
藤
渕
ニ
而

絵
書
有
之
、
四
郎
右

衛
門
殿
も
替
抔
被
致
候

一
百
田
紙　

五
束

右
者

四
郎
右
衛
門
殿
、
歌
古
墨
・（

マ
マ
）・

辰
礼
之
心
入
旁
と
し
て

子
息
江

遣
候

四
月
廿
二
日

一
下

（
日
置
・
島
津
久
徴
）

総
様
、
今
日
御
家
老
御
役
被
蒙　

仰
、
御
軍
役
方
掛
被
仰

付
、
右
ニ

付
何
れ
も
様
御
出
被
下
候
様
御
使
也

一
御
肴
一
折　

一
御
樽
一
荷

右
御
と
う
様
い
つ
れ
も
よ
り
、
左
候
ニ
而
御
爺
様
ヨ
リ
中
抑

御
便
ニ
而
、
明
日
御
祝
儀
之
筈
也

一
右
ニ

付
、
我
等
二
人
、
七
ツ
前
よ
り
参
上
、
四
ツ
時
帰
候
也

一
四
月
二
十
三
日
、
龍
岡
小
八
郎
御
用
之
儀
相
済
、
帰
帆
也
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四
月
二
十
三
日

一
弓
術
式
日
ニ

付
、
東
郷
家
忌
中
故
、
神
宮
司
一
例
被
参
候

一
奥
江

重
冨
楽
水
様
の
奥
方
様
於
秋
さ
ま
、
御
同
例
に
御
出
也
、

夜
九
ツ
後
御
立

四
月
廿
四
日

一
御
機
嫌
伺
申
上
儀
有
之
、
四
ツ
時
登
城
、
下
り
掛
重
冨
江

参

上
、
昨
日
之
御
礼
、
且
今
日
初
而

参
上
ニ

付
、
御
三
居
へ
も

参
也

一
横
山
氏
式
日
候
へ
と
も
、
痛
所
ニ

付
断
也

一
晩
景
よ
り
奥
江

新
太
郎
嫡
子
召
呼
、
酒
肴
少
々
也

同
月
廿
五
日

一
荒
川
太
郎
兵
衛
内
用
ニ
而
出
座
い
た
し
候
ニ

付
、
伺
申
也

一
雉
二
羽

右
者

御
爺
様
御
育
之
囮
ニ
而
、
初
ニ

合
方
被
遊
獲
物
之
内
、

御
ば
ゝ
様
相
中
江

被
下
候
也

四
月
廿
六
日

一
御
ば
ゝ
様
・
旬
之
助
殿
、
今
九
ツ
半
過
御
出
帆
、
北
郷
新
太

郎
ニ

も
先
達
よ
り
出
府
致
居
候
ニ

付
、
御
供
也

四
月
廿
七
日

一
今
四
ツ
後
よ
り
為
右
衛
門
殿
・
次
右
衛
門
殿
・
喜
八
郎
殿
・

休
蔵
殿
被
参
、
巻
藁
初
り
五
寸
的
百
・（

マ
マ
）・

建
、
半
よ
り
新
七

殿
・
八
郎
殿
・
正
之
進
殿
■
■
被
参
、
三
ツ
的
金
的
迄
、
半

よ
り
泰
助
殿
・（

マ
マ
）・

入
付
出
ス
、
弓
相
済
、
酒
肴
一
通
り
■
ニ

而
候

一
用
人
・
番
頭
・
与
頭
平
日
肩
衣
掛
被
仰
付
、
今
日
よ
り
着
服

致
候
段
、
役
所
よ
り
申
候

四
月
廿
八
日

一
・

（
肝
）

付（
小
松
帯
刀
）

尚
五
郎
殿
奥
御
小
姓
仕
廻
仕
第
、
江
戸
詰
被
仰
付
段
被

蒙　

仰
候
ニ

付
、
祝
之
類
被
差
上
候
段
申
来
候
へ
と
も
、
風

引
ニ

付
、
断
申
上
候

一〻　
　

四
月
十
九
日

一
足
軽
岩
満
与
三
八
・
木
幡
嘉
兵
衛
事
、
長
瀬
龍
蔵
方
江

柔
術

稽
古
致
候
処
、
■年

内
よ
り
前
目
録
引
渡
約
束
有
之
候
処
、
此

節
引
渡
相
済
候
段
申
出
候
、
尤
嘉
兵
衛
儀
ハ
、
当
分
ハ
都
城

罷
帰
り
居
候
ニ

付
、
此
節
ハ
与
三
次
・

（
マ
マ
）相

済
申
候
間
、
此
段

御
届
申
上
候
、
以
上

 
 

村
田
八
郎

四
月
廿
日

右
役
所
よ
り
申
上
候

一
上
下
一
ツ
、
次
左
衛
門
・
利
右
衛
門
江

先
日
被
成
下
候
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一
北
郷
良
四
郎
儀
、
種
子
嶋
氏
よ
り
先
度
鉄
炮
皆
伝
有
之
、
於

都
城
右
御
届
申
上
候
処
、　

御
と
の
様
よ
り
為
御
挨ア

イ

拶
、
今

日
両（

種

種脱
ヵ
）子

嶋
氏
江

御
遣
の
筈
候
間
、
役
所
よ
り
申
也

一
野
辺
常
太
郎
暇
申
候
也

五
月
朔
日

一
尚
五
郎
様
、
来
ル
十
八
日
江
戸
出
立
ニ

付
、
源
氏
た
ば
こ
幷

金
子
三
百
疋
、
何
れ
も
よ
り

一
干
菓
子
一
箱
、
の
し
肴
相
添

右
安
之
丞
殿
先
達
而

よ
り
病
気
大
粧
の
由
ニ

付
遣
し
候

五
月
三
日

一
む
し
こ
ま
ん
中
一
与
、
樽
相
添
、
安
之
丞
殿
不
幸
ニ

付
、
宗

八
郎
殿
相
中
よ
り

一
野
菜
一
台
、
一
金
子
百
疋
、
横
山
氏
不
幸
ニ

付
、
屋
敷
中
・

門
人
中
よ
り
、
品
ハ
表
よ
り
下
ル

一
金
子
二
両

右
、
北
郷
多
中
殿
不
幸
ニ

付
而

ハ
、
至
極
之
家
難
渋
ニ
而
、

葬
式
之
い
と
な
ミ
一
円
不
相
調
由
ニ
而

、
親
類
鎌
田
新
助

殿
・
栗
川
権ゴ

ン

十
郎
殿
役
所
江

相
見
得
、
無
拠
御
合
力
之
願
有

之
候
ニ

付
、
願
通
免
し
候

右
病
気
中
難
渋
ニ

付
、
御
米
拝
借
願
ニ

付
一
俵
遣
置
候
よ
し
、

又
先
日
不
幸
、
同
日
モ
役
所
江

舎
弟
勇
相
見
得
、
米
拝
借
願

ニ

及
、
二
俵
遣
し
候
由
役
所
よ
り
申
也

一
弓
式
日
ニ

付
、
神
宮
司
一
例
被
参
、
御
納
戸
方
与
力
田
代
甚

六
、
初
而

参
也

一
大
鳥 

右
打 

一
手

右
次
左
衛
門
タ
イ
フ
ク
二
ツ
、
矢
扇
被
下
候
而

歌
一
首
被
下

也

五
月
四
日

一
左
太
夫
殿
忌
中
ニ

付
、
精
進
落
と
し
て
重
一
、
但

酒
藤
九
郎

使
ニ
而

一 

肥
田
孫
三

右
者

御
納
戸
奉
行
御
目
附
兼
務
御
近
習
迄
勤
方
御
扶
持
、
是

迄
之
通
、
去
ル
廿
八
日
承
知
也

一
大
川
原
孫仲

太
郎
事

四
郎
、
去
ル
朔
日
御
目
見
ニ

付
、
改
名

五
月
五
日

一
お
は
る
と
の
、
重
冨
江

被
参
候
、
尤
真

（
島
津
忠
済
）

之
助
様
御
初
車
也

一
ひ
ろ
ふ
う
ち
ハ
九
本
、
周

（
島
津
久
光
）

防
様
江

進
上
い
た
し
候

一
奥
宿
ニ
而
節
句
祝
有
之
、
中
抑
衆
ハ
早
ク
退
出
ニ

付
不
罷
出

候
、
伴
兵
江

ハ
東
郷
家
江

参
候
由
ニ
而
不
参
、
留
主
居
物
奉

行
、
其
外
例
之
役
々
也
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五
月
六
日

一
四
ツ
後
よ
り
前
、
海
釣
ニ

参
也
、
獲
物
少
々

右
ニ

付
、
於
治
と
の
・
宗
八
郎
殿
大
観
亭
江

待
受
、
酒
事
あ

り
、
五
ツ
後
帰
候
也

五
月
八
日

別
当
役 

坂
元
伊
太
郎

御
役
当
分
之
通
御
小
姓
也

此
外
江

附 

深
川
藤
一
郎

小
姓
役

此
方
江

付 
古
垣
源
十
郎

右
之
通
去
五
日
被
仰
付
候
ニ

付
、
問
合
也

　

次
左
衛
門
殿　

五
平
太

一
小
杉
よ
り
書
付
一
通
送
也
、
但

右
三
人
等
の
事

 
 

黒
木
円
蔵

右
杉
差
図
代
内
輪
足
軽
之
願
申
出
候
ニ

付
、
人
体
聞
合
有
之

候
処
、
所
役
よ
り
宜
敷
段
申
出
候
ニ

付
被
仰
付
候
筈
、
都
城

よ
り
問
合

五
月
九
日

一
夕
方
よ
り
相
良
弥
大
夫
殿
奥
江

被
参
、
酒
肴
少
々
出
候
也

五
月
十
一
日

一
四
ツ
前
よ
り
月
柄
ニ
而
矢
数
執
行
、
矢
初
め
北
郷
伴
兵
、
射

手
村
田
八
郎
・
肥
田
藤
九
郎
・
藤
井
助
太
郎
・
祢
占
伊
十

郎
・
池
袋
新
右
衛
門
・
有
田
泰
玄
・
東
藤
太
左
衛
門
・
満
木

次
左
衛
門
也

右
ニ

付
、
精
進
あ
け
表
よ
り
上
り
候
へ
と
も
、
此
節
ハ
無
用

ニ

致
也

一
宰

（
島
津
斉
興
）

相
様
御
事
、
先
月
十
三
日
御
湯
治
、
御
国
本
江

御
暇
御
願

之
通
被
仰
出
、
御
羽
織
御
拝
領
之
旨
、
御
用
番
様
被
仰
渡
候

段
御
到
来
、
依
之
明
後
十
三
日
御
祝
儀
之
筈

五
月
十
二
日

　
　
　
　
　

岸
良
栄
輔　
　
　
　
　
　
　

河
野
孫
八
郎

一
大
与　
　

祢
占
伊
十
郎　
　
　

中
与　

財
部
彦
十
郎

　
　
　
　
　

深
川
藤
一
郎　
　
　
　
　
　

古
垣
源
十
郎

　
　
　
　
　

野
辺
常
太
郎
二

小
与　
　

大
河
原
孫
四
郎
三

　
　
　
　
　

上
原
金
蔵
一

右
者

御
小
姓
両
人
当
御
方
江

被
召
入
候
処
、
与
相
分
り
不
申

候
而
者
茄
府
詰
順
番
難
相
調
、
御
当
地
迄
御
伺
申
上
越
候
上

ニ
而
ハ
、
間
後
レ
相
成
可
申
、
於
爰
元
御
伺
申
上
候
処
、
右

通
致
承
知
、
猶
又
被
為
有
思
召
候
ハ
ヽ
可
被
召
替
候
得
共
、

先
々
成
行
問
合
申
上
越
候
旨
■
相
達
シ
候
事

一
深
川
藤
一
郎
事
、
去
五
日
当
方
江

被
召
附
候
ニ

付
、
御
礼
状
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参
る
也

一
岸
良
栄
輔
事
、
去
五
日
御
扶
持
銀
相
増
候
由
ニ
而
御
礼
状
参

也
一
藤
崎
俊
蔵
、
五
日
御
小
姓
被
仰
付
候
ニ

付
、
御
礼
状
ま
い
る

也
一
郷
原
■家

江

御
門
入
、
先
達
而

相
済
、
其
後
初
而

招
き
ニ

付
、

哲
五
郎
殿
よ
り
前
以
御
申
入
、
今
日
い
る
の
筈
候
処

一
両
種

右
郷
原
家
御
父
子
よ
り

一
同右

者

肝
付
郷
右
衛
門
殿
・
加
世
田
正
兵
衛
殿
・
竹
迫
弥
兵

衛
・
東
郷
次
郎
八
殿
・
市
来
万
次
殿
・
倉
橋
新
左
衛
門
殿
よ

り
一
郷
原
家
其
外
い
つ
れ
も
退
出
掛
ニ
而

、
役
所
宿
ニ
而

昼
飯
成

る
、
そ
れ
よ
り
都
合
を
以
当
宿
江

被
参
、
吸
物
・
銚
子
・
挟

肴
ニ
而
取
替
相
済
候
上
直
ニ

一
高
岡
様
ニ

ハ
、
哲

（
島
津
資
将
・
久
本
弟
）

五
郎
殿
ニ

モ
御
出
也

一
金
子
三
百
疋
付
目
録
ニ
而
轉
殿
江

一
手
酒
一
掛　

子
清
之
助
殿
江

一
金
子
百
疋
ツ
ヽ
付
目
録
肝
付
郷
右
衛
門
よ
り
倉
橋
新
左
衛
門

殿
迄
六
人
江

但

目
録
六
折
一
受
ニ

受
、
頭
衆
之
前
御
そ
な
へ
、
御
相

中
様
江

令
披
露
、
尤
次
左
衛
門
皆
々
相
勤
候
也

右
相
済
、
役
所
宿
ニ
而
支
度
替
、
直
ニ

大
観
亭
江

座
直
し
、

倉
山
作
太
夫
殿
・
最
上
斎
二
殿
ニ

も
被
参
、
岸
良
持
右
衛

門
・
東
郷
一
介
・
伴
兵
衛
相
詰
、
尤
宗
八
郎
殿
ニ

被
出
頭
、

味
噌
吸
物
、
中
比
平
吸
物
、
宗
八
郎
殿
ニ

モ
初
而

ノ
事
候
ヘ

ハ
、
頭
土
産
盃
ニ
而
候
、
そ
れ
よ
り
小
茶
碗
上
り
、
硯
ふ
た

三
品
も
り
三
面
、
丼
二
ツ
計
、
惣
菓
子
盆
、
か
へ
付
小
丼
物

一
通
、
鉢
一
ツ
、
亀
御
丼
一
ツ
、
飯
ハ
宗
和
ニ
而

料
理
ニ
而

、

夜
五
ツ
後
退
出
也

一
今
日
箭
七
郎
殿
馬
乗
と
し
て
被
参
、
川
元
■覚

左
衛
門
殿
ニ

モ

下
り
後
、
初
而

烈
立
被
参
候
而

、
乗
方

■
有
之
、
其
節
川

辺
よ
り
取
入
候
馬
壱
疋
馳
付
、
一
疋
覚
左
衛
門
殿
乗
掛
被
仰

付
候
而

、
宜
ハ
有
之
間
敷
や
、
箭
七
郎
殿
存
寄
ニ
而
其
通
頼

筈
候

五
月
十
三
日

一 

表
方
当
分
之
通
ニ
而

 
■
■
御
所
帯
方
兼
務 

北
郷
新
太
郎

 

御
所
帯
方
差
引
ニ
而
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表
方
兼
務 

北
郷
四
郎
右
衛
門

右
之
通
可
被
仰
付
旨
、
龍
岡
次
右
衛
門
御
取
次
を
以
被
仰
出
、

於
御
座
申
達
、
御
請
御
礼
申
出
有
之
候
、
五
月
八
日

一
右
ニ

付
、
役
所
よ
り
問
合

一
右
ニ

付
、
両
人
よ
り
以
書
状
御
礼
也

一
弓
式
ニ

付
、
東
郷
源
四
郎
殿
其
外
七
人
被
参
、
弓
相
済
、
酒

肴
種
々
・
ぶ
た
ノ
汁
出
也
、
但

東
郷
家
忌
明
後
、
初
而

被
参
候

五
月
十
四
日

一
四
ツ
後
よ
り
川
上
箭
七
郎
殿
・
川
元
覚
左
衛
門
殿
被
来
、
馬

乗
有
之
相
済
、
花
岡
江

被
参
馬
乗
之
筈
ニ

付
退
出
、
右
花
岡

よ
り
退
出
ニ
而
、
七
ツ
後
大
観
亭
江

両
人
被
参
、
外
ニ

小
牧

良
助
父
子
ニ

モ
参
様
、
村
田
八
郎
を
以
相
達
候
処
、
同
道
ニ

而
参
り
、
吸
物
二
ツ
、
取
肴
物
軽
上
り
、
其
内
二
男
善
十
郎

当
歳
十
三
写
書
有
之
、
即
席
之
詩
モ
二
枚
■書

寄
い
た
し
、
左

候
而

唐
紙
一
束
手
習
用
と
し
て
替
候
而

夜
五
ツ
後
退
出
也

一
今
日
小
納
戸
以
下
江

着
衣
古
被
成
下
候
、
泰
玄
殿
帯
一
筋
相

添
也

五
月
十
五
日

一
祢
占
伊
十
郎
・
和
田
金
兵
衛
・
猪
ヶ
倉
才
七
・
上
原
金
蔵
・

簗
瀬
伊
兵
衛
・
野
辺
常
太
郎
・
荒
川
禎
助
・
厚
地
清
太
郎

右
者

横
山
家
不
幸
ニ

付
、
宮
内
清
之
進
殿
方
江

入
門
い
た
し

度
、
銘
々
願
出
候
ニ

付
、
頼
入
相
成
候
処
、
受
合
ニ
而
両
種

被
成
下
、
津
留
良
左
衛
門
随
身
ニ
而
、
右
人
数
入
門
也
、
良

左
衛
門
ニ

ハ
東
道
盆
持
参
、
但

八
角
形
也

右
形
行
都
城
申
上
候

一 

御
目
見
幷

 

継
目 

赤
池
良
節

一 

庄
右
衛
門
事

 

継
目 

柊
田
和
三
次

右
者　

登
城
後
御
書
院
江

御
名
代
と
し
て
出
座
、
席
詰
伴
兵

衛
目
録
進
上
、
龍
岡
一
郎
羹
者
通
り
頂
戴
也

一
両
種 

池
袋
利
右
衛
門

右
者

当
役
御
礼
進
上
、
且
又
お
は
る
と
の
・
宗
八
郎
殿
江

も

進
上
ニ

付
、
於
奥
宿
寄
合
披
き
な
り

五
月
十
六
日

一
山
田
氏
江

式
日
候
へ
と
も
雨
天
ニ

付
断
申
入
候

五
月
十
七
日

一
今
八
ツ
後
、
山
田
十
介
殿
講
儀
と
し
て
被
参
、
相
済
、
大
観

亭
■ニ

而
緩
々
相
咄
、
宮
内
清
之
進
殿
・
久
保
田
新
次
郎
殿
被

参
、
吸
物
等
か
ろ
く
出
、
詩
作
等
有
之
、
夜
入
候
而

五
ツ
時

退
出
也
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五
月
十
八
日

一
今
日
肝
付
尚
五
郎
殿
、
七
ツ
前
江
戸
出
立
ニ

付
、
い
つ
れ
も

よ
り
両
種
歩
行
役
を
以
使
ニ

及
候
、
右
ニ

付
、
今
日
朝
四
ツ

前
一
刻
見
舞
と
し
て
馬
ニ
而
参
り
候

右
ニ

付
、
お
は
る
と
の
こ
と
、
八
ツ
後
よ
り
被
参
、
夜
ニ

入

被
帰
候

一
今
日
鹿
児
嶋
中
之
馬
寄
、
於
新
場
有
之
、
四
ツ
後
よ
り
宗
八

郎
殿
同
道
ニ

参
候
、
東
郷
一
斉
父
子
ニ

も
参
り
、
茶
、
茶
菓

子
、
昼
飯
切
飯
、
し
や
れ
豆
腐
、
漬
物
、
酒
取
肴
一
ツ
、
く

し
ら
お
ば
一
ツ
、
取
肴
一
ツ
、
ぶ
た
た
ね
一
ツ
ハ
茶
菓
子
ヵ
、

供
中
江

も
昼
飯
、
酒
肴
例
之
通
、
七
ツ
後
相
済
、
供
次
左
衛

門
・
藤
九
郎
・
伊
十
郎
・
小
藤
次
ニ

伴
兵
衛
・
八
郎
ニ

も
参
、

先
番
ハ
有
田
泰
玄
、
指
敷
方
大
山
源
右
衛
門

一
金
子
百
疋　

右
者

本
田
休
右
衛
門
殿
江
戸
出
立
ニ

付
、
い
つ
れ
も
よ
り

一
猪
ヶ
倉
才
七
事
、
学
問
稽
古
と
し
て
、
明
日
よ
り
日
数
四
十

日
暇
也

一
此
節
交
代
彦
十
郎
、
腫
物
ニ

付
河
野
孫
八
郎
江

、
次
左
衛
門

殿

 

五
平
太

追
而

此
節
志
々
目
弥
東
次
一
詰
越
ニ

付
、
青
銅
二
百
疋
、

河
野
孫
九
郎
ニ

も
一
詰
越
差
当
り
ニ

付
三
百
疋
被
仰
付
候

よ
し
問
合

五
月
十
九
日

一
青
銅
二
百
疋 

津
留
良
右
衛
門

右
詰
中
書
物
方
致
大
儀
、
貞
観
政
要
解
読
、
宗
八
郎
殿
方
朝

昼
書
物
ニ

付
両
人
よ
り

一
当
詰
中
江

例
之
通
包
物
料
参
ル

一
昨
日
郷
原
家
江

御
門
入
申
付
候
人
数
、
左
之
通

猪
ヶ
倉
才
七
・
和
田
金
兵
衛
・
有
田
泰
玄
・
児
玉
清
九
郎
・

神
田
橋
清
八
郎
・
祢
占
清
之
進
・
荒
川
禎
助
・
上
田
平
太

夫
・
安
藤
仲
右
衛
門
・
岩
切
納
右
衛
門
・
同
五
右
衛
門
・
藤

井
藤
五
・
伊
黒
彦
次
・
財
部
禎
助
・
志
摩
柳
園

右
者

・（
マ
マ
）・

よ
り
郷
原
家
江

願
入
ニ

相
成
入
門
也

一
■
■フ

サ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一
於
英
様
御
事
、
御
名
之
字
御
差
支
之
訳
被
為
在
、
於
高
様
与

被
遊
御
改
名
度
御
座
候
間
、
其
御
方
様
御
差
支
有
御
座
間
敷

哉
、
御
尋
申
上
候
様
承
知
仕
候
間
、
被
仰
上
可
被
下
候
、
以

上
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平
佐
役
人

五
月
十
九
日 

北
郷
吉
左
衛
門

都
城御

役
人
衆
中

右
之
通
申
来
、
御
伺
■
■
ニ

及
、
此
御
方
御
差
支
之
儀
不
被

為
附
筈
段
致
承
知
、
伴
兵
衛
江

申
出
置
候
事

一
貞
観
政
要
今
日
迄
ニ

て
相
済
候
事

五
月
廿
日

一
於
英
と
の
事
、
於
高タ

カ

と
の
と
改
名
ノ
段
、
平
佐
役
人
北
郷
吉

左
衛
門
よ
り
し
ら
せ
ニ

及
候

一
平
佐
屋
敷
江

先
達
而

約
束
ニ

付
、
お
は
る
と
の
宗
八
郎
殿
ニ

モ
大
鐘
時
分
よ
り
参
り
、
左
候
而

哲
五
郎
様
・
箭
七
郎
殿
・

汾
陽
清
右
衛
門
殿
・
神
宮
司
為
右
衛
門
・
同
筑
左
衛
門
殿
・

渋
谷
休
阿
ミ
・
平
川
玄
斎
、
参
居
候
而

（
マ
マ
）

酒
事
有
之
、
夜
四
ツ
時
分
よ
り
芸
者
熊
五
郎
参
り
、
色
々
芸

有
之
、
其
節
箭
七
郎
殿
存
よ
り
候
は
、
志

コ
コ
ロ

さ
し
ニ
而
も
つ
く

し
候
而

ハ
、
宜
敷
ハ
有
之
間
敷
哉
、
お
は
る
と
の
江

申
さ
れ

候
よ
し
ニ
而
、
お
は
る
と
の
よ
り
被
申
候
へ
と
も
、
其
な
り

に
承
り
置
候
へ
ば
、
又
々
被
申
候
よ
し
、
此
度
も
其
な
り
聞

置
候
へ
ば
、
御
近
習
役
江

申
候
而

宜
敷
様
取
計
候
段
被
申
、

玄
喚
江

被
出
、
次
左
衛
門
江

被
申
、
金
子
百
五
十
疋
懐
中
金

之
内
被
出
、
次
左
衛
門
江

見
届
候
様
差
出
さ
れ
、
直
ニ

芸

者
江

座
之
間
ニ
而
我
等
両
人
よ
り
遣
段
被
申
、
ま
こ
と
に
不

快
の
事
ニ
而
候
、
左
候
而

夜
■
九
ツ
後
帰
り
候
、
供
次
左
衛

門
・
藤
九
郎
・
助
太
郎
、
歩
行
清
右
衛
門

五
月
廿
二
日

「（
天
部
書
込
）

一
肴
一
台
先
達
而

着
古
次
左
衛
門
初
而

拝
領
ノ
御
礼
進
上
ニ

付
、
羹
に
調
披
き
致
也
、
但

平
佐
参
後
の
事
也
」

一
書
物
借
入
、
且
書
物
注
文
等
ニ

付
、
新
納
四
郎
左
衛
門
殿
被

参
候
様
申
遣
、
大
鐘
時
分
よ
り
大
観
亭
江

被
参
、
吸
物
等
一

通
大
丸
盆
す
へ
て
の
せ
付
、
吟
間
ノ
微
酌
ニ
而
緩
々
咄
有
之
、

伴
兵
衛
ニ

モ
参
り
、
暮
方
よ
り
お
は
る
と
の
・
宗
八
郎
殿
被

参
、
夜
ニ

入
、
四
ツ
後
退
出
也
、
但

書
物
ハ（

マ
マ
）

一
今
日
箭
七
郎
殿
馬
の
り
と
し
て
被
参
候
ニ

付
、
昨
日
の
返
金

百
五
十
疋
、
村
田
八
郎
方
ヨ
リ
か
へ
す
也

一
肴
代
金
三
百
疋

右
者

能
勢
武
右
衛
門
殿
江

き（
雉
）し

の
絵
頼
置
候
処
、
書
調
ニ

及
、

右
通
挨
拶
と
し
て
便
を
以
遣
置
候

五
月
廿
三
日
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一
作
太
夫
殿
■
役
所
江

被
参
、
先
達
而

砂
糖
一
件
ニ

付
、
御
と

の
様
よ
り
両
種
御
遣
、
右
御
礼

一
肴
一
台

右
宮
内
清
之
進
殿
江

講
儀
相
頼
入
ニ

及
、
便
を
以
遣
候
也
、

但

式
日
ハ
四
ノ
日

一
弓
式
日
ニ

付
、
東
郷
源
四
郎
殿
其
外
七
人
射
術
、
酒
事
等
例

之
通
也

一
今
七
ツ
後
、
交
代
と
し
て
陸
海
よ
り
追
々
参
着
、
龍
岡
五
平

太
・
堤
佐
角
・
志
々
目
弥
東
次
・
深
川
藤
一
郎
・
河
野
孫
八

郎
・
大
河
原
孫
四
郎
・
石
坂
唯
一
郎
・
宗
可
悦

一
宗
八
郎
殿
方
、
財
部
儀
兵
衛
・
津
留
良
助
・
河
合
一
藤
太
・

浜
田
五
藤
次

一
納
所
浜
田
三
左
衛
門

五
月
廿
四
日

一
村
田
八
郎
・
新
穂
孫
作
よ
り
書
付
一
通
出
ス
也

一
次
左
衛
門
一
例
軍
兵
物
一
例
納
所
候
而

帰
帆

同
月
廿
五
日

一
海
南
葛
壱
反
、
黒
木
円
蔵
江

拝
領
也

同
月
廿
六
日

一
山
田
氏
講
儀
也
、
北
郷
伴
兵
衛
・
龍
岡
一
郎
、
其
外
例
之

人
々
也

一
西
田
弥
四
郎
殿
江

学
文
入
門
、
い
ヶ
倉
才
七
・
荒
川
禎
助
・

祢
占
清
之
進
、
右
之
書
付
、
例
之
通
両
種
被
成
下
候

一
昨
廿
五
日
の
事
、
先
達
而

都
城
江

引
廻
し
之
高
座
敷
、
北
郷

市
郎
左
衛
門
江

乗
掛
申
付
■

乗
方
有
之

■
■
■
、
左
■
候
処
、
此
馬

先
々
御
用
之
儀
無
覚
束
候
ニ■
付
、
御
兵
馬
ニ
而
も
御
掛
馬
た

る
も
被
仰
付
、
宜
者
有
之
間
敷
哉
、
別
当
役
に
も
吟
味
の
よ

し
、
五
平
太
承
り
形
行
申
候

一
右
ニ

付
、
立
馬
江

召
下
ケ
、
北
郷
吉
兵
衛
方
江

乗
掛
申
付
、

だ
く
野
足
遠
足
為
仕
込
致
候
様
申
付
候

五
月
廿
七
日

一
今
四
ツ
後
よ
り
谷
山
の
前
辺
江

宗
八
郎
殿
同
船
ニ
而
魚
釣
遊

参
、
小
鯛
・
あ
か
な
等
二
十
計
、
供
五
平
太
・
弥
東
次
・
儀

兵
衛
・
五
藤
次
・
小
者
善
兵
衛
、
大
鐘
後
着
船
、
於
治
と
の

浜
次
所
江

待
受
ニ

（
マ
マ
）而

に
而

候

五
月
廿
八
日

一
林
健
左
衛
門
白
煙
硝
焚
一
件
ニ

付
、
出
府
ニ

付
御
伝
言
有
り

一
扇
子
箱　
　
　
　

北
郷
亮
輔

一
茶
碗
盃
三
重
一
箱

一
函
半
切
一
箱
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右
者

旁
・（

マ
マ
）・

下
着
ニ

付
土
産

一
扇
子
一
箱　
　
　

北
郷
清
五
郎

一
下
緒
一
箱

右
前
同

一
茶
二
壺　
　
　
　
　

右
者

両
人
江

・（
マ
マ
）・

持
永
仁
三

右
ニ

付
、
百
田
紙
二
束
挨
拶
也

一
四
書
二
部　

申
請
の
内

　

右
者

都
城
江

遣
候
小
姓
共
預
り
ニ
而
・

（
マ
マ
）、

読
且
控
本
用
と
し

て
肥
田
藤
九
郎
方
江

志
々
目
弥
東
次
よ
り
遣
し
置
也

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
原
八
郎
右
衛
門

右
者

先
達
而

よ
り
馬
術
稽
古
と
し
て
、
川
上
箭
七
郎
殿
方
江

相
付
稽
古
致
候
ニ

付
、
北
郷
良
四
郎
殿
へ
存
寄
申
ニ

ハ
、
八

郎
右
衛
門
事
、
稽
古
ニ

参
り
、
稽
古
の
事
ニ

ハ
候
へ
と
も
、

し
ば
ら
く
の
事
ニ

て
ハ
稽
古
も
思
の
ま
ゝ
致
難
く
存
候
ニ

付

■
、
三
ヶ
年
程
も
ひ
た
と
稽
古
ニ
而
も
宜
敷
ハ
有
之
間
敷
哉
、

存
寄
申
候
処
、
罷
帰
り
候
上
、
何
分
御
伺
の
上
申
上
候
と
の

事
候
処
、
今
日
左
之
通
申
来
候

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
原
八
郎
右
衛
門

右
者

御
馬
責
稽
古
被
仰
付
旨
被　

仰
出
候
条
申
渡
、
御
請
之

由
可
被
申
出
候
、
此
段
可
承
向
江

も
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
郷
四
郎
右
衛
門

　
　
　

卯

三
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
山
隆
左
衛
門

一
御
心
附
米
壱
石　

大
河
原
八
郎
右
衛
門

　

右
者

御
馬
責
稽
古
被
仰
付
候
付
、
被
附
御
気
、
当
年
よ
り
巳

年
迄
三
ヶ
年
右
通
可
被
成
下
旨
被　

仰
付
候
条
、
此
段
申
渡
、

御
礼
可
被
申
出
、
尤
可
承
向
江

可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
郷
四
郎
右
衛
門

　
　
　

卯

三
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
山
隆
左
衛
門

　

右
之
通
今
日
別
紙
差
越
候
ニ

付
、
子
細
相
承
候
也

一
加
・

（
マ
マ
）勘

左
衛
門
事
、
柏
原
氏
江

小
ハ
ヤ
フ
サ

 

集
（
隼
） 

■も

ら
ひ
の
儀
、
先
比

申
入
置
候
処
、
今
日
請
取
罷
帰
り
候
、
尤
先
日
よ
り
も
ら
ひ

方
相
済
候
ニ

付
、
山
神
祭
り
と
し
て
柏
原
氏
江

東
道
盆
、
酒
、

金
子
百
疋
持
参
也

五
月
廿
九
日

一
土
持
助
十
郎
取
次
詰
出
府
也

一
本
同
正
葉
深
緑

同
折
葉
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一
晩
景
よ
り
東
郷
左
太
夫
殿
・
岸
良
清
右
衛
門
殿
・
平
山
喜
八

郎
殿
、
夜
咄
と
し
て
大
観
亭
江

被
参
、
酒
肴
等
上
り
、
半
よ

り
於
治
と
の
・
宗
八
郎
ニ

も
被
出
、
緩
々
咄
等
有
之
、
四
ツ

後
退
出
、
尤
伴
兵
衛
・
健
左
衛
門
・
八
郎
被
召
呼
候

　
　
　
　

五
月
晦
日

一
龍
岡
一
郎
帰
帆
也

一
新
納
四
郎
右
衛
門
殿
、
役
文
書
物
し
ら
へ
方
と
し
て
被
参
候

一
小
杉
丹
兵
衛
事
、
御
用
の
儀
ニ

付
、
昨
夜
着
府
、
今
朝
伺
候

　
　
　

六
月
二
日

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
郷
亮
輔

　

右
ハ
去
ル
・

（
マ
マ
）日

、
番
頭
役
加
役
御
記
録
奉
行
被
仰
付
、
御
礼

書
状
ヲ
以
申
也

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
助
太
郎

　

右
者

去
ル
此
方
小
納
戸
被
仰
付
ニ

付
、
御
礼
書
状
ニ
而
候
事

　
　
　

六
月
三
日

一
弓
式
日
ニ

付
、
東
郷
左
太
夫
殿
・
神
宮
司
為
右
衛
門
殿
・
種

子
嶋
休
蔵
・
三
原
諸
右
衛
門
・
千
田
喜
兵
衛
殿
・
平
山
喜
八

郎
殿
・
有
馬
新
七
殿
被
参
、
例
之
通
ニ
而
候

　
　
　

六
月
四
日

一
今
日
よ
り
宮
内
清
之
進
殿
被
参
、
元
明
史
略
講
儀
相
初
る
也
、

助
十
郎
ニ
而
拝
聞
也

一
七
ツ
後
よ
り
東
郷
家
江

射
稽
古
と
し
て
参
る
也
、
供
五
平

太
・
弥
東
次
・
孫
八
郎
・
歩
行
藤
兵
衛

六
月
五
日

一
高
時
肴

右
者

北
郷
吉
兵
衛
方
江

乗
掛
申
付
候
ニ

付
、
書
状
を
以
御
礼

六
月
六
日

一
山
田
十
介
殿
、
不
状
ニ

付
式
日
断
也

一
村
田
八
郎
事
、
母
大
病
ニ

付
、
早
速
よ
り
十
日
之
暇
申

一
右
ニ

付
、
跡
聞
満
木
次
兵
衛
江

申
付

　
　
　

六
月
七
日

一
今
朝
六
時
よ
り
於
書
院
庭
柔
術
現
致
候
人
々
ハ
、
伊
黒
彦

次
・
永
野
甚
兵
衛
・
柊
田
孫
太
郎
、
右
席
ニ

足
軽
岩
満
与

三
八
・
■
木
幡
嘉
兵
衛
、
中
間
大
谷
才
蔵
、
小
者
遠
矢
蔵
左

衛
門
・
山
路
休
右
衛
門
・
高
野
十
助
、
門
番
薗
田
新
之
丞
儀

も
相
現
れ
、
与
三
八
以
下
之
面
々
江

志
ふ
し
布
一
反
ツ
ヽ
内

輪〻
よ

は

り
取
入
、
稽
衣
裳
と
し
て
被
成
呉
候
、
尤
伴
兵
衛
・
助

十
郎
・
健
左
衛
門
ニ

も
拝
見
也

一
七
ツ
後
よ
り
館
内
六
月
堂
ニ

付
、
通
り
見
物
と
し
て
役
所
宿

二
階
江

拙〻
者〻
我
等
両
人
・
宗
八
郎
殿
参
り
、
哲
五
郎
様
・
於
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尋
と
の
に
も
御
出
、
良
四
郎
ニ

モ
罷
出
、
酒
事
例
之
通
也

　
　
　

六
月
八
日

一
今
七
ツ
時
よ
り
我
等
両
人
・
宗
八
郎
殿
、
宮
之
城
江

緩
々
咄

と
し
て
初
而

参
り
、
奥
江

通
候
故
、
初
而

対
顔
之
御
方
も
有

之
筈
ニ

付
、
贈
肴
左
之
通
、
左
候
而

四
ツ
後
帰
也

一
肴
一
台

一
樽
一
荷

　

右
い
つ
れ
も
様
江　
　
　

三
人
分

一
手
助
一
掛

一
矢
之
ね　

六
手

　

 
 　　  

但
う
す
や
ふ
ひ
ら
き

　

右
図
書
様
江　
　
　
　
　

我
よ
り

一
白
晒
一
疋

　

右
御
同
人
江　
　
　
　
　

於
治
と
の
よ
り

一
白
晒
一
疋

　

右
松
仙
院
様
江　
　
　
　

我
等
両
人
よ
り

一
白
晒
一
疋

一
前
当
一
ツ

　

右
於
静シ

ヅ

様
江　
　
　
　
　

両
人
よ
り

一
前
当
一
ツ
　ヽ

一
け
せ
ふ
箱
一
ツ
ヽ

一
人
形
一
ツ
　ヽ

一
遊
ひ
小
箱
一
ツ
　ヽ

一
細
工
物
一
ツ
ヽ

　

右　

於
森
様
・
於
常
様
江　

両
人
よ
り
右
之
通
、
久
木
田
矢

兵
衛
使
也

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭

　

右
者

大
病
差
発
、
今
暁
帰
帆
い
た
し
候
也

一
右
ニ

付
青
銅
五
百
疋
、
奥
よ
り
二
百
疋
被
成
下
、
船
幷
ニ
か

ご
夫
迄
も

　
　
　

六
月
九
日

一
村
田
八
郎
忌
中
ニ

付
、
出
府
迄
の
間
、
有
田
甚
右
衛
門
江

寄

勤
被
仰
付
段
問
合
也

一
新
納
四
郎
右
衛
門
殿
・
木
脇
藤
淵
殿
、
大
観
亭
江

馬
手
指
一

件
ニ

付
召
呼
、
酒
肴
一
通
り
、
半
よ
り
於
治
と
の
・
宗
八
郎

ニ

モ
参
、
尤
伴
兵
衛
ニ

も
召
呼
也

　
　
　

六
月
十
日

一
有
田
甚
右
衛
門
、
取
次
番
寄
勤
と
し
て
今
朝
出
府
ニ

付
伺
也

　
　
　

口
上
覚

一
御
肴
一
折　

一
御
酒
一
樽

右
者

近
比
軽
微
之
到
奉
存
候
得
共
、
御
機
嫌
御
窺
奉
申

上
度
、
精
進
御
内
々
進
上
之
仕
度
宜
御
披
露
可
被
下
候
、

以
上
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三
原
藤
五
郎

　
　
　

六
月
十
日

　
　
　

御
近
習
役
様

一
御
肴
一
台　

一
酒
一
樽

　

右
者

深
川
藤
一
郎
御
礼
進
上
也

　
　
　

六
月
十
一
日

一
八
ツ
時
よ
り
三
原
藤
五
郎
殿
・
東
郷
左
太
夫
殿
・
岸
良
清
右

衛
門
殿
・
久
保
八
郎
殿
被〻
参〻
大
観
亭
江

被
参
、
直
ニ

素
麺
・

あ
ハ
も
り
出
、
夫
よ
り
吸
物
平
迄
二
ツ
、
其
外
品
々
か
ろ
く

出
、
哲
五
郎
様
ニ

モ
亭
主
振
と
し
て
御
出
、
半
よ
り
於
治
と

の
・
宗
八
郎
殿
被
参
、
夜
五
ツ
後
罷
出
、
伴
兵
も
参
也
、
岸

良
猪
右
衛
門
ニ

モ
罷
居
候
得
と
も
足
い
た
め
ニ

付
、
半
よ
り

酒
出
也

一
そ
ふ
め
ん
一
折

一
と
を
ろ
ふ
二
ツ

　

右
者

北
郷
万
太
夫
殿
よ
り
着
申
尋
と
し
て

　
　
　

六
月
十
二
日

　
　
　

六
月
十
三
日

一
今
朝
五
ツ
時
よ
り
日
置
へ
対
客
、
宮
之
城
ニ

モ
御
出
也

一
八
ツ
後
よ
り
左
太
夫
殿
式
日
ニ

付
被
参
、
巻
藁
初
り
、
宗
八

郎
殿
ニ

も
今
日
よ
り
初
而

運
十
郎
弓
指
南
ニ
而
候
、
右
相
済
、

遠
間
稽
古
相
済
、
三
ツ
的
・
金
的
、
右
相
済
、
一
通
酒
肴
、

人
数
ハ
十
人
余
也

六
月
十
二
日
の
事

一
八
ツ
後
よ
り
山
田
十
介
殿
・
宮
内
清
之
進
殿
・
有
川
庄
太
郎

殿
・
久
保
田
新
次
郎
殿
・
田
中
直
之
進
殿
、
大
境
方
江

被
参
、

尤
宗
八
郎
近
々
鷺
よ
り
前
ニ

付
、
其
心
得
を
以
相
招
き
、
吸

物
一
品
・
硯
ふ
た
壱
面
・
丼
二
ツ
・
小
丼
三
ツ
・
さ
し
身
、

夜
五
ツ
前
退
出

一
青
三
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳

庭

　

右
者

大
病
ニ

付
暇
罷
帰
候
趣
、
養
生
不
相
叶
相
果
候
段
聞
及
、

右
通

一
御
と
の
様
、
お
か
ゝ
様
よ
り
も
青
銅
千
疋

一
御
ば
ゝ
様
よ
り
青
銅
二
百
疋

　

右
之
通
問
合
ニ

及
候
事

同
十
四
日

一
山
田
十
介
殿
、
一
昨
日
ノ
御
礼
、
左
候
而

病
後
、
未
不
気
分

ニ

付
、
当
日
中
式
日
断
也

一
西
瓜
二
ツ

　

右
新
納
家
お
ゑ
つ
と
の
よ
り
着
申
品
と
し
て
何
れ
も
江
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一
若
狭
様
、
時
日
御
用
触
御
承
知
ニ

付
、
名
代
御
頼
ニ

付
御
受

申
上
候六

月
十
五
日

一
四
ツ
時
御
城
登
御
祝
儀
相
済
、
若
狭
様
御
用
名
代
承
知
い
た

し
候
ニ

付
、
下
り
折
、
花
岡
へ
御
書
付
持
参

但

御
書
付
御
読
後
帰
御
、
石

（
島
津
久
静
）

見
殿
、
尤
御
書
付
ハ
宜
敷
御
養

子
御
願
之
通
御
免
候
趣
也

一
肴
一
台

　

右
ハ
花
岡
よ
り
御
名
代
頼
之
御
挨
拶
也

但

御
近
習
役
使
也

一
今
朝
五
ツ
前
よ
り
重
冨
・
新
納
家
ぎ
を
ん
通
り
見
物
と
し
て
、

も
の
ミ
江

お
い
て
酒
肴
上
り
、
晩
景
前
立
な
り
、
尤
新
納
家

ハ
通
り
相
済
、
直
ニ

被
立
候
由

一
花
岡
よ
り
御
養
子
な
り
御
免
の
御
吹
聴
相
成
也

一
両
種
花
岡
江

よ
ろ
こ
ひ
と
し
て
、
い
つ
れ
も
よ
り

　
　
　

六
月
十
七
日

 

金
蔵
事

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
原
五
藤
太

 

藤
五
郎
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
田
善
十
郎

　

右
者

十
五
日
御
目
見
、
又
ハ
継
目
之
御
礼
等
有
之
候
段
問
合

也

　
　
　

六
月
十
八
日

一
八
ツ
時
分
よ
り
洲
崎
江

鉄
炮
為
稽
古
参
り
、
郷
原
転
殿
父
子
、

其
外
五
、
六
人
側
よ
り
弥
東
次
・
伊
十
郎
・
藤
一
郎
、
相
手

筒
数
十
四
、
半
よ
り
雨
ふ
り
出
し
取
止
メ
、
尤
五
平
太
ニ

モ

供
ニ
而
候

但

入
門
後
初
而

ノ
稽
古
候
ニ

付
、
場
所
借
切
ニ
而

稽
古
ニ

而
候

一
館
内
六
月
堂
ニ

付
、
通
り
見
物
と
し
て
役
所
宿
二
階
江

東
郷

左
太
夫
殿
・
久
保
八
郎
殿
被
参
、
於
治
と
の
ニ

も
被
出
、
見

物
ニ
而
酒
事
例
之
通
、
拙
者
ニ

も
半
よ
り
参
り
候
、
尤
伴
兵

衛
ニ

も
ま
い
る
也

　
　
　

同
月
十
九
日

一
大
河
原
孫
四
郎
・
津
留
良
助
事
、
郷
原
家
江

門
入
前
以
願
出
、

今
日
誓
詞
有
之
筈
ニ

付
、
両
種
両
人
江

拝
領
也

　
　
　

六
月
廿
日

一
前
之
炮
台
ニ

お
い
て
大的

打
試
数
十
発

炮
打
有
之
、
為
拝
見
朝
六
ツ
後
よ
り

ま
い
り
、
五
ツ
後
帰
也

但

御
家
老
広
間
の
そ（

所
作
）さ

有
之
候
故
、
其
後
そ
の
方
へ
ひ
か

へ
拝
見
也　

但

袴
ニ
而

一
北
郷
平
太
左
衛
門
御
用
の
儀
ニ

付
出
府
、
龍
岡
新
右
衛
門
交
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代
と
し
て
同
断
ニ

付
伺
有
之
候

一
袋
物
一
ツ
・
塩
完
一
体
、
我
等
両
人
、
宗
八
郎
殿
江

土
産
と

し
て
差
上
也

一
晩
景
よ
り
仲
兵
衛
・
新
右
衛
門
、
奥
江

召
呼
、
酒
肴
両
三
品

ニ
而
咄
し
有
之
候

　
　
　

但

平
左
衛
門
殿
御
用
の
事
ニ

付
、
断

一
た
こ
一
体

右
者

先
日
側
之
衆
江

着
古
る
ニ

付
、
御
礼
と
し
て
進
上
也

六
月
廿
二
日

一
両
種
、
徳
之
丞
殿
生
日
ニ

付
、
両
人
、
宗
八
郎
殿
江

奥
ニ
而

披
ら
き
也

　
　
　

六
月
廿
三
日

一
四
ツ
後
よ
り
馬
ニ
而
大

（
鹿
児
島
…
松
原
神
社
）

中
様
江

参
詣
、
御
初
穂
料
銀
子
二
両

進
納
、
供
五
平
太
・
弥
東
次
・
藤
一
郎
、
指
宿
清
右
衛
門

但

此
前
よ
り
進
納
ハ
無
之
候
へ
と
も
、
吟
味
ニ

及
白
銀

二
両
、
於
治
と
の
よ
り
白
銀
一
両
ぎ
ん
ミ
也

一
於
治
と
の
ニ

も
七
ツ
後
よ
り
参
詣
、
白
銀
一
両
進
納
也

一
八
ツ
後
式
日
ニ

付
、
左
太
夫
殿
外
三
人
、
例
之
通
酒
飯
出
る
、

種
子
嶋
休
蔵
ニ

ハ
字
書
三
百
枚
有
之
候

　
　
　

六
月
廿
四
日

一
宮
内
清
之
進
殿
講
儀
有
之
候
也

　
　
　

六
月
廿
五
日

一
酒
一
樽
但

キ　

宇
素
起
一
重 

池
田
猪
三
太
よ
り
貰
候

一
七
ツ
半
過
よ
り
猪
三
太
奥
江

咄
と
し
て
参
、
吸
物
一
ツ
・
平

一
ツ
・
硯
ふ
た
一
面
、
其
外
種
々
か
ろ
く
出
る
、
五
ツ
後
退

出
、
平
太
左
衛
門
ニ

モ
御
用
ニ

付
出
府
罷
在
候
ニ

付
、
召
呼

候
一
酒
う
な
き
貰
候
儀
、
あ
ま
り
入
念
候
儀
と
佐
角
江

咄
し

い
た
し
候
処
、
先
刻
平
太
左
衛
門
旅
宿
江

参
り
候
処
、
池

田
金
子
拝
借
の
内
願
有
之
段
咄
シ
候
由
、
右
ニ

付
今
日
之

進
上
如
斯
候
半
と
申
候
、
〇
今
日
、
池
田
金
子
拝
借
の
内

願
有
之
候
ニ

付
、
右
通
進
上
ニ
而
ハ
有
之
間
敷
哉
ト
、
其

処
ニ

気
を
付
申
上
る
こ
そ
、
役
人
の
勤
場
の
事
ト
存
候
へ

と
も
不
申
上
、
只
其
ま
ヽ
そ
ん
し
な
か
ら
さ
し
置
候
儀
ハ

合
点
せ
ぬ
事
ゆ
へ
、
笑
な
か
ら
留
置
也

一
平
太
左
衛
門
・
伴
兵
衛
、
明
日
出
帆
ニ

付
伺
ニ

及
候

　
　
　

六
月
廿
六
日

一
宗
八
郎
殿
、
今
九
ツ
時
出
帆
ニ

付
、
例
之
通
立
場
の
酒
事
有

之
也

一
七
ツ
後
よ
り
い
そ
前
江

舟
ニ

て
釣
に
参
る
、
供
五
平
太
・
孫

但

金
一
片
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八
郎
・
藤
一
郎
・
仲
蔵
、
獲
少
々

一
両
種　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
善
兵
衛

　

右
者

小
者
よ
り
手
足
軽
ニ
而
永
々
召
仕
、
此
節
八
朔
よ
り
地

物
役
江

被
仰
付
、
旁
御
礼
と
し
て
進
上
ニ

付
、
於
近
習
所
披

き
有
也

一
青
銅
千
疋

一
冬
繻
地
一
反　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
善
兵
衛

　

右
者

二
十
二
ヶ
年
程
実
儀
ニ

首
尾
能
相
勤
、
其
上
及
御
礼
進

上
、
右
之
通
気
ニ

付
拝
領

　
　
　

六
月
廿
七
日

一
下
総
様
御
事
、
今
日
大
口
地
頭
職
被　

仰
渡
候
、
依
之
御
祝

被
成
度
御
座
候
間
、
何
れ
も
罷
出
候
様
承
知
候
得
と
も
、
無

拠
儀
申
上
、
御
断
り
、
但

山
川
辺
惣
頭
取
ハ
今
日
御
免
也

一
右
ニ

付
、
い
つ
れ
も
よ
り
両
種
上
ヶ
置
候

一
図

（
宮
之
城
・
島
津
久
治
）

書
様
、
今
日
山
川
・
頴
娃
・
指
宿
表
海
岸
防
禦
惣
頭
取
被

仰
付
候
段
、
御
吹
聴
ニ

及
候
、
但

御
勉
年
府
、
内
記
江

諸
差

引
致
候
様
御
承
知
ノ
ヨ
し

廿
八
日
昼

一
野
崎
良
蔵
去
ル
・（

マ
マ
）・

御
小
納
戸
被
仰
付
候
ニ

付
、
以
書
状
御

礼

一
此
節
交
代
詰
、
田
原
泰
助
病
気
、
満
木
次
左
衛
門
差
当
り
且

一
詰
越
ニ

付
、
青
銅
三
百
疋
助
太
郎
、
五金

蔵
事藤

太
一
詰
越
ニ

付

二
百
疋
ツ
ヽ
、
佐
藤
直
作
江〻

交
代
承
知
之
処
、
病
ニ

付
断
、

次
順
青
柴
左
右
江

申
付
候
処
病
、
其
上
親
病
ニ

付
断
、
次
順

満
木
正
蔵
江

申
付
、
受
合
也

　
　
　
　

六
月
廿
八
日

一
満
木
次
右
衛
門
・
大
館
四
郎
・
藤
井
助
太
郎
・
岸
良
栄
助
・

古
垣
源
十
郎
・
上
原
五
藤
次
・
満
木
正
蔵
・
山
内
俊
悦
、
納

殿
坂
元
利
左
衛
門
交
代
と
し
て
今
朝
着
岸
ニ

付
、
伺
有
之
候

一
今
四
ツ
時
よ
り
登
城
、
下
り
掛
日
置
大
口
地
頭
御
祝
儀
、
市

成　
　
　
　

参
也
、
供
五
平
太
・
弥
東
次
・
孫
八
郎

一
五
平
太
・
佐
角
・
弥
東
次
・
孫
八
郎
・
藤
十
郎
・
孫
四
郎
・

唯
一
郎
・
可
悦
・
三
左
衛
門
、
今
日
帰
帆
ニ

付
伺
い
也

一
旅
御
家
老
石
見
殿
上
り
ニ

付
、
跡
頼
ノ
儀
、
人
柄
思
召
ハ
有

之
間
敷
哉
、
岸
良
猪
右
衛
門
よ
り
申
入
候
処
、
何
ぞ
存
寄
も

無
之
候
へ
と
の
駿

（
重
富

河島
津
忠
公
）

殿
ニ
而
も
宜
敷
ハ
有
之
間
敷
哉
と
の
咄

し
の
段
、
猪
右
衛
門
よ
り
承
り
、
此
儀
も
都
城
江

申
上
越
儀

候
へ
共
、
日
合
無
之
候
ニ

付
相
き
わ
め
候
へ
ハ
、
申
入
段
申

候
ニ

付
、
何
ぞ
存
寄
も
無
之
、
其
■通

り■
ニ

申
入
候
様
申
達
■

■
候
也

来
月
朔
登
り

御
暇
ニ

て
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右
ニ

付
、
弥
其
通
頼
入
相
成
候
ハ
ヽ
石
見
殿
よ
り
も
駿
河
殿

方
江

御
逢
之
筈
の
よ
し

一
扇
子
箱
一
ツ

一
猪
口
一
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤
源
造

　
　
　
　

但

二
重

　

右
先
達
而

江
戸
下
着
い
た
し
居
内
用
ニ

付
、
今
朝
参
着
土
産

也
、
右
ニ

付
挨
拶
且
祝
ひ
の
心
入
を
以
て
白
銀
二
両
遣
候

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん

一　

於
治
と
の
方

一 

看
所

柳

　

右
者

加
勢
と
し
て
上
り
、
今
朝
着
府

　
　
　

六
月
廿
九
日

一
備
す
る
名
ハ
高
輪
の
軍
船
、
き
ゝ
し
に
ま
さ
る
作
と
そ
見
る

　

右
者

先
達
水
府
公
昇
平
丸
御
覧
之
折
、
御
感
心
之
由
ニ
而
奥

紙
江

御
認
、
忠
兵
衛
殿
江

被
下
候
由

一
昨
日
着
座
の
女
中
共
よ
り
両
種
進
上

　

右
ニ

付
青
銅
百
疋
ツ
ヽ
成
呉
候

一
暮
過
よ
り
作
左
衛
門
殿
・
清
右
衛
門
殿
、
夜
咄
と
し
て
入
来
、

於
奥
宿
吸
物
・
酒
例
之
通
上
ル

一
植
内
匠
殿
御
養
子
、
日
置
御
二
男
小
吉
郎
殿
、
御
内
約
相
済
、

右
ニ

付
此
方
江

も
断
、
御
相
談
之
賦
候
処
、
御
急
き
之
儀
ニ

而
其
儀
相
不
行
届
御
内
約
ニ

及
、
右
之
趣
宜
申
上
候
様
、
下

総
様
よ
り
作
太
夫
殿
江

御
沙
汰
ノ
段
、
満
木
次
兵
衛
申
出
ル

　
　
　

七
月
朔
日

一
八
ツ
後
よ
り
重
尚
■
忌
日
ニ

付
、
東
郷
家
江

弓
術
と
し
て
平

服
ニ

付
、
馬
よ
り
参
り
候

一
右
ニ

付
花
碗
数
平
一
重
、
茶
一
重
持
参

　
　
　

同
月
二
日

一
四
ツ
打
切
よ
り
射
納
稽
古
式
日
ニ

付
、
出
参

　
　
　

同
月
三
日

一
四
ツ
時
一
刻
与
頭
衆
此
方
書
院
借
座

　

但

御
軍
役
ニ

付
御
達
し
相
成
儀
有
之
、
与
頭
ハ
末
川
久
馬

殿
・
高
橋
縫
殿
殿
・
町
田
重
高
殿
也

一
弓
式
日
ニ

付
東
郷
家
其
外
八
人
参
也

一
金
子
一
両
弐
部　
　
　
　
　
　
　
　

有
田
新
碩
也

　

右
御

軍軍〻
役
方
被
仰
付
、
右
ニ

付
ね
た
り
有
之
、
右
通
遣
候
段
、

役
所
よ
り
申
、
尤
外

七七〻
家
同
断
ニ

付
同
様
■
の
由
也

　
　
　

七
月
四
日

一
式
日
ニ

付
清
之
進
殿
講
儀
、
側
之
面
々
拝
聞

　
　
　

七
月
五
日

木
幡
鷺
正
院

二
女
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一
草
り
取
壱
人

　

右
者

登
・

（
マ
マ
）城

ノ
節
、
近
習
役
且
刀
番
と
し
て
罷
上
り
候
節
、

以
来
手
当
相
成
候
様
申
出
、
其
通
り
新
右
衛
門
よ
り
申
渡
へ

く
候

一
四
ツ
時
よ
り
大
観
亭
江

、
東
郷
四
郎
太
殿
、
数
矢
弓
削
方
と

し
て
参
ら
れ
、
そ
ば
切
・
西
瓜
抔
出
る

　
　

但

先
日
東
郷
家
よ
り
二
張
も
ら
ひ
候

一
大
鐘
過
よ
り
東
郷
作
太
夫
殿
・
同
源
四
郎
殿
・
田
中
源
兵

衛
・
平
山
喜
八
郎
殿
被
参
、
酒
肴
・
西
瓜
抔
出
、
半
よ
り
哲

五
郎
様
御
出
也

　
　
　

七
月
六
日

一
山
田
十
介
殿
、
式
日
候
得
共
故
障
ニ

付
断
也

　
　
　

七
月
七
日

一
夕
方
よ
り
節
句
祝
ひ
と
し
て
、
新
右
衛
門
留
主
居
物
奉
行
ハ

断
也
、
例
之
役
々
相
呼
候

　
　
　

七
月
九
日

一
龍
岡
左
八
郎
取
次
詰
と
し
て
交
代
、
今
朝
参
拝
申

一
か
ら
い
も
一
盆
、
左
八
郎
よ
り
土
産
と
し
て

　
　
　

覚

一
人
数
三
十
一
人
高
木
、
同
五
十
弐
人
郡
元
、
同
拾
三
人
早
水
、

六
十
二
人
中
尾
、
五
十
五
人
梅
北
、
四
十
四
人
鷹
尻尾

カ

・
川

東
、
二
十
人
弓
場
田
口
、
弐
十
六
人
上
長
飯
、
二
十
一
人
寺

柱
、
六
十
三
人
大
岩
田
口
、
二
十
五
人
北
田
部
、
五
十
一
人

金
田
、
八
十
五
人
山
田
、
四
拾
六
人
南
前
川
内
、
七
十
一
人

梶
山
、
五
十
六
人
安
久
、
十
九
人
下
長
飯
、
七
十
七
人
北
前

川
内
、
五
十
九
人
西
嶽
、
弐
十
八
人
中
霧
嶋
、
九
十
一
人
志

和
地
、
五
十
人
野
々
美
谷

　
　
　

惣
合
千
六
十
七
人

　

右
蓑
原
調
練
炮
場
築
立
方
罷
出
候
人
数
、
尤
諸
役
目
ハ
迦
ス

　
　
　
　

■

右
ハ
、
七
月
二
日
炮
場
築
方
ニ

付
、
加
勢
立
方
之
半
日
ば
か

り
ニ

し
て
成
就
有
之
候
由

　
　
　
　
　

覚

　

毎
月
五
日

但

一
番
与
・
二
番
与
、
四
ツ
時
蓑
原
着
到
ニ
而
、
組
々

稽
古
之
上
、
両
与
相
合
調
練
、
其
上
現
玉
打
稽
古

　
　
　
　
　
　

但

大
砲
迄
も
調
練

　

毎
月
廿
五
日

　
　
　

但

三
番
与
・
四
番
与
前
同
断

　

毎
月
十
一
日
よ
り
十
九
日
迄
式
朝
是
迄
ノ
通
り
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但

惣
人
数
大
砲
迄
稽
古

　

毎
年
春
秋
両
度

　
　
　

但

当
所
四
与
幷

口
外
城
六
与
、
都
合
十
組
二
十
手
調
練

　

毎
年
十
一
月
中

右
御
軍
役
方
惣
請
込
、
口
外
城
廻
勤
ニ
而
調
練
幷

武
芸

見
分

　

右
之
通
御
軍
役
調
練
被
召
定
置
、
来
月
よ
り
以
来
前
条
之
通

被
仰
付
候
侭
被
仰
出
条
、
各
被
得
其
意
、
与
下
之
面
々
不
洩

様
可
被
申
渡
候

　
　
　

但

直
触
之
儀
者

其
与
之
式
日
可
被
罷
出
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

　
　
　

卯
七六〻

月
晦晦〻

日

　
　
　
　

与
頭

　
　
　
　
　

直
触

一〻　
　

七
月
十
二
日

一
弓
之
事
式
日
出
ル

一
明
日
者

弓
式
日
盆
前
ニ

付
、
今
日
八
ツ
後
よ
り
東
郷
家
外
四

人
酒
等
仰
之
通
り

　
　
　

七
月
十
四
日

一
肝
付
左
門
殿
御
三
弟
尚
五
郎
殿
事
、
小
松
相
馬
殿
養
子
御
内

約
の
段
、
喜
入
よ
り
御
し
ら
せ

但

小
松
家
、
於
琉
球
六
月
十
八
日
御
不
気
、
去
ル
五
日

夜
、
御
果
の
よ
し

　
　
　

七
月
十
五
日

一
今
八
ツ
後
よ
り
前
後
、
三
船
の
辺
江

い
か
引
と
し
て
参
る
、

七
ツ
の
猟
、
供
四
郎
・
助
太
郎
・
五
藤
太
・
仲
蔵
也

一
昨
日
・
今
日
、　

於
治
と
の
事
盆
ニ

付
、
重
冨
江

今
日
八
・

（
マ
マ
）

ツ
時
よ
り
被
参
、
晩
景
相
成
候
処
、
御
生
身
だ
ま
御
祝
前
上

り
筈
ノ
由
ニ

付
、
重
ノ
内
さ
し
ミ
、
取
肴
二
重
、
酒
一
・

（
マ
マ
）あ

と
よ
り
も
た
せ
遣
也

　
　
　

七
月
十
六
日

一
善
吉
・
栄
輔
・
源
十
郎
・
正
蔵
、
但

ひ
と
へ
、
俊
悦
、
か
た

び
ら
、
帯
一
振
添
、
長
峯
仲
蔵
江

か
た
ひ
ら

一
大
鐘
時
分
よ
り
大
観
亭
江

参
り
、
龍
岡
新
右
衛
門
、
龍

取
次
詰

岡
左

八
郎
、
取
次
番
寄
有
田
甚
右
衛
門
・
祢
占
仲
之
丞
・
満
木
次

兵
衛
召
呼
、
丼
一
ツ
三
品
盛
、
取
肴
大
体
し
ゝ
ミ
、
次
取
肴

丼
盛
、
右
ニ
而
酒
宴
、
半
よ
り
哲
五
郎
様
御
出
、
御
治
と
の

ヲ
ハ
晩
景
よ
り
前
海
江

遊
と
し
て
前
手
に
舟
よ
り
被
参
、
次

左
衛
門
ニ

モ
供
致
候
様
申
付
、
其
外
仲
蔵
也

　

右
帰
り
掛
、
大
観
亭
江

被
参
、
緩
々
咄
し
、
先
日
福
留
才
蔵
、
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長
崎
よ
り

■
一
弦
琴
持
帰
候
ニ

付
申
遣
、
弾
方
い
た
し
候

一
昨
日
才
蔵
、
長
崎
よ
り
着
い
た
し
、
あ
ら
い
ニ

二
袋
、
風
鈴

一
ツ
、
土
産
右
ニ

付
白
銀
二
両
遣
候

　
　
　

七
月
十
七
日

一
弓
の
事
、
式
日
出
ル

一
両
種　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
助
太
郎

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
垣
源
十
郎

　

右
小
納
戸
小
姓
御
役
之
御
頼
、
銘
々
上
下
地
一
ツ
ヽ

一
暮
時
分
よ
り
東
郷
左
太
夫
殿
・
川
上
八
郎
左
衛
門
殿
・
海
江

田
善
右
衛
門
殿
、
大
観
亭
江

被
参
、
緩
々
咄
し
、
吸
物
、
酒

一
通
り
出
候

　
　
　

同
月
十
九
日

一
今
八
ツ
後
よ
り
退
出
掛
、
又
者

追
々
山
田
十
介
殿
・
宮
内
清

之
進
殿
・
竹
之
下
覚
左
衛
門
殿
・
有
川
治
右
衛
門
殿
、
大
観

亭
江

被
参
、
吸
物
・
酒
出
ル
、
其
内
書
画
又
者

詩
作
等
ニ
而

緩
々
咄
し
也

　
　
　

同
月
廿
日

一
駿

（
重
富
・
島
津
忠
公
）

河
殿
用
達
伊
東
茂
右
衛
門
殿
使
ニ
而
、
明
日
呼
出
し
御
酒

被
下
候
様
、
左
候
而

御
支
度
御
平
服
ニ
而
、
少
夜
咄
し
ニ

て

御
座
候
而

御
酒
被
下
候
様
委
細
者

御
使
也

　
　
　

同
月
廿
一
日

一
大
鐘
よ
り
新
納
家
江

参
筈
ニ

付
左
之
通

一
肴
一
台

一
酒
一
樽

　

右
何
れ
も
さ
ま
江

歩
行
役
使
ニ
而
参
前
遣
也

一
嶌
さ
ら
し
一　

壱
疋

　

右
お
は
つ
と
の
江

内
証
よ
り

　
　
　

但

差
替
之
内
江

入
付

一
右
刻
限
よ
り
平
服
か
ご
ニ
而
参
、
客
居
哲
五
郎
様
・
倉
山
作

太
夫
殿
・
東
郷
左
太
夫
殿
、
主
居
駿
河
殿
・
次
郎
四
郎
殿
・

東
郷
一
介
殿
ニ
而
、
次
第
左
之
通

一
吸
物
、
但

掛
盃
、
此
所
ニ
而
御
家
内
中
被
遣
候

　
　
　

但

此
吸
物
前
、
か
た
ぎ
ん
取
候
也

一
吸高

野

物
、
宗
和
き
す
、
榎
だ
け
、
青
ミ

一
土
産
、
盃
■
、
各
々
江

御
取
遣
候

一
体

（
鉢
）

一
ツ　

一
丼
三
ツ　

一
硯
ふ
た
二
面 

一
平
吸
物　

一
大
丸
盆
、
丼
物
七
ツ　

一
惣
菓
子　

一
料
り

（
理
）

本
膳
五
ツ
ぐ
ミ

一
　

右
之
通
御
地

（
馳
）

走
ニ
而
、
御
家
内
時
々
御
出
御
咄
、
其
内
龍
岡

む
き
ま
ん
中

丸
ぼ
ろ

三
品

台
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新
右
衛
門
・
満
木
次
左
衛
門
・
大
館
四
郎
ニ

至
り
、
次
座
江

召
被
呼
、
御
用
達
伊
東
茂
右
衛
門
殿
・
田
代
太
郎
右
衛
門
殿
、

丁
重
前
ニ
而
地
走
、
御
吸
物
幷

料
り
迄
頂
キ
、
夜
四
ツ
時
分

帰
ル
也

但

丈
左
衛
門

■
夜
咄
と
し
て
参
度
旨
、
東
郷
彦
太
夫
殿

を
以
都
合
相
頼
、
今
日
参
候
様
承
知
、
左
候
而

新
右
衛
門
・

次
左
衛
門
・
四
郎
ニ

も
供
ニ
而
召
被
列
候
や
う
御
沙
汰
之

由
ニ
而

召
被
列
、
右
ニ

付
、
三
人
相
中
よ
り
御
肴
一
台
、

御
茶
一
壺
進
上
、
吟
味
ニ

付
申
渡
也

一
さ
け
重
一
ツ　

一
酒　

於
治
と
の
江

新
納
家
よ
り

　
　
　

覚

一
大
平
布　

壱
疋
宛

　

北天
真
流郷

十
郎
、
北鏡

智
流郷

吉
兵
衛
・
龍
岡
一
郎
・
志
摩
清
左
衛
門
、

安大
嶋
流山

小
六
、
重神

人
流信

弥
一
郎

　

右
者

数
年
武
芸
出
精
有
之
、
右
通
拝
領
被
仰
付
候

一
芭
蕉
布　

弐
反
宛

　

財鏡
智
流部

儀
兵
衛
・
村
田
八
郎
、
有紙

舟
流馬

陽
蔵
・
福
山
三
保
右
衛

門
・
栗
山
吉
蔵
■
、
財秘

流

部
祐
右
衛
門
・
冨
山
小
兵
衛

　

右
者

多
年
武
芸
心
掛
宜
敷
ニ

付
、
右
通
拝
領
被
仰
付
候

一
芭
蕉
布　

弐
反
ツ
ヽ

　

大天
真
流草

善
助
・
志
々
目
弥
東
次
・
堤
弥
九
郎
・
永
井
孝
七
・
野

口
仲
左
衛
門
、
鏡
智
流
和
田
金
兵
衛
・
山
内
祐
四
郎
・
重
信

安
五
郎
・
荒
川
弥
三
右
衛
門
、
示
現
流
深
川
太
右
衛
門
、
水
之

流

児
玉
清
九
郎
・
河
野
要
吉
、
神
人
流

鎌
田
太
平
次
・
酒
匂

沢
右
衛
門

　
　

右
数
年
武
芸
心
掛
宜
ニ

付
、
右
通（

拝
　
…
脱
カ
）

領
被
仰
付
也

一
芭
蕉
布　

弐
反

　

水
之
流
美
坂
谷
右
衛
門

　

右
壮
年
之
砌
よ
り
多
年
武
芸
心
掛
宜
ニ

付
、
右
通
被
仰
付
候

一
御
褒
詞

天
真
流

上
原
良
作
・
岸
良
栄
輔
・
武
田
藤
八
・
深
川
藤
一

郎
・
古
垣
源
十
郎
・
財
部
彦
十
郎
、
鏡
智
流
藤
井
助
太
郎
・

種
子
田
聞
五
、
紙
舟
流
四
位
三
五
郎
・
藤
井
藤
五
・
有
馬
仁

右
衛
門
・
河
野
助
作
、
示
現
流
武
田
直
左
衛
門
・
武
通
藤
七
、

水
之
流
大
峯
太
兵
衛
・
永
井
辰
右
衛
門
、
大
嶋
流
財
部
斎
右
衛

門
、
月
山
流
丸
田
磯
右
衛
門
・
山
内
伝
四
郎

　
　

右
者

折
角
武
芸
致
遣
極
ニ

付
、
右
通
御
褒
詞

　

右
之
通
去
・（

マ
マ
）・

承
知
有
之
候
ニ

付
、
小
杉
丹
兵
衛
よ
り
送
り

候

　
　
　

同
月
廿
二
日
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一
弓
之
事
、
式
日
ニ

付
出
ル
也

　
　
　
　
　

但

馬
ニ
而

　
　
　

同
月
廿
三
日

一
・（

マ
マ
）・

弐
束
、
東
郷
四
郎
太
殿
江

先
達
而

数
矢
弓
二
張
削
方
相

頼
、
挨
拶
と
し
て
■
遣
也
、
助
太
郎
使
也

一
福
山
平
左
衛
門
事
、
江
戸
よ
り
着
申
、
伺
之
書
状
下
ル

一
重
冨
よ
り
靏
江
崎
御
別
亭
江

参
上
候
様
、
御
使
被
下
候
ニ

付
、

東
道
盆
一
組
幷

御
菓
子
轉
平
一
箱
、
御
酒
一
樽
進
上
、
八
ツ

後
よ
り
左
太
夫
殿
■
誘
引
道
伴
い
た
し
参
也
、
尤
於
治
と
の

ニ

ハ
前
暇
乞
と
し
て
上
下
江

見
舞
有
之
、
御
本
宅
よ
り
か
の

御
方
江

被
参
候
、
御
亭
主
周
防
様
い
つ
れ
も
様
、
図
書
様
ニ

も
御
出
、
重
冨
御
付
雉
右
衛
門
・
太
市
左
衛
門
殿
・（

マ
マ
）・

也
、

夜
九
ツ
半
過
帰
る
也

　
　
　

同
月
廿
四
日

一
今
五
ツ
後
よ
り
黒
木
・
平
佐
・
重
冨
江

御
暇
乞
、
又
者

御
礼

旁
と
し
て
上
下
着
服
ニ
而
見
舞
候

一
紬
壱
疋
幷

ぶ
た
一
、
清
左
様

右
東
郷
左
太
夫
殿
、
此
節
帰
ニ

付
、
是
迄
稽
古
方
御
世
話
且

数
矢
弓
二
張
貰
ひ
候
ニ

付
、
心
入
を
も
つ
て
遣
し
候
也

一
東
道
盆
一
組
幷

御
酒
一
樽

　

右
哲
五
郎
様
よ
り
い
た
ゝ
き
、
夕
方
よ
り
御
出
折
か
ら
、
左

太
夫
殿
・
喜
八
郎
殿
・
助
太
夫
殿
追
々
被
参
、
於
奥
宿
御
ひ

ら
き
、
新
右
衛
門
ニ

も
召
呼
候

但

右
通
い
た
ゝ
き
候
儀
ハ
、
先
達
而

よ
り
御
招
き
の
御
含

候
へ
と
も
、
明
日
か
へ
り
ニ

付
而
者
相
不
披
調
、
右
ニ

付
、

■今

日
被
下
候
由

一
肴
一
台　

長
峯
仲
蔵
、
先
日
召
荷
領
御
礼
と
し
て

　
　
　

同
月
廿
五
日

一
今
日
帰
帆
の
筈
候
得
と
も
、
風
浪
あ
し
く
舟
待

一
明
朝
未
明
陸
地
通
行
の
筈

　
　
　

同〻
月〻
廿〻
六〻
日〻

一
八
ツ
後
よ
り
於
姉
様
、
碓
二
郎
殿
御
出
、
酒
宴
■
一
通
ニ
而
、

明
朝
ハ
陸
地
通
行
ニ

付
、
新
右
衛
門
ニ

モ
召
呼
候
、
碓
二
郎

殿
初
メ
て
御
出
ニ

付
、
嶋
さ
ら
し
一
反
、
両
人
よ
り
進
上

　
　

七
月
廿
六
日

一
我
等
両
人
事
、
今
朝
六
ツ
後
か
こ
嶋
発
駕
、
陸
地
通
行
い
た

し
、
途
中
白
か
ね
上
江

重
冨
よ
り
案
内
四
人
待
居
、
案
内
い

た
し
候
処
、
市
中
江

立
宿
手
当
相
成
居
候
間
、
参
候
様
案
内

有
之
、
参
候
処
、
役
人
幷

与
頭
出
迎
、
左
候
而

、
茶
、
茶
菓
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子
、
且
料
り
迄
も
出
、
其
内
役
人
壱〻
両〻
人〻
、
中
村
善
五
兵
衛
、

与
頭
束
田
善
兵
衛
両
人
、
依
願
目
通
い
た
し
、
柿
一
請
貰
、

左
候
処
て
供
之
面
々
江

も
不
残
茶
漬
被
下
、
人
足
ニ

至
り
昼

飯
被
下
、
右
ニ

付
出
役
之
面
々
江

挨
拶
左
之
通

一
金
子
弐
百
疋
、
役
人
、
与
頭
相
中
江

一
同
弐
百
疋　

宿
主

一
白
銀
二
両　

内
証
詰
茶
道
役
長
浜
万
悦
江

為
取
旁
有
之

一
同
二
両　

側
方
幷

歩
行
役
立
宿
江

御
役
一
人
遣
役
致
し
居
候

ニ

付

一
金
子
百
疋
、
下
宿
主
江

一
白
銀
二
両
、
案
内
四
人
、
相
中
江

　

右
相
済
、
暮
過
福
山
江

着
也

一
供
次
左
衛
門
・
四
郎　
　

・
助
太
郎
・
栄
輔
・
源
十
郎
・
五

藤
太
・
俊
悦
、
歩
行
役
指
宿
清
右
衛
門
・
柊
田
和
三
次
、
寄

蛯
原
箭
十
郎

一
於
治
と
の
供
納
殿
長
峯
仲
蔵
、
寄
役
大
山
源
右
衛
門
、
歩
行

満
木
藤
兵
衛
、
寄
越
山
源
左
衛
門
・
冨
松
源
太
郎　
　
　
　

一
中
途
川
越
方
と
し
て
宇
都
小
藤
次
、
今
暁
よ
り
参
ル
也

一
女
中
供
さ
の
・
つ
ま
・
も
ふ
・
い
く

一
今
後
帰
り
ニ

付
、
鹿
子
嶋
ニ
お
ひ
■て

、
も
ふ
・
い
く
江

青
銅

五
百
疋
ツ
ヽ
頂
き

一
坂
元
刑
右
衛
門
・
満
木
正
蔵
・
其
外
女
中
、
今
日
八
ツ
後
出

帆
ニ
而
、
暮
過
着
船

一
蛸
一
請
幷

茶
菓
子

　

右
十
兵
衛
よ
り

　

右
品
の
中
都
城
江

上
ル
也

一
着
の
祝
例
之
通

一
青
銅
百
疋　

家
内
江

包
物

　

右
十
兵
衛
江

一
側
方
歩
行
役
中
間
・
小
者
ニ

至
り
例
の
通
酒
肴
被
下
候

　
　
　

卯

七
月
廿
七
日

一
福
山
滞
在

一
宗
八
郎
殿
乗
切
ニ
而
被
参
候
、
供
曽
木
甚
五
兵
衛
・
財
部
儀

兵
衛

一
於
治
と
の
供
と
し
て
、
鎌
田
九
兵
衛
・
武
田
太
兵
衛
参
ル

一
鴛
一
羽

　

右
御
と
く
様
よ
り
両
人
江

　
　
　

七
月
廿
八
日

一
今
朝
雨
ふ
り
ニ
而
、
五
ツ
後
我
等
発
駕
、
通
山
昼
休
、
但

へ

両
人
江

時
々

馬
ニ
而

藤
井
容
真

時
々
馬
ニ
而
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べ（

弁

当

）

ん
と
ふ
ニ
而

七
ツ
過
帰
郷
、
左
候
而

奥
宿
ニ

お
ひ
て
御
待
受
被
下
、
皆
々

様
御
出
也

　
　
　

七
月
廿
九
日

一
細
田
孫
三
・
隈
元
隆
蔵
、
明
日
出
座
と
し
て
伺
ニ

及
、
孫
三

ニ
者
し
は
ら
く
召
使
候

一
右
ニ

付
、
来
八
朔
迄
碓
太
郎
弓
稽
古
暇
申

　
　
　

八
月
二
日

一
八
ツ
後
明
道
館
江

参
、
帰
り
掛
馬
乗
見
相
済
、
小
杉
丹
兵
衛

所
槍
術
見
と
し
て
参
候
へ
ど
も
、
丹
兵
衛
者

留
主
ニ

■
付
、

し
ば
ら
く
ニ
而
候

　
　
　

同
月
四
日

一
松
山
休
右
衛
門
江

鹿
之
呼
手
当
申
付
ニ

及
候
処
、
作
り
調
候

間
、
鳥
目
三
匁
拝
領

　
　
　

同
月
六
日

一
郷
原
家
門
弟
寄
ニ

付
、

■明
六
ツ

時
発
馬
、
国
水
流
下
桟
敷
江

入
、

一
番
炮
場
よ
り
相
始
り
、
次
第
之
通
打
方
、
左
候
而

寄
合
之

郷
々
之
人
も
伺
と
し
て
目
通
致
、
尤
願
ニ
而
目
通
ノ
郷
も
有

之
候
得
共
、
外
ハ
先
生
之
差（

差
図
）づ

有
之
候
由
、
拙
者
鹿
児
嶋
衆

之
跡
同
様
打
方
致
、
其
節
ハ
跡
江

一
人
ツ
ヽ
切
火
縄
持
之
付
、

左
候
而

先
生
ニ

ハ
今
朝
立
候
ゆ
へ
、
昼
七
ツ
時
分
着
、
直
ニ

桟
敷
江

参
ら
れ
、
茶
、
茶
菓
子
、
煙
草
盆
迄
、
酒
肴
者

裏
座

江

出
候
、
重
仕
込

一
丼
物　

一
く
は
し　

一
差
身　

一
取
肴

　

飯
ハ
宗
和
料
り
、
昼
茶
漬
、
拙
者
江

同
様
裏
座

一
支
度
侶
羽
織
、
単
物
、
袴
、
黒
た
び
、
支
度
替
馬
乗
小
倉
袴

一
役
所
北
郷
伴
兵
衛
側
方
諸
所
江

植
、
御
近
習
も
一
人
ツ
ヽ
詰

候
様
申
付
候

一
桟
敷
内
ま
く
、
屏
風
、
ち
り
め
ん
ま
く

一
先
生
桟
敷
さ
や
の
ま
く
、
き
ん
屏
風

（
十
四
丁
白
紙
）

九
月
十
五
日

鹿
児
島
出
府
ニ

付

一
今
朝
五
ツ
半
時
分
発
駕
ニ
而
我
等
両
人
、
宗
八
郎
殿
・
具
熊

殿
、
通
山
昼
休
ニ
而 　
　
　

、
日
入
福
山
着

一
供
甚
五
兵
衛
・
利
右
衛
門
・
藤
九
郎
・
伊
十
郎
・
彦
十
郎
・

皆
々

べ
ん
と
ふ
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常
太
郎
・
泰
玄
・
直
作
也
、
納
所
去
川
藤
右
衛
門
、
其
外
福

山
、
か
こ
嶋
迄
万
兵
衛
、
吉
蔵
、
〇
宗
八
郎
殿
方
■
甚
弥
・

三
右
衛
門
・
弥
九
郎
・
与
兵
衛
・
文
造
、
〇
具
熊
殿
方
安
五

郎
一
福
山
着
の
祝
仰
之
通
ニ
而
、
側
方
仰
之
通

一
両
種　
　
　
　
　
　

右
ニ

十
兵
衛
よ
り
具
熊
殿
ニ

ハ
、
当
年
初
而
ニ
而
、
仰
之
通

目
六
、
二
百
疋
、
包
物

一
夜
五
ツ
時
分
出
帆
、
皆
々
同
船
、
順
風
ニ
而
暁
七
ツ
時
分
着

船
、
明
六
時
上
ル
也

一
船
ニ

ハ
甚
五
兵
衛
、
泰
玄
の
る
也
、
其
外
次
舟
頭
の
人
も
可

知

九
月
十
六
日
〇
は
り
ま
也

一
七
ツ
後
着
、
祝
ひ
奥
宿
也
、
猪
右
衛
門
、
一
介
ハ
シ
ノ
也
、

新
太
郎
・
孫
三
・
陳
蔵
其
外
側
の
役
々
也

九
月
十
七
日

一
今
朝
孫
三
参
り
申
候
ハ
、
先
■夜

吟
と
し
て

東
郷
家
江

新
太
郎
・
孫
三
被

参
候
節
、
彼
是
咄
の
中
、
お
ま
ゑ
ハ
剣
術
之
師
家
、
身
分
な

弓
ノ
師
家
ぢ
や
ト
沙
汰
有
之
候
而

、
秘
蔵
ノ
刀
ヲ
取
出
し
、

拵
ヲ
ハ
ヅ
さ
れ
候
而

、
新
太
郎
江

遣
■
■
候
間
、
御
政
事
向

ニ

さ
ハ
り
候
者
共
有
之
候
ヘ
ハ
、
切
払
呉
候
様
と
の
事
ニ
而

被
遣
候
ニ

付
、
新
太
郎
も
こ
ま
り
入
候
而

、
持
帰
り
能
々
考

申
候
処
、
猶
々
こ
ま
り
入
次
第
、
右
ニ

付
此
刀
貰

一
厚
地
清
太
郎
事
、
具
熊
殿
方
寄
児
申
付
、
出
日
数
ノ
■
賦
役

所
江

申
達
也

一
去
十
五
日
、
於
書
院
庭
、
月
柄
ニ

付
■
■
孫
三
矢
初
ニ
而
、

矢
数
■
■
致
、
尤
海
上
安
全
ヲ
モ
込
、
修
行
致
候
間
、
肴
酒

等
被
下
候
段
、
跡
首
尾
な
か
ら
新
太
郎
よ
り
申
上
置
と
の
事
、

尤
射
手
ハ
稽
古
方
と
し
て
参
居
候
人
之
事
由
候

一
七
ツ
後
よ
り
哲
五
郎
様
御
出
、
又
左
太
夫
殿
も
被
参
、
奥
ニ
而

夜
咄
ニ
而
、
酒
肴
仰
ノ
通
か
ろ
く
出
、
新
太
郎
ニ

も
召
呼
也

一
茶
一
重　

新
納
太
郎
左
衛
門
殿
江

遣
し
候

一
塩
豚
一
台　

一
太
白
砂
と
ふ

一
藕
粉
一
重

右
太
郎
左
衛
門
殿
よ
り
伺
と
し
て
■
呉
候

一
今
後
引
通
し
ノ
馬
勝
岡
鹿
毛
、
宗
八
郎
殿
馬
大
河
原
黒
、
箭

七
郎
殿
江

乗
方
頼
、
八
郎
よ
り
申
出
候
ニ

付
也

九
月
十
八
日

一
北
郷
十
郎
剣
術
肴
一
折
、
安
山
小
六
鎗
術
取
肴
同
断
、
龍
岡

小
十
郎
・
河
野
拾
兵
衛

二
二
三
盃

酒
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一
甚
五
兵
衛
事
、
川
上
八
次
郎
殿
・
宗
八
郎
殿
江

剣
術
稽
古
方

頼
入
旁
と
し
て
参
候
■
ニ

付
、
肴
一
折
被
成
呉
候

九
月
廿
一
日

一
肴
一
折
、
菓
子
一
箱

右
者

早
川
務
殿
嫡
子
政
之
助
殿
よ
り
、
先
日
鳥
渡
具
熊
殿
江

遊
ひ
と
し
て
被
参
候
処
、
清
方
紙
二
束
被
贈
、
御
礼
旁
と
し

て
何
れ
も
江

呉
候

　

但

遊
ひ
ニ

被
参
候
節
ハ
、
家
内
よ
り
菓
子
一
重
、
具
熊
殿
江

被
上
候

一
八
ツ
後
よ
り
川
上
十
郎
左
衛
門
殿
・
同
箭
十
郎
殿
・
川
元
覚

左
衛
門
殿
、
今
度
初
め
て
馬
乗
と
し
て
参
、
稽
古
相
済
、
於

休
息
所
吸
物
二
ツ
、
取
肴
軽
く
、
例
之
通
宗
八
郎
殿
ニ

も
被

出
候

九
月
廿
二
日

一
今
七
ツ
後
、
川
上
八
次
郎
殿
・
安
藤
新
兵
衛
殿
・
竹
之
下
三

之
丞
殿
・
永
井
嘉
左
衛
門
殿
参
、
吸
物
二
ツ
、
硯
ふ
た
二
面
、

軽
く
例
之
通
、
夜
五
ツ
時
分
退
出
、
子
細
ハ
、
近
比
よ
り
宗

八
郎
殿
・
具
熊
殿
、
剣
術
稽
古
被
参
候
筈
、
旁
ニ

付
参
候
様
、

甚
五
兵
衛
先
日
使
ニ

及
如
此
、
左
候
而

新
太
郎
ニ

モ
召
呼
、

亭
子
前
也

九
月
廿
三
日

一
今
八
ツ
後
よ
り
左
太
夫
殿
・
有
馬
新
七
殿
被
参
、
大
学
講
儀

有
之
、
新
太
郎
ニ

も
召
呼
、
其
外
例
之
詰
合
拝
聞
、
右
相
済
、

吸
物
・
酒
・
取
肴
仰
之
通
、
晩
六
ツ
過
立
也
、
孫
三
に
ハ
、

酒
宴
央
罷
出
候

但〻

新〻
七〻
殿〻
講〻
儀〻
先〻
達〻
而〻

先〻
先〻
よ〻
り〻
新〻
七〻
殿〻
江〻

沙〻
汰〻
有〻
之〻
講〻
儀〻

と〻
し〻
て〻

但

先
生
よ
り
、
先
達
而

新
七
殿
江

講
儀
と
し
て
参
候
様
沙
汰

ニ

及
候
処
、
一
旦
ハ
受
合
、
学
文
申
候
へ
と
も
、
先
生
■
■

よ
り
ノ
沙
た
ニ
而
受
合
有
之
、
右
ニ

付
如
此

但

夕
方
夜
咄
ト
名
付
、
八
之
日
も
き
わ
め
置
候
也

九
月
二
十
四
日

一
茶
壱
ニ

肴
一
折

　

右
新
七
殿
江

挨
拶
之
心
入
ニ
而
遣
候

九〻
月〻
廿〻

一
両
種
、
肥
田
孫
三
、
先
度
御
役
之
御
礼
と
し
て
、
拙
者
両
人
、

宗
八
郎
殿
江

於
奥
宿
ニ

披
き
、
青
銅
百
疋
目
録

九
月
廿
五
日

一
今
度
出
府
ニ

付
親
類
方
江

見
舞
、
郷
原
家
ニ

も
行
也
、
朝
五

ツ
よ
り
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一
今
九
ツ
後
よ
り
弓
稽
と
し
て
、
東
郷
源
四
郎
殿
・
平
山
喜
八

郎
殿
・
松
原
正
之
進
殿
・
有
馬
新
七
殿
・
四
元
廿
殿
、
半
よ

り
左
太
夫
被
参
、
七
十
立
有
、
相
済
、
例
之
通
酒
宴
也

一
矢
数
礼

　

右
者

講
武
館
造
立
相
済
、
三
社
三
千
筋
之
矢
数
有
之
候
ニ

付
、

役
所
よ
り

九
月
廿
六（

マ
マ
）

　

一
八
ツ
後
、
山
田
十
介
殿
大
学
講
儀

一
武
道
藤
七
・
武
田
直
左
衛
門
、
東
郷
家
示
現
流
再
度
之
誓
詞

ニ

付
、
・（

マ
マ
）・

被
下
候
段
、
役
所
よ
り
申

一
新
太
郎
勤
半
減
相
成
、
次
順
平
太
左
衛
門
江

被
仰
付
候
へ
と

も
、
病
ニ
而
断
、
次
、
四
郎
右
衛
門
江

被
仰
付
候
段
問
合
也

九
月
廿
七
日

一
七
ツ
後
よ
り
東
郷
一
介
所
江

乗
廻
と
し
て
参
ル
、
茶
、
茶
菓

子
、
吸
物
五
ツ
半
、
一
面
次
座
江

、
一
面
、
丼
■
三
ツ
半
、

差
身
一
鉢
料
り
後
、
菓
子
迄
出
、
四
ツ
時
分
帰
、
尤
参
前
猪

右
衛
門
殿
・
新
太
郎
・
孫
三
・
隆
蔵
・
孫
作
差
越
居
候
、
亭

子
前
、
岸
良
清
右
衞
門
殿
参
、
子
細
ハ
此
節
新
宅
出
来
、
探

隠
江

ふ
す
ま
等
絵
書
相
済
候
間
、
ふ
シ
ン
見
と
し
て
猪
右
衛

門
殿
勤
参
呉
候
様
と
の
事
ニ

付
、
拙
者
付
り
ニ
而
鳥
渡
参
候

ニ

付
、
金
子
百
疋
遣
也

但

東
道
盆
、
酒
二
十
、
菓
子
数
平
二
箱
、
表
よ
り
遣
置
候

右
ニ

付
、
供
甚
五
兵
衛
・
藤
九
郎
・
常
太
郎
・
彦
十
郎
も
頼

ミ
ニ

付
参
候
也

九
月
廿
八
日

一
酒
一
樽
、
肴
一
折
、
袴
地
小
倉
裏
相
添
、
右
八
ツ
後
よ
り
、

宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
剣
術
と
し
て
川
上
八
次
郎
殿
所
江

初
而

被
参
候
、
尤
屹
ト
入
門
と
申
儀
ニ
而
者
無
之

九
月
廿
九
日

一
深
川
藤
一
郎
・
古
垣
源
十
郎
・
武
田
藤
八
、
川
上
家
剣
術
稽

古
と
し
て
出
府

一
野
崎
丹
蔵
・
坂
元
蔵
左
衛
門
事
、
木
脇
江

具
足
制
作
入
門
ニ

付
、
冨
松
小
兵
衛
随
身
ニ
而
出
頭

一
夜
入
よ
り
左
太
夫
殿
・
新
七
殿
、
大
学
講
義
と
し
て
参
也

　
　
　

十
月
朔
日

一
宗
八
郎
殿
、
前
髪
取
願
書
、
昨
日
差
上
ヶ
、
今
日
退
城
之
上

御
免
、
直
ニ

宗
八
郎
殿
宿
ニ

お
ひ
て
、
前
髪
取
初
、
北
郷
十

郎
介
添
、
堤
矢
九
郎
相
済
、
御
首
尾
之
御
家
老
日
置
江

御
礼

■
、
尤
随
身
人
ニ

不
及
、
御
取
次
御
用
人
小
笠
原
・（

マ
マ
）・

江

も

御
礼
と
し
て
見
舞
ノ
筈
候
得
共
、
頼
御
用
人
作
太
夫
殿
よ
り
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宜
敷
申
置
と
の
事
ニ

付
、
見
舞
ニ

不
及
候
、
■
七
ツ
■後

よ
り

於
奥
祝
、
作
太
夫
殿
・
哲
五
郎
殿
夫
婦
・
お
は
つ
と
の
・
新

納
四
郎
右
衛
門
殿
・
東
郷
左
太
夫
殿
・
川
上
箭
七
郎
幷

一

介
・
猶
右
衛
門
、
時
刻
見
合
、
新
太
郎
出
る
頃
、
掛
盃
、
外

ニ

吸
物
二
ツ
、
取
肴
種
々
、
宗
和
料
り
、
後
菓
子
、
五
ツ
後

退
出

十
月
二
日

一
今
四
ツ
後
よ
り
発
馬
、
拙
者
・
宗
八
郎
殿
・
図
書
殿
・
又
六

郎
殿
・
直
殿
・
嶌
津
内
記
殿
・
川
上
十
郎
左
衛
門
殿
・
川
上

箭
七
郎
殿
・
美
代
良
八
殿
、
各
椛
山
家
前
江

待
合
之
上
同
道
、

谷
山
江

遠
馬
、
当
所
町
是
枝
所
■
立
宿
江

各
寄
合
、
御
重
等

披
き
有
之
、
相
済
立
各
操

（
マ
マ
）

　
　

よ
り
別
れ
、
晩
景
帰
館
、
供

甚
五
兵
衛
・
藤
九
郎
・
伊
十
郎
、
歩
行
東
兵
衞
也

一
青
銅
三
百
疋
宿
主
江

一
村
田
八
郎
も
騎
馬
宿
前
番
と
し
て
参
也

一
林
健
左
衛
門
、
御
用
之
儀
有
之
、
出
府

十
月
三
日

一
七
ツ
後
、
弓
式
日
左
太
夫
殿
一
例
、
早
川
政
之
助
殿
暫
時
参

也
一
村
田
八
郎
当
務
之
間
、
変
を
以
宗
八
郎
殿
方
江

相
初
候
様
、

都
城
江

帰
之
上
申
付
候

一〻　
　

十
月
四
日

一
孟
子
全
部

右
者

昨
日
、
新
納
四
郎
右
衛
門
殿
所
江

遊
と
し
て
参
ら
れ
、

貰
ニ
而
候

一
箱
肴
右
宮
城
よ
り
先
日
遠
馬
企
ニ
而
、
其
上
立
宿
御
出
、
な

つ
ニ

難
有
御
礼
と
し
て
の
口
上
使
有

一
日
置
左
一
郎
・
同
伊
三
太
・
大
田
彦
十
郎
・
堤
八
兵
衛
、
先

日
御
目
見
ニ

付
御
礼

一
七
ツ
後
よ
り
拙
者
・
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
・
新
納
四
郎
右
衛

門
殿
父
子
同
道
、
礒
辺
遊
見

十
月
五
日

一
大
鐘
時
分
よ
り
、
新
太
郎
二
階
江

参
り
、
左
候
而

、
う
な
き

酒
進
上
、
於
治
と
の
・
哲
五
郎
殿
、
御
出
也

十
月
六
日

一
十
介
殿
講
義
、
左
候
而

清
之
進
殿
・
新
次
郎
殿
被
参
、
緩
々

咄
シ
、
其
上
明
後
日
よ
り
具
熊
殿
、
願
主
常
東
罷
出
之
筈
ニ

付
、
宜
敷
頼
入
也

七
日

一
昨
日
花
岡
よ
り
参
候
様
と
の
事
ニ
而
、
七
後
よ
り
我
等
両
人
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咄
と
し
て
参
、
我
よ
り
箱
肴
、
於
治
と
の
よ
り
初
而

参
ニ

付
、

両
種
進
上
、
哲
五
郎
様
、
於
家
と
の
江

参
御
礼

十
月
八
日

一
具
熊
殿
、
今
日
よ
り
初
而

聖
堂
江

被
出
候
、
支
度
上
下
手
道

具
宗
八
郎
殿
同
道
、
右
ニ

付
御
番
相
申
様
金
子
百
疋
遣
也

一
夜
咄
と
し
て
、
新
七
殿
外
二
、
三
人
被
参
、
大
学
講
儀
也

一
蛸
一
盃
、
先
日
甚
五
兵
衛
江

肩
衣
召
荷
被
呉
候
御
礼

十
月
十
日

一
四
郎
左
衛
門
殿
・
同
嘉
之
助
殿
・
藤
渕
殿
被
参
、
於
奥
宿
夜

御
酒
宴
、
其
中
長
峰
探
隠
出
府
致
居
席
書
、
藤
渕
に
も
書
方

一
唐
紙
一
束

右
者

先
日
具
熊
殿
・
四
郎
右
衛
門
殿
よ
り
、
孟
子
は
・（

マ
マ
）・

右

返
し
の
文
を
以
喜
之
助
殿
江

具
熊
殿
よ
り

十
月
十
一
日

一
八
ツ
後
有
川
庄
太
郎
殿
着
、
明
後
初
而

宗
八
郎
殿
江

手
習
と

し
て
被
参
、
右
相
済
、
具
熊
殿
江

初
而

指
南
有
之
、
相
済
、

於
奥
宿
吸
物
二
ツ
、
酒
宴
茶
漬
・
平
相
添
出
ル
、
尤
手
習
之

節
ハ
、
具
熊
殿
上
下
也

一〻　
　

十
月
十
二
日

一
屋
鋪
中
小
共
書
物
読
・
字
書
、
宗
八
郎
殿
宿
ニ

て
有
之
、
■

■
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
・
拙
者
も
見
置
也

一
先
日
楽
水
様
よ
り
靏
江
崎
江

い
つ
れ
も
参
候
様
御
使
ニ

付
、

八
ツ
後
よ
り
参
上
、
直
ニ

御
膳
頂
キ
ノ
上
、
拙
者
ニ
者

弓

持
参
致
候
様
ニ

と
の
事
ニ

付
持
参
致
、
楽
水
様
ニ

モ
御
稽

古
、
其
外
島
津
杢
御
付
御
小
姓
若
松
平
八
郎
、
其
外
御
家
中

三
、
四
人
に
て
挙
弓
四
十
定
位
有
之
、
相
済
、
御
吸
物
・
御

酒
品
々
頂
キ
、
弓
半
ば
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
参
上
、
御
付
之

衆
四
、
五
人

一
東
道
盃　

一
酒　

い
つ
れ
も
よ
り
進
上

一
於
治
と
の
ハ
、
九
ツ
後
よ
り
被
参
候

十
月
十
三
日

一
式
日
ニ

付
、
左
太
夫
殿
一
例
、
雨
天
ニ

付
巻
わ
ら
迄
相
済
、

新
七
殿
大
学
講
儀

一
去
ル
・（

マ
マ
）・

龍
岡
小
八
郎
、
三
番
与
頭
志
摩
清
左
衛
門
、
二
番

与
頭
被
仰
付
、
以
言
状
御
礼

十
月
十
四
日

一
七
ツ
後
、
稽
古
と
し
て
東
郷
家
江

参
ル
、
そ
れ
よ
り
新
納
家

江

左
太
夫
殿
同
道
ニ
而
夜
咄
と
し
て
参
ル
、
吸
物
・
酒
色
々
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出
ル
、
北
郷
新
太
郎　

〇
肥
田
孫
三
・
曽
木
甚
五
兵
衛
ニ
者

初
而

故
上
下
ニ
而
罷
出
ル
、
尤
前
以
新
納
家
江

左
太
夫
殿
ヲ

以
参
候
様
ニ

と
の
事
ニ
而
・（

マ
マ
）・

一
去
ル
二
日
夜
、
江
戸
大
地
震
、
出
火
之
由

十
月
十
六
日

一
河
野
要
吉
、
去
・（

マ
マ
）・

日
、
御
小
納
戸
被
仰
付
、
御
礼
状
を
以

有
一
七
ツ
後
、
東
郷
藤
兵
衛
殿
・
種
子
嶋
休
蔵
殿
・
湯
地
市
兵
衛

殿
・
同
八
左
衛
門
殿
・
伊
地
々

（
知
）

宗
助
殿
・
平
山
喜
八
郎
殿
参
、

主
居
哲
五
郎
殿
・
左
太
夫
殿
・
松
右
衛
門
・
一
介
、
茶
・
茶

菓
子
、
切
足
ニ
而
、
吸
物
、
支
度
替
、
吸
物
都
合
三
ツ
、
硯

ふ
た
二
面
三
品
、
丼
三
ツ
、
さ
し
ミ
小
丼
五
ツ
、
宗
和
料
り
、

後
菓
子
、
半
暫
く
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
被
出
、
拙
者
支
度
平

服
一
白
つ
む
き
、
う
ら
相
添
、
藤
兵
衛
殿
江

　
　
　

但

取
替
の
上

一
両
種　

藤
兵
衞
殿
よ
り

一
肴
一
折　

い（
伊
地
知
）

知
々
宗
助
殿
よ
り

右
ニ

付
、
金
子
百
疋

但

支
度
替
の
節　
　

所
ニ
而

十
月
十
七
日

一
肴
一
折　

湯
地
市
兵
衛
殿
よ
り

　
　

昨
日
参
り
、
今
日
進
上
、
使
を
以
金
子
百
疋
遣
候

一
御
布
様
御
方
、
此
方
例
勤
之
面
々
御
出
馬
之
節
、
当
務
ニ
而

御
供
被
仰
付
候
間
、
以
来
与
頭
・
小
頭
勤
不
被
仰
付
段
、
龍

岡
次
右
衛
門
御
取
次
被
仰
出
候
条
、
此
段
与
頭
幷

小
頭
両
御

方
御
近
習
役
江

被
仰
渡
候

 

北
郷
伴
兵
衛

 

取
次

卯

十
月
十
日　
　
　
　
　

神
田
四
郎
兵
衞

十〻
月〻
十〻
八〻
日〻

一
大
鐘
時
分
よ
り
、
北
郷
新
太
郎
夜
咄
と
し
て
奥
宿
江

召
呼
、

召
荷
の
肩
衣
被
呉
候

十
月
十
八
日

一
暮
よ
り
左
太
夫
殿
、
新
七
殿
一
例
、
大
学
な
り

一
江
戸
大
地
震
ニ
而
、
上
御
屋
鋪
御
殿
廻
、
其
外
及
破
損
ニ

、

御
栖
居
難
被
為
成
、
御
惣
方
様
、
渋
谷
御
屋
し
き
江

御
仮
栖

居
、
右
ニ

付
明
日
御
機
嫌
伺
■

十
月
十
九
日
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一
召
荷
羽
織
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峰
探
隠

一
青
銅
二
百
疋　
　
　
　
　
　

　

右
者

去
月
・（

マ
マ
）・

北
郷
新
太
郎
同
道
ニ
而

、
東
郷
一
介
所

新
・（

マ
マ
）・

画
書
写
と
し
て
出
府
、
右
相
済
、
先
日
よ
り
高
然
暉

流
山
水
、
其
外
度
々
書
方
に
及
挨
拶
致

一
刻
煙
草　

四
拾
包

右
者

新
七
殿
白
煙
硝
方
見
聞
役
勤
ニ
而
、
私
領
江

廻
勤
と
今

日
よ
り
、
右
ニ

付
旅
用
と
し
て
遣
也

一
火
羽
職
一
、
江
戸
注
文
、
青
ら
シ
ヤ

右
者

宗
八
郎
江

ゆ
つ
り
置

十（
マ
マ
）廿

日

一
七
ツ
後
、
杉
田
九
左
衛
門
殿
・
林
庄
之
助
殿
参
り
、
吸
物
三

ツ
、
硯
ふ
た
二
面
、
丼
三
ツ
、
鍋
之
物
、
小
丼
物
、
宗
和
料

り
、
後
菓
子
高
ら
い
も
ち
、
半
よ
り
村
田
八
郎
・
種
子
田
聞

五
召
呼

一
肴
一
折　

九
左
衛
門
殿
よ
り

十
月
廿
一
日

一
久
保
田
新
次
郎
殿
、
今
日
都
講
被
仰
付
候
由

十
月
廿
二
日

一
七
ツ
後
、
東
次
郎
左
衛
門
殿
、
種
子
島
次
郎
右
衛
門
殿
参
り
、

吸
物
、
切
足
、
盃
一
通
支
度
替
ノ
上
吸
物
二
ツ
夜
食
盆
、
取

肴
、
惣
菓
子
、
夜
食
ハ
宗
和
料
り
、
後
菓
子
迄　
　
　

、
北

郷
四
郎
右
衛
門
・
肥
田
孫
三
・
隈
元
隆
蔵
・
宗
八
郎
殿
・
具

熊
殿
暫
被
出
也

一
両
種
、
右
両
人
ヨ
リ
、
初
而
ニ
付

一
金
子
三
百
疋
ツ
ヽ
、
両
人
江

盃
の
上

一
北
郷
四
郎
右
衛
門
、
交
代
と
し
て
今
朝
出
府

一
北
郷
新
太
郎
帰
帆

一
昨
日
の
事

一
肝
付
尚
五
郎
殿
、
小
松
家
江

引
越
ニ

付
、
両
種
御
遣
し
■
■

■
■

十
月
廿
四
日

一
大
鐘
時
分
よ
り
四
郎
右
衛
門
旅
亭
江

咄
と
し
て
参
ル
、
今
度

出
府
■
■
、
当
詰
ハ
初
而

参
り
候
ニ

付
、
茶
菓
子
、
吸
物
壱

ツ
、
取
肴
一
通
り
、
孫
三
ニ

モ
召
呼
也

一
両
種
重
信
安
五
郎
両
人
、
宗
八
郎
殿
江

当
御
役
御
礼
と
し
て

奥
ニ

て
披
き
、
青
銅
百
疋
拝
領
、
具
熊
殿
へ
ハ
別
段
上
ケ
候

■　
　

十
月
廿
五
日

一
八
郎
母
大
病
■之

段

申

来

■
■
、
青
銅
三
■
百
疋
相
中
よ
り

一
八
郎
母
病
気
之
段
申
来
、
暇
ニ

付
、
青
銅
百
疋
、
菓
子
、
鮨
、

嶌　
　

晒
し
絣

宮
之
城

花

岡
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茛
相
詰
拝
領

十
月
廿
六
日

一
御
か
つ
様
、
今
暁
七
ツ
過
爰
元
江

御
着
、
今
朝
御
船
下
り
、

但

黒
木
御
下
り
ニ

付
御
出
府

一
五
平
太
交
代
と
し
て
差
越
ニ

付
、
役
所
代
と
し
て
御
船
江

召

被
側
候
也

一
交
代
五
平
太
・
佐
角
・
弥
東
次
・
孫
四
郎
・
可
悦
、
在
府
之

碓
太
郎

一
宗
八
郎
方
軍
兵
衛
・
才
七
・
仁
右
衛
門
・
隆
助
・
卯
介
・
万

兵
衛

一
五
ツ
時
よ
り
於
犬
追
物
場
ニ

祝
、
大
身
分
以
下
寄
合
並
以
上
、

諸
役
人
限
調
練
稽
古
物
見
と
し
て
、
平
服
、
馬
ニ
而
罷
出
、

控
所
者

鎗
稽
古
所
、
尤
図
書
殿
・
又
六
郎
殿
ニ

モ
御
出
、
九

ツ
後
帰
り

一
彦
十
郎
・
弥
九
郎
・
与
兵
衛
、
四
十
日
稽
古
暇

十
月
廿
七
日

一
七
ツ
後
、
東
郷
家
江

弓
稽
古
、
鳥
渡
新
納
家
江

咄
と
し
て
宗

八
郎
殿
・
左
太
夫
も
同
道
、
四
ツ
後
帰
宅

一
左
太
夫
殿
、
江
戸
詰
承
知
ニ

付
、
父
子
弓
両
種
遣
也

十
月
廿
九
日

一
四
ツ
半
切
よ
り
並
家
申
合 

　
　

、
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
ニ

モ　

玉
里
物
見
と
し
て
参
、
八
ツ
後
帰
る
、
尤
平
服
、
嶌
の

り
、
袴
ニ
而
候
付
、
座
袴
申
越
支
度
替
、
尤
岸
喜
右
衛
門
殿

都
合
頼
入
相
成
、
左
候
而

、
御
殿
詰
合
之
御
役
々
江

、
酒
幷

東
道
盆
、
宮
之
城
・
花
岡
相
中
よ
り
遣
也

一
七
ツ
後
、
大
炮
船
見
物
江

参
、
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
同
手
ニ

而
参
ル
、
一
介
父
子
・
四
郎
右
衛
門

一
茶
一
壺　

船
中
之
役
々
江

遣
也

一
龍
岡
小
八
郎
、
三
番
与
頭
被
仰
付
、
御
礼

一
種
子
田
聞
五
・
折
津
甚
太
夫
・
九
左
衛
門
殿
よ
り
申
極
、
悉

伝
授
有
之
届
有

　
　
　
　

覚

御
屋
敷
中
若
輩
之
者
共
余
多
罷
居
候
得
共
、
未
手
習
等
も
獲

得
不
為
仕
、
親
々
共
ニ

も
至
而

込
入
仕
合
御
座
候
間
、
下
台

ニ
而
手
習
稽
古
被
仰
付
、
学
問
稽
古
出
府
之
人
江

指
南
方
被

仰
付
、
四
ツ
時
よ
り
出
情
候
様
被
仰
付
度
、
此
段
御
伺
申
上

候　

十
月
十
七
日　

村
田
八
郎

右
於
都
城
御
伺
相
出
候
処
、
伺
通
被
仰
付
候
、
役
所
問
合

十
一
月
二
日

一
肴
代
金
百
疋　

一
茶
半
斤

宮
之
城

花

岡
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右
者

竹
之
下
覚
左
衛
門
殿
、
き
し
の
絵
頼
入
挨
拶
也

霜
月
三
日

七
ツ
後
よ
り
通
り
御
見
物
と
し
て
、
役
所
二
階
江

御
か
つ

様
・
於
治
と
の
・
於
尋
と
の
、
四
郎
右
衛
門
よ
り
酒
肴
進
上
、

晩
景
よ
り
我
等
ニ

も
参
ル
、
四
ツ
後
帰
ル

十
一
月
五
日

一
七
ツ
後
よ
り
心
影
流
師
家
鈴
木
弥
東
次
殿
・
大
嶋
流
白
尾
家

後
見
蓑
田
源
左
衛
門
殿
召
呼
、
一
介
・
猪
右
衛
門
、
吸
物
三

ツ
、
料
り　

、
後
菓
子
迄
出
、
其
内
四
郎
右
衛
門
・
小
六
・

小
十
郎
ニ

も
出
ル
也

一
肴
一
台
ツ
ヽ
、
右
両
人
よ
り

一
金
子
三
百
疋
、
弥
東
次
殿
江

盃
之
上

一
金
子
二
百
疋
、
源
左
衛
門
殿
江

同
断

一
白
尾
金
左
衛
門
殿
江

も
被
参
候
様
申
入
候
処
、
痛
所
ニ

付
断

ニ

及
、
今
日
之
品
ニ

モ
仕
込
承
候
て
、
一
菓
子
、
一
硯
蓋
物
、

一
茶
、
一
差
身
、
樽
八
盃
相
添
遣
也
、
尤
先
生
事
老
体
、
且

中
気
有
之
由
ニ
而
、
後
日
招
き
得
無
覚
束
候
間
、
右
通
也

十
一
月
六
日

一
豊

（
島
津
久
宝
）

後
殿
御
下
り
ニ

付
、
八
ツ
過
よ
り
御
か
つ
様
・
我
等
両
人

ニ

も
参
り
、
晩
五
ツ
後
時
分

十
一
月
七
日

一
表
江

左
太
夫
殿
外
ニ

三
、
四
人
被
参
、
奥
江

四
郎
右
衛
門

殿
・
哲
五
郎
殿
よ
り
、
左
候
而

央
よ
り
先
生
ハ
奥
江

被
参
、

奥
ニ
而
緩
々
咄
也
、
尤
御
か
つ
様
ニ

も
奥
宿
江

御
出
也

十
一
月
八
日

一
き
り
嶋
一
反

右
者

吉
左
衛
門
殿
よ
り
、
白
泉
之
欽
中
八
仙
家
十
六
枚
貰
候

ニ

付
、
挨
拶
也

九
日

一
七
ツ
後
よ
り
東
郷
家
よ
り
新
納
家
江

噺
と
て
参
也
、
尤
先
生

同
道
也十

一
月
十
日

一
宰
相
様
御
事
、
今
日
八
ツ
後
御
下
着
、
御
通
り
候
節
ハ
、
物

見
の
下
江

御
か
つ
様
・
於
治
と
の
ニ

も
よ
り
、
我
ら
上
下
側

の
衆
、
皆
上
下
御
通
相
済
見
計
ヲ
以
、
御
本
丸
江

御
祝
儀
と

し
て
登
城
也

一
過
日
替
一
郎
右
衛
門
大
病
ニ

付
、
軍
兵
断
暇
也
、
尤
宗
八
郎

殿
よ
り
青
銅
百
疋

十
一
月
十
三
日

一
七
ツ
時
よ
り
喜
入
江

参
候
様
ニ

と
の
事
ニ
而
、
御
か
つ
様
・

宗和
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我
等
両
人
参
、
夜
四
ツ
過
帰

右
ニ

付
、
酒
、
東
道
盆
為
持
候

十
五
日

一
益
満
与
左
衛
門
殿
今
日
罷
下
り
ニ

付
、
伺
ニ

付
肴
一
台
、
父

子
よ
り十

一
月
十
六
日

一
七
ツ
後
よ
り
立
野
様
江

御
か
つ
様
、
我
等
両
人
参
ル

右
ニ

付
東
道
盆
、
酒
為
持
候

霜
月
十
七
日

一
藤
井
藤
五
医
師
寄
勉
ニ
而
候
所
御
断
申
出
、
御
免
、
右
代
蛯

原
俊
才
江

被
仰
付
段
、
都
城
よ
り
問
合
役
所
江

申

尤
断
之
儀
、
先
日
内
輪
江

付
申
出
候
得
共
、
頭
被
仰
付
候

処
江

申
出
候
様
申
達
ル
也
、
俊
才
江

慶
勤
申
付
候

十
一
月
十
八
日

一
酒
ハ
一
、
取
肴
二
重
、
福
留
仲
太
郎

右
者

矢
之
根
頼
入
候
儀
、
硯
水
と
し
て
遣

但

頭
役
所
江

申
、
台
所
江

手
当

十
一
月
廿
日

一
八
ツ
後
よ
り
於
舞
台
、
足
軽
・
小
者
・
中
間
、
柔
術
稽
古
現

致
師
与
力
長
瀬
龍
蔵
高
弟
御
小
姓
与
久
保
田
正
兵
衛
、
与
力

杉
田
半
左
衛
門
、
上
同

黒景〻
田
次
右
衛
門
ニ

も
召
■呼

、
茶ハ

ザ

合

祝
相
済
、
御
休
息
所
目
通
ニ
而　

 

龍
蔵
江

詰
、
織
縞
一
反

　
　

相
添
、
外
三
人
江

客
招
所
ニ
而

木
綿
縞
一
反
ツ
ヽ
出

候
、
左
候
而

留
主
居
宿
ニ
而
、
一
吸
物
一
鉢
、
一
硯
ふ
た
、

一
吸
物
ミ
そ
、
一
丼
二
ツ
、
一
小
丼
五
ツ
、
一
鍋
物
、
一
茶

漬
平
載
付
、
一
後
菓
子
高
麗
も
ち
地
走
也

一
白
も
め
ん
一
反
ツ
　ヽ

皆
表
よ
り

右
、
与
三
八
・
嘉
兵
衛
・
蔵
左
衛
門
・
休
右
衛
門
・
才
蔵
・

碓
蔵
江

稽
古
衣
裳
と
し
て

一
平
服
ニ
而
宗
八
郎
殿
も
平
服
、
現
所
ハ
正
月
二
日
稽
古
初
出

座
之
処
よ
り

一
北
郷
四
郎
右
衛
門
も
稽
古
之
節
ハ
、
座
末
■
よ
り
致
拝
見

一
去
ル
十
六
日
之
事
、
重
冨
御
・

（
マ
マ
）方

着
袴
且
御
・

（
マ
マ
）女

御
ひ
も
と

き
ニ

付
、
両
種
い
つ
れ
も
よ
り

一
大
鐘
時
分
、
倉
山
右
八
郎
殿
・
木
脇
藤
渕
殿
・
御
か
つ
様
御

方
江

、
尤
先
日
よ
り
市
帰
り
掛
、
鳥
と

（
渡
）

藤
渕
殿
同
道
ニ

参
ル

と
の
約
束
ニ
而

十
一
月
廿
一
日

一
北
郷
彦
右
衛
門
事
・（

マ
マ
）・

御
用
人
勤
御
役
料
高
、
御
格
之
通
承

知
ニ

付
御
礼
状
来
ル

鴨
居

之
下

裏
銀
掛

木

綿
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十
一
月
廿
二
日

一
八
ツ
後
川
上
八
郎
左
衛
門
殿
初
門
弟
二
才
衆
拾
人
計
、
宗
八

郎
殿
方
江

揃
有
之
、
地

（
馳
）

走
仰
之
通
半
よ
り
、
我
等
ニ

も
参
也

一
屋
敷
中
武
芸
星
帳
毎
月
可
見
候
旨
、
四
郎
右
衛
門
江

申
出
ル
、

五
平
太十

一
月
廿
三
日

一
小
杉
丹
兵
衛
御
用
之
儀
ニ

付
出
府
被
仰
付
、
御
用
ハ
御
と
う

様
御
隠
居
、
我
等
江

家
督
被
遊
御
譲
段
、
承
知
致
候
ニ

付
、

翌
日
御
返
・

（
マ
マ
）申

上
ル
ニ

ハ
、
父
上
様
よ
り
被
仰
下
候
趣
委
細

致
承
知
、
誠
ニ

当
惑
之
次
第
ニ
而
篤
と
相
考
候
処
、
我
等
ニ

も
未
年
輩
も
不
至
、
誠
ニ

御
家
政
向
之
儀
万
端
不
被
馴
事

候
得
者

、
何
卒
当ト

フ
（
主
カ
）

種
者

当
分
之
通
ニ
而
被
為
成
御
座
被
下
、　

御
隠
居
之
儀
、
此
涯
被
思
召
、
止
被
下
度
強
而

奉
願
候
間
、

宜
可
申
上
候
様
に
と
の
趣
也

一
右
丹
兵
衛
御
使
之
節
御
口
上
ニ

ハ
・

（
マ
マ
）メ

辞
対

（
退
）

も
可
有
之
候
得

と
も
、
是
非
御
受
有
之
候
様
ニ

と
の
事
ニ
而
、
此
度
其
ま
ゝ

ニ
而
罷
帰
候
へ
ハ
、
又
々
直
ニ

御
遣
し
相
成
可
候
間
、
是
非

ニ

御
受
有
之
候
様
ニ

と
の
事
ニ

候
間
、
丹
兵
衛
も
、
右
御
辞

対
申
上
候
事
ハ
、
以
書
付
御
申
上
候
、
右
御
返
向
ニ

ハ
、
是

非
御
受
之
処
申
上
候
様
ニ

と
の
事
ニ

、
先
ハ
御
受
申
上
置
候

一
右
之
御
願
書
も
来
月
十
二
日
ニ

ハ
差
上
ル
筈
候
処
、
新
納
家

御
存
寄
ニ
而

黒
木
御
上
り
後
、
差
免
方
・（

マ
マ
）・

ニ
而

宜
敷
と
の

事
、
四
人
相
控
へ
の
由

一
弓
式
日
、
左
太
夫
殿
門
弟
五
、
六
人

一
矢
の
ね
一
手
、
龍
岡
五
平
太
三
ツ
的

一
平
山
一
郎
右
衛
門
殿
、
明
日
陸
地
よ
り
罷
帰
也

一
着
古
馬
の
は
か
ま
一
、
木
脇
藤
渕
へ
依
願
遣
也

霜
月
廿
五
日

一
八
ツ
時
よ
り
郷
原
先
生
、
吉
田
次
郎
四
郎
殿
外
二
人
招
ク
、

宜
頃
寄
合
、
吸
物
三
ツ
、
取
肴
、
惣
菓
子
、
茶
漬
拝
、
亭
主

振
哲
五
郎
殿
・
中
抑
衆

一
両
種
、
先
生
父
子
よ
り

一
肴
一
台
、
次
郎
四
郎
殿
よ
り
初
而

被
参
ニ

付

一
白
紬
一
反
、
裏
添　

紙
受
台
江

盃
之
上
、
先
生
江

一
金
子
百
疋
付
目
六
、
目
録
受
台

次
郎
四
郎
殿
へ

一
百
田
紙
二
十
帖

右
清
之
助
殿
へ
、
今
日
ハ
風
引
ニ
而
先
生
江

披
露
致
也

一
我
等
平
服
ニ
而
盃
の
上
支
度
替
也
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十
一
月
廿
七
日

一
金
子
五
百
疋　

福
留
仲
太
郎

右
矢
之
根
半
腰
成
就
相
成
、
右
通
謝
礼

但

矢
之
根
半
腰
料
壱
両
壱
部
極
之
由
、
此
家
ニ

は
か
ね
召

下
ケ
候
ニ

付
、
其
賦
を
以
望
置
候
両
種
被
呉
候
様
に
と
の

趣
ニ

て
、
は
か
ね
差
引
無
ニ
而
、
極
候
通
五
百
疋
被
呉
候

也

一
東
郷
家
弓
帰
り
掛
、
新
納
家
江

先
生
同
道
也　
　

霜
月
廿
八
日

一
鑓
一
本　

一
十
文
字
一
本　

福
留
仲
太
郎
江

頼
入
、
村
田
八

郎
首
尾
也

霜
月
廿
九
日

一
四
ツ
前
よ
り
山
村
場
江

馬
ニ
而
参
、
樺
山
伊
織
殿
・
先
生
父

子
・
嶋
津
左
膳
殿
・
哲
五
郎
殿
・
吉
田
次
郎
四
郎
殿
・
竹
迫

矢
兵
衛
・
千
田
伝
左
衛
門
・
佐
土
原
郷
左
衛
門
殿
・
市
来
百

次
殿
・
東
郷
一
介
・
志
々
目
弥
東
次
・
深
川
藤
一
郎
、
郷
原

家
役
人
甑
島
郷
士
桐
原
壮
次
郎
、
二
十
六
筒
此
方
企
ニ
而
候

間
、
茶
ニ

二
ツ
、
重
一
組
、
鍋
之
物
持
参
申
候

十
一
月
晦
日

一
豊
後
殿
・
駿
河
殿
、
今
八
ツ
後
御
退
出
掛
よ
り
咄
と
し
て
御

か
つ
様
御
方
へ
御
出
、
御
茶
一
ツ
ニ
而
支
度
替
、
宗
和
料
り

我
等
平
服
、
左
太
夫
江

相
伴
、
後
菓
子
高
麗
も
ち
相
済
、
御

か
つ
様
方
御
出
、
哲
五
郎
様
七
ツ
後
よ
り
御
出
、
坂
元
権
之

丞
殿
・
恩
田
甚
蔵
殿
・
上
村
十
左
衛
門
殿
・
渋
谷
休
あ
ミ

殿
・
一
介
・
権
右
衛
門
、
右
江

ハ
控
所
ニ

て
、
昼
後
菓
子
出

ル
、
相
済
、
座
江

被
参
、
宗
和
吸
物
右
台
所
ニ
而
、
御
吸
物
、

平
吸
物
、
惣
菓
子
、
鍋
之
物
、
小
丼
物
、
口
取
吸
物
催
促
、

外
丼
類
例
の
通

一
作
太
夫
江

モ
申
遣
候
処
断
也

一
四
郎
右
衛
門
出
ル

一
両
種
、
黒
木
新
納
家
よ
り

但

黒
木
よ
り
ハ
か
る
か
ん
一
箱
相
添

一
木
脇
藤
渕
殿
江

先
日
袴
之
礼
有

一
肴

［

一
］

台
、
右
同
人
よ
り
、
庭
鳥
ハ
先
日
日
置
江

被
参
候
由
ニ

而
土
産
之
由

　
　
　

十
二
月
朔
日

一
五
ツ
時
、　

宰
相
様
江

御
目
見
ニ

付
、
御
本
丸
江

登
城
也

　
　
　

十
二
月
二
日

一
今
日
演
武
館
上
射
納
之
唱
聞
、
打
切
よ
り
登
城
之
備
ニ
而
参
、

弓
場
左
脇
江

控
所
付
調
座
之
間
二
枚
敷
位
、
雨
覆
幕
張
三
建
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共
致
候
而

、
七
ツ
前
帰
宅

一
右
ニ

付
、
弁
当
、
茶
庫
重
一
組
、
飯
、
取
肴
、
し
や
れ
ど（

豆
腐
）ふ

菓
子
ニ

付
、
矢
之
根
一
手

一
川
上
藤
次
郎
殿
、
キ
ン
的
幷

四
半
束
矢
、
津
留
八
左
衛
門
殿

た
ふ
当
束
矢
ニ

付
、
弓
弦
五
掛
、
右
人
者

東
郷
家
門
弟
馴
遣

候
外
ニ

も
有
之
候
得
共
、
上
納
之
節
ハ
不
及
其
儀
候
、
先
生

よ
り
沙
汰
也

一
今
日
射
納
に
付
此
方

一
暮
過
よ
り
左
太
夫
殿
外
三
、
四
人
夜
咄
と
し
て
被
参
候

　
　
　

十
二
月
五
日

一
御
か
つ
様
、
九
ツ
後
御
乗
船
御
帰
り

一
五
平
太
事
、
此
今
日
御
帰
ニ

付
、
役
所
代
と
し
て
御
供
也

一
納
所
万
兵
衛
御
供
俊
才
ニ

ハ
福
山
迄
同
道

一
財
部
彦
十
郎
・
堤
矢
九
郎
・
津
留
与
兵
衛
、
稽
古
方
と
し
て

罷
居
、
今
日
出
帆

一
木
め
ん
縞
一
反
ツ
ヽ
、
蔵
左
衛
門
・
休
助
江

同
裏
相
添
、
円

蔵
江

　
　
　

同
月
六
日

一
武
玄
広
殿
・
有
田
玄
硯
殿
・
肱
岡
宗
哲
へ
馳
走
、
吸
物
寄
合
、

盃
之
上
、
白
紬
一
反
ツ
ヽ
裏
相
添
、
七
日
迄
ニ
而
後
留
守
居

宿
地
走
也

一
肴
一
打
休
悦
跡
頼
宗
哲
初
而

参
候
故

一
万
兵
衛
御
供
ニ
而
帰
り
仲
蔵
一
人
故
、
彦
四
郎
共
寄
役

　
　
　

十
二
月
七
日

一
今
晩
十
郎
・
小
六
・
小
十
郎
・
八
郎
、
表
江

夜
咄
と
し
て
相

伴
、
庭
鳥
汁
、
酒
呉
候

一
鮮
鯛
二
尾

　

右
安
藤
作
之
丞
殿
よ
り
、
子
細
ハ
先
日
御
軍
役
方
書
役
内
願

有
之
候
由
ニ

付
、
八
郎
左
衛
門
殿
江

被
参
、
我
等
江

口
添
致

呉
候
様
相
頼
、
八
郎
左
衛
門
殿
よ
り
直
ニ

形
行
被
申
筈
之
由

ニ

候
得
共
、
御
用
之
儀
も
有
之
、
其
儀
不
調
候
間
、
打
ふ
し

北
郷
十
郎

参罷〻
居
候
ニ

付
、
右
之
形
行
申
候
様
出
願
候
有〻
之〻
由
、

罷
帰
り
申
候
、
右
ニ

付
、
形
行
留
守
居
よ
り
作
太
夫
殿
江

申

置
候
と
の

候
よ
し

申〻
置〻
、
ニ〻
而〻
候〻
処〻
、
去■

ル■

六
日
承
知
有
之
候
ニ

付
、

御
礼
と
し
て
肴
一
折
貰
也

　
　
　

十
二
月
八
日

一
風
引
気
分
ニ

付
引
入
也

　
　
　

十
二
月
十
日

一
今
朝
渡
築
出
願
ニ

付
、
三
原
藤
五
郎
殿
其
外
御
役
々
見
分
之

段
、
役
人
よ
り
申
也

然　

処



- 51 -

一
召
荷　

わ
た
入
一　

可
悦
江

一
藤
井
助
太
郎
交
代
と
し
て
陸
よ
り
参

十
二
月
十
一
日

一
召不

供

荷
袴
一　

肥
田
碓
太
郎
江

一
次
左
衛
門
一
例
、
儀
兵
衛
一
例
、
新
五
郎
交
代
と
し
て
陸
地

小
丹
よ
り
参
着

一
堤
佐
角
一
例
、
軍
兵
衛
一
例
、
帰
帆

十
（

マ

マ

）
月
十
四
日

一
不
例
ニ

付
、
夜
前
九
ツ
過
杏
送
出
、
出
府
、
今
朝
伺
有

一
暮
よ
り
宗
八
郎
殿
宿
ニ
而
義
臣
伝
有
、
此
側
之
衆
モ
読
方
、

夜
食
ぞ
ふ
水

一
表
方
ニ

モ
義
臣
伝
有
、
夜
食
か
ゆ
遣
し
候

　
　
　

十
二
月
十
六
日

一
前
田
弥
左
衛
門
事
、
東
家
剣
術
亡
親
彦
左
衛
門
伝
来
之
通
皆

伝
い
た
し
候
旨
届
有
り

　
　
　

十
二
月
十
八
日

一
夜
前
八
ツ
過
よ
り
伊
勢
家
出
火
、
御
本
亭
ノ
分
惣
而

焼
失
、

我
等
不
例
ニ
而

、
宗
八
郎
名
ニ
而

出
馬
、
黒
木
・
花
岡
・
日

置
見
舞
、
南
林
寺
ニ

ハ
八
郎
初
出
張

一
重
三
ツ　

一
く
り　

一
さ
し
ミ
取
肴　

一
茶　

一
酒
一
樽

　

右
、
伊
勢
家
へ
尋
と
し
て
遣
也

一　
　

十
二
月
廿
一
日

一
太
守
様
御
儀
、
先
達
而

大
鑑
炮
器
類
御
献
上
ニ

付
、
先
月
廿

五
日
御
登
城
御
目
見
御
手
自
御
差
之
御
大
小
被
遊
御
拝
領
、

且
以
思
召
菓
子
御
頂
戴

■
、
右
ニ

付
、
今
日
御
祝
儀
申
上

之
筈
候
得
と
も
、
不
快
故
無
登
城

一
肴
一
折　

鯛
二
尾　
　
　
　
　
　
　

有

平
佐
役
人

田
沢
右
衛
門

　

右
大
工
召
例

（
列
カ
）、

奥
書
院
拝
見
、
仲
蔵
案
内
ニ
而
罷
通
、
右
ニ

付
貰
也

一
両
種　

郷
原
家
元
服
ニ

付
遣
也

宜
ト
改
名
之
由

一
同
八
次
郎
殿
二
男
御
目
見
ニ

付
遣
也

　
　
　

十
二
月
廿
二
日

一
前
夜
、
平
太
左
衛
門
交
代
出
府

　
　
　

十
二
月
廿
三
日

一
北
郷
四
郎
右
衛
門
帰
帆
、
皆
呼
也

　
　
　

十
二
月
廿
五
日

一
紬
一
反　

裏
絹
相
添

　

右
杏
蔵
江

暇
ニ

付

一
青
銅
百
疋
、
伊
兵
衛
書
物
方
へ
呼
候
ニ

付
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一
真
米
壱
石　

箭
七
郎
殿
、
所
帯
難
渋
ニ

付

　
　
　

十
二
月
廿
八
日

一
御
と
の
様
御
沙
汰
ニ

付
、
功
雄
雷
神
江

長
峯
仲
蔵
を
以
代
参
、

金
子
百
疋
進
納

　
　
　

先
日
ノ
事

一
金
子
五
百
疋
、
つ
む
き
裏
相
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
郷
清
左
衛
門
江

一
青
銅
千
五
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
山
政
左
衛
門
江

一
青
銅
三
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
木
田
矢
兵
衛
江

　

右
ハ
森
永
茂
左
衛
門
御
米
申
受
、
代
銀
上
納
遅
滞
ニ
及
、
肝

煎
方
首
尾
致
挨
拶

一
青
銅
百
疋　

山
下
半
之
丞

　

右
、
先
日
さ
と
ふ
車
不
申
請
ニ

付
、
高
隈
江

美
代
良
八
殿
随

身
ニ
而
参
、
且
明
観
寺
住
持
食
代
一
拝
旁
せ
は
ニ

及
右
役
所

新
太
郎
よ
り
断
申
上
候
と
の
事

一
類
調
様
御
事
、
及
御
老
年
役
宰
相
様
縮
緬
二
巻
、
今
日
御
登

城
之
上
御
拝
領
、
且
御
酒
迄
も
御
頂
キ
ノ
由

一
真
米
一
表
、
青
銅
弐
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塔
与
藤
次

　
　
　
　
　
　
　
　

木
佐
貫
甚
七

　

右
難
渋
之
由
ニ

救
置

安
政
三
年
丙
辰
正
月
よ
り

元
日

一
七
ツ
後
年
頭
祝
ひ
不
例
ニ

付
、
衆
之
中
ニ
而
寄
合
、
於
治
と

の
・
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
也

右
ニ

付
、
中
抑
ハ
後
日
か
へ
置
也

正
月
二
日

一
歳
二
十
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
木
祐
蔵

右
十
助
代
と
し
て
出
ル
也

同
月
四
日

一
正
福
寺
真
珠
、
大
岩
田
口
取
中
小
山
田
金
五
、
赦
免
与
長
友

源
太
郎
御
裁
許
方
よ
り
御
用
之
儀
ニ

付
着
し
尋
也

三
日
の
事

一
昨
日
弓
初
ニ
而
宗
八
郎
殿
・
具
熊
殿
被
参
、
百
疋
付
目
六
百

ニ
而
遣
候

一
右
ニ

付
、
都
城
よ
り
五
人
参
候
ニ

付
、
近
習
所
ニ

お
ひ
て
酒
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断
申
候同

月
五
日

一
月
柄
矢
数
、
孫
三
江

、
矢
初
其
外
昨
日
参
候
五
人
、
其
外
表

内
輪
の
人
数
執
行
精
進
な
し
、
近
習
所
ニ
而
頂
き

一
川
上
家
始
付
宗
八
郎
殿
別
段
百
疋
被
遣
也

七
日

一
此
方
馬
の
り
初
ニ

付
、
川
上
家
一
例
被
参
、
宗
八
郎
殿
宿
ニ

而
料
り
迄
軽
く
出

正
月
十
一
日

一
鏡
ニ

申
候
餅
、
旧
規
我
ら
の
し
目
給
事
、
政
服

十
五
日

一
八
ツ
後
、
扶
持
本
役
同
断　

俊
才

一
有
田
泰
玄
、
東
郷
家
伝
書
引
渡
也

一
持
田
家
へ
上
原
五
藤
太
郎
、
河
合
一
藤
太
・
種
子
田
十
五
入

門
一
金
子
三
百
疋

右
先
達
而

よ
り
武
田
直
左
衛
門
稽
古
と
し
て
差
越
居
、
病
煩

付
快
気
之
程
相
不
見
得
■
段
、
四
郎
申
出
、
右
ニ

付
四
郎
存

寄
ニ

ハ
極
々
難
渋
之
物
ニ
而
候
間
、
右
通
袖
銀
之
内
よ
り
拝

領
ハ
何
様
可
有
御
座
候
哉
申
候
而

其
通
申
度
也
、
但

金
子
ハ

助
太
郎
持
参
り
宿
宅
こ
と
迫
り
病
抱
之
人
へ
相
渡
し
、
極
内

分
呉
候
段
申
達
候
由
ニ

付
、
別
段
御
礼
ニ

及
ハ
ス
申
後
候

右
金
子
ハ
払
帳
ニ

モ
付
不
置
候
段
申
也

同
月
十
二
日

一
武
田
直
左
衛
門
病
気
難
渋
之
由
ニ

付
、
真
米
壱
表
、
青
銅

三
百
疋
表
よ
り
、
内
実
ハ
大
病

一
北
郷
四
郎
右
衛
門
事
、
北
郷
彦
右
衛
門
家
訳
罷
在
、
麁
流
之

儀
も
嫡
家
ニ

準
候
様
、
去
ル
十
五
日
承
知
之
由

万
延
二 

三
月
ヨ
リ
改
元

文
久
元

一
松
本
馬
場
居
住
松
下

才才〻
四
郎
男
子
荘
助
、
酔
狂
数
年
之
臑
勢

居
申
付
ニ

由
弥
一
郎
よ
り
聞
願
ニ
而
候

万
延
二
月

一
四
月
・（

マ
マ
）・

夜
祢
占
伊
十
郎
所
へ
ぬ
す
ミ
入
、
衣
於
取
、
早
川

へ
夜
々
頭
巾
を
着
シ
タ
ル
人
、
右
之
衣
ヲ
持
来
リ
、
シ
チ
ニ

入
、
早
川
之
名
前
ヲ
問
ニ

、
尾
崎
郷
兵
衛
と
云
■
、
後
日
人

相
尋
ニ

、
同
ニ
而
ハ
非
ス
、
タ
バ
カ
リ
者
之
由

一
之
由
午
昌
海
院
退
院

一
松
下
才
四
郎
事
、
肥
田
休
右
衛
門
所
堺
論
、
五
月
廿
一
日
夜
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右
人
キ
ド
休
右
衛
門
江

参
呉
候
様
呼
候
得
ど
も
、
不〻
出
候
由

弥
一
郎
呼

五
月
廿
三
日

一
別締

方

府
六
郎
、
廻
勤
有
川
左
之
進

　

右
三
、
四
日
、
次
新
太
郎
出
会
、
五
月
廿
四
日
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嘉
永
七 

八
月
よ
り 
紳
（
日
帳
）〈
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
〉　
写
真
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【
史
料
解
説
】

本
史
料
に
つ
い
て
ま
ず
形
態
か
ら
み
る
と
、
縦
七
・
三
㎝
、

横
一
〇
・
四
㎝
の
帳
簿
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
小
横
帳
（
横
半

帳
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
横
帳
と
比
較
す
る
と

か
な
り
小
さ
く
、
し
た
が
っ
て
判
読
が
困
難
な
ほ
ど
細
か
な
文

字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
可
能
な
大
き
さ
で
あ
り
、
実
際
、

鹿
児
島
と
都
城
の
往
来
時
の
記
録
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
携
帯
し

な
が
ら
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

表
紙
に
は
「
嘉
永
七 

八
月
よ
り
」
と
あ
り
、
中
央
に
「
紳
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
か
ら
記
述

さ
れ
た
も
の
で
、
表
紙
を
開
い
て
み
る
と
、
日
付
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
一
日
の
動
向
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
記
形

式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
日
記
の
筆
者
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
本
文
中
に
「
我

等
両
人
」
と
い
う
記
述
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
と
、
途
中
筆
跡
が

異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
人
の
手
で
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

筆
者
が
ど
う
い
っ
た
立
場
の
人
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
表
題

の
「
紳
」
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
「
紳
」
に
は
「
地
位
が
高
く

教
養
が
あ
り
、
人
格
が
す
ぐ
れ
た
人
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

小
学
館
）
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ま
た
「
紳
」
と
は
「
お
お
お

び
（
大
帯
）
」
の
こ
と
で
、
「
高
位
高
官
の
人
が
礼
装
に
用
い
た

大
き
な
帯
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
紳
を
帯

用
す
る
資
格
の
あ
る
人
。
高
位
高
官
の
人
、
地
位
・
教
養
の
備

わ
っ
た
人
。
ま
た
、
役
人
」
を
示
す
と
い
う
（
『
大
漢
語
林
』

大
修
館
書
店
）
。
都
城
島
津
家
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
意
味
を

認
識
し
て
お
り
、
自
ら
の
記
録
の
名
称
を
「
紳
」
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
領
主
以
外
で
は
家
老
級
の
役
人
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
家
老
と
な
っ
た
北
郷

新
太
郎
に
敬
称
を
付
け
て
い
な
い
と
い
っ
た
記
術
内
容
か
ら
も

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

記
録
さ
れ
た
期
間
は
、
嘉
永
七
年
八
月
八
日
か
ら
安
政
三
年

(

一
八
五
六)

正
月
十
二
日
ま
で
と
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）

四
月
と
五
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
安
政
二
年
八
月
六
日
の
後
に

一
四
丁
の
白
紙
が
あ
り
、
九
月
十
五
日
か
ら
記
述
が
再
開
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
嘉
永
七
年
は
十
一
月
二
十
七
日
に
改
元
さ
れ

安
政
元
年
と
な
っ
た
。

記
録
さ
れ
た
場
所
は
鹿
児
島
と
都
城
で
あ
り
、
家
臣
が
鹿
児

島
屋
敷
と
都
城
を
交
代
で
勤
務
し
て
い
た
事
実
を
具
体
的
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
れ
で
は
、
次
に
主
な
記
事
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た

い
。ま

ず
、
冒
頭
の
嘉
永
七
年
八
月

八
日
は
「
鹿
府
」
と
あ
り
、
鹿
児

島
で
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
こ
で
は
、
坂
元
伊
太
郎

ら
四
人
が
、
山
田
十
介
と
い
う
人

物
に
学
問
稽
古
の
た
め
に
入
門

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次

は
日
付
が
飛
ん
で
、
十
月
十
一
日

と
な
っ
て
、
日
付
の
下
に
「
都
城
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
か
ら
は
都
城
で
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
日
記
の
書
か
れ
た
場
所
と
期
間
に
つ
い
て
表
に
ま
と

め
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
の
嘉
永
七
年
八
月
八
日

は
鹿
児
島
で
書
か
れ
た
。
十
月
十
一
日
か
ら
翌
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
二
月
二
十
五
日
ま
で
は
都
城
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
日
ま
で
の
記
録
は
日
付
が
飛
び
飛
び
で
毎
日
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
し
て
次
の
記
録
は
「
三
月
七
日
ヨ
リ
鹿
府
」
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
か
ら
七
月
二
十
六
日
ま
で
、
日
記

の
筆
者
は
鹿
児
島
に
滞
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
期
間
は
、

日
付
が
飛
ぶ
こ
と
が
少
な
く
ま
め
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

七
月
二
十
六
日
、
筆
者
で
あ
る
「
我
等
二
人
」
は
、
朝
六
時

頃
に
都
城
へ
向
け
鹿
児
島
を
出
発
、
陸
路
を
通
行
し
暮
れ
過
ぎ

に
福
山
（
現
鹿
児
島
県
霧
島
市
福
山
町
）
に
到
着
し
た
。
こ
の
時
、

島
津
久
静
室
で
島
津
久
光
の
娘
で
あ
る
お
治
も
同
道
し
て
い
る
。

そ
し
て
翌
二
十
七
日
は
そ
の
ま
ま
福
山
に
滞
在
し
、
二
十
八
日

午
前
八
時
過
ぎ
に
福
山
を
出
発
、
途
中
通
山
（
現
鹿
児
島
県
曽

於
市
末
吉
町
）
で
休
憩
し
た
上
で
都
城
に
午
後
四
時
頃
到
着
し

た
。こ

の
後
一
四
丁
の
白
紙
と
な
り
、
九
月
十
五
日
か
ら
日
記
は

再
開
さ
れ
て
い
る
。
都
城
で
の
記
述
は
八
月
六
日
ま
で
で
、
こ

の
日
に
鹿
児
島
に
向
け
「
我
等
両
人
」・
宗
八
郎
（
島
津
久
致
・

久
本
四
男
）
・
具
熊
（
島
津
資
恭
・
久
本
五
男
）
等
と
そ
の
供

の
面
々
が
出
発
し
、
昼
に
通
山
で
休
憩
、
弁
当
を
食
べ
、
日
入

り
時
分
に
福
山
に
到
着
し
た
。
そ
の
日
の
午
後
八
時
頃
に
船
で

福
山
を
出
発
、
翌
朝
四
時
頃
に
鹿
児
島
に
着
船
、
屋
敷
に
は
午

前
六
時
頃
到
着
し
て
い
る
。

そ
の
後
は
安
政
三
年
一
月
十
二
日
ま
で
鹿
児
島
で
の
記
述
が

継
続
し
た
。
た
だ
、
日
付
が
飛
ん
で
記
述
さ
れ
た
末
尾
の
部
分

日記の書かれた場所と期間
期　　間 場所

嘉永7（1854）8/8 鹿児島
嘉永7（1854）10/11～安政2（1855）2/25 都城
安政2（1855）3/7 ～安政2（1855）7/26 鹿児島
安政2（1855）7/27 福山
安政2（1855）7/28 ～安政2（1855）9/15 都城
安政2（1855）9/16 ～安政3（1856）1/12 鹿児島
万延2（1861） ～文久元（1861） 不明
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つ
い
て
の
記
述
場
所
は
不
明
で
あ
る
。

記
述
さ
れ
た
内
容
で
特
徴
的
な
の
は
、
家
臣
の
文
武
稽
古
に

関
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
毎
月
二
十
五
日
に
子
ど
も

た
ち
に
「
大
書
字
会
」
、
毎
月
一
日
に
は
学
校
か
ら
詩
会
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
「
十
八
史
略
」
「
春
秋
左
氏
伝
」
「
大
学
」
「
元

明
史
略
」
「
赤
穂
義
臣
伝
」
等
の
読
書
会
や
講
義
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

武
芸
で
は
、
安
政
二
年
三
月
十
五
日
に
鹿
児
島
屋
敷
の
書
院

庭
で
開
催
さ
れ
る
、
槍
術
・
砲
術
・
剣
術
・
柔
術
等
の
式
日
の

日
程
が
記
さ
れ
、
数
々
の
武
術
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
よ
う
。
こ
の
式
日
と
は
別
に
、
同
年
三
月
十
六
日
に
は
槍
術

稽
古
、
三
月
二
十
二
日
に
は
神
影
流
と
示
現
流
の
見
分
、
四
月

十
五
日
に
は
吉
野
で
の
馬
追
、
六
月
十
八
日
に
は
鉄
炮
稽
古
、

同
月
二
十
日
に
は
砲
台
で
大
砲
打
ち
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

鉄
炮
稲
留
流
郷
原
家
へ
家
臣
一
五
人
が
入
門
を
命
じ
ら
れ
、
七

月
二
十
日
に
は
武
芸
に
励
む
家
臣
に
褒
美
と
褒
詞
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
安
政
二
年
七
月
九
日
に
は
、
都
城
簑
原

の
調
練
場
整
備
に
係
る
人
数
の
書
上
と
調
練
実
施
の
定
書
が
収

録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

鹿
児
島
で
は
藩
や
他
の
家
臣
の
情
報
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ

て
い
る
。
安
政
二
年
四
月
二
十
二
日
に
は
、
日
置
の
島
津
久
徴

が
藩
御
家
老
及
び
御
軍
役
方
、
同
年
六
月
二
十
七
日
に
は
大
口

地
頭
を
拝
命
し
た
こ
と
、
同
年
四
月
二
十
八
日
に
は
肝
付
尚
五

郎
（
後
の
小
松
帯
刀
）
が
御
小
姓
役
と
江
戸
詰
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
小
松
帯
刀
に
つ
い
て
は
複
数
の
記
載
が

み
ら
れ
、
五
月
十
八
日
に
は
江
戸
出
立
前
に
あ
い
さ
つ
に
来
た

こ
と
、
七
月
十
四
日
に
は
小
松
家
へ
の
養
子
入
り
が
決
ま
っ
た

こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
島
津
斉
興
が
江
戸
か
ら
鹿
児
島
へ
下
る
こ
と
、
安
政

二
年
十
一
月
十
日
に
鹿
児
島
に
到
着
し
、
都
城
島
津
家
で
出
迎

え
、
お
祝
い
の
挨
拶
の
た
め
に
登
城
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
江
戸
の
情
報
も
把
握
し
て
い
た
よ
う
で
、
安
政
二
年
十

月
二
日
に
江
戸
で
大
地
震
が
発
生
し
、
藩
の
屋
敷
も
被
害
を
受

け
た
こ
と
、
十
二
月
二
十
一
日
の
記
事
に
は
、
島
津
斉
彬
が
昇

平
丸
を
幕
府
に
献
上
し
、
将
軍
よ
り
大
小
の
刀
を
拝
領
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
史
料
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
幕
府
や
藩
の
動

向
、
都
城
島
津
家
に
よ
る
都
城
と
鹿
児
島
と
の
往
来
、
鹿
児
島

に
お
け
る
都
城
島
津
家
の
人
び
と
や
家
臣
の
動
向
を
具
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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№ 元号 年 西暦 月 日 場所 事　　項 備　考

1 嘉永 7 1854 8 8 鹿児島 坂元伊太郎ほか3名、山田十介方へ学問稽古入門

2 嘉永 7 1854 10 11 都城 ここから都城での記事

3 嘉永 7 1854 10 11 都城
毎月25日と今日が児輩の衆へ大書次会を申付け(以後、25日に字会の記
事頻出）

4 嘉永 7 1854 10 11 都城
毎月1日、学校から詩題を出し、その上で詩会あり、山田十介に採点を
依頼

5 嘉永 7 1854 10 25 都城 字会あり、採点は日高才助と蔭山吉次

6 嘉永 7 1854 10 26 都城
津曲彦兵衛と川上太郎左衛門、わがままによりそれぞれ梶山長谷寺と
明観寺へ寺入を命じられる

7 安政 1 1854 12 25 都城 北郷新太郎、役所本役承知(家老就任受諾）

8 安政 1 1854 12 25 都城 北郷良四郎、役所座詰受諾

9 安政 1 1854 12 26 都城 十八史略拝聞。小杉丹兵衛御近習役受諾

10 安政 2 1855 1 11 都城 龍岡左八郎、番頭座勤務を命じられる

13 安政 2 1855 3 7 鹿児島 今日より鹿府(鹿児島）

14 安政 2 1855 3 13 鹿児島
役所2階窓下の呉服店出しあるも停止。この店は北郷民左衛門在勤中
に賄賂にて出したものと聞く

15 安政 2 1855 3 13 鹿児島
屋敷中児輩の者の学読稽古計画も書物がないため、四書五経を大館
四郎と村田八郎が拝借し用意すると申し出あり

16 安政 2 1855 3 15 鹿児島

次の数字の日に、屋敷中の人びとが書院庭で武芸式日 
　1、6 朝　天真流　　　1、6 朝　柔術 
　2　  朝　砲術　　　　2、7 昼　示現流 
　2、7 晩　示現流　　  3、8 朝　心影流　 
  4、9 朝　鏡智流　　　5､10 朝　水野流

17 安政 2 1855 3 15 鹿児島 屋敷中の児輩の書物読、指南方は学問稽古にやってきた人

18 安政 2 1855 3 16 鹿児島 槍術稽古見分

19 安政 2 1855 3 15 鹿児島 児輩の勉強用として四書五経拝借 日付が前後

20 安政 2 1855 3 17 鹿児島 吉野において御当地(都城）6組調練、御家老が見分

21 安政 2 1855 3 20 鹿児島 志 目々弥東次ら郷原家へ入門申し付けられる

22 安政 2 1855 3 21 鹿児島 上記、郷原家へ入門

23 安政 2 1855 3 22 鹿児島 神影流、東郷家示現流見分

24 安政 2 1855 3 24 鹿児島
春秋左氏伝の講義、講師横山安之丞、今日より始まり、学問稽古にやっ
て来た人も拝聞

25 安政 2 1855 3 25 鹿児島
宗八郎(島津久静弟久致、久本4男）が川上十郎右衛門へ入門、志々目
弥東次・大河原八郎右衛門にも入門

26 安政 2 1855 3 25 鹿児島
宗八郎が来月一日に鹿児島城に初登城につき、宗八郎殿方へ呼んで酒
宴あり

27 安政 2 1855 3 26 鹿児島 剣術の巻物渡す。大学講義あり

28 安政 2 1855 3 27 鹿児島 宗八郎御役拝見につき、旬之助(島津資、久静弟、久本6男）も同道

29 安政 2 1855 3 28 鹿児島 役替

30 安政 2 1855 3 28 鹿児島 役所書役不在の対応の記事、その中に指宿海へ異船渡来の記事あり

31 安政 2 1855 4 1 鹿児島 宗八郎(島津久致）鹿児島城初登城

32 安政 2 1855 4 1 鹿児島 小者たちの風紀の乱れ、その改善のために柔術稽古を実施

33 安政 2 1855 4 2 鹿児島 学問稽古。大学講義

34 安政 2 1855 4 6 鹿児島 屏風字を山田父子に頼む

35 安政 2 1855 4 8 鹿児島
山田良助が屏風字書き方のために来邸、屏風1双、貞観政要のうち、二
章書調え

36 安政 2 1855 4 13 鹿児島 弓式日、東郷家忌中につき各自弓持参、有馬新七と松方庄之進が参加

37 安政 2 1855 4 15 鹿児島
吉野馬追。日置・宮之城も参加。通り見物のために役所2階に集まり、
酒宴。

38 安政 2 1855 4 19 鹿児島 おばば様病気が全快し床上げ、御礼の品あり

39 安政 2 1855 4 22 鹿児島 下総様(島津久徴＝ひさなが）御家老役・御軍役方拝命

40 安政 2 1855 4 24 鹿児島 御機嫌伺のため登城

41 安政 2 1855 4 26 鹿児島 おばば様・旬之助殿、九つ半(午後1時頃)出帆、北郷新太郎もお供

42 安政 2 1855 4 28 鹿児島
肝付尚五郎(小松帯刀）が御小姓、江戸詰を命じられる。祝宴等のこと
の招待があったが、風邪をひいているため断った

43 安政 2 1855 4 20 鹿児島
北郷良四郎が種子島氏より鉄炮皆伝したとの報告が都城よりあり、殿
様から種子島氏へ御挨拶

日付が前後

44 安政 2 1855 5 1 鹿児島
肝付尚五郎(小松帯刀）様、来る18日に江戸へ向け出立に付、源氏たば
こと金子を謹呈

嘉永 7年 8月より紳の主な記載事項（嘉永 7年より　鹿児島）
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№ 元号 年 西暦 月 日 場所 事　　項 備　考

45 安政 2 1855 5 3 鹿児島 北郷多中、不幸あれど家難渋のため葬儀が不可能、合力を願う。

46 安政 2 1855 5 5 鹿児島
久静夫人のおはるが父久光のいる重富へ参る、弟真之助(島津忠済）
の初車。島津久光に「ひろふうちわ」9本進上

47 安政 2 1855 5 5 鹿児島 奥宿で節句祝

48 安政 2 1855 5 11 鹿児島 矢初めあり

49 安政 2 1855 5 14 鹿児島
川上箭七郎と川本覚左衛門が花岡へ参り、その後大観亭へ行き、そこ
で酒宴

50 安政 2 1855 5 17 鹿児島
山田十介講義後、大観亭でゆるゆる話し、軽く食事をしながら詩作を
実施

51 安政 2 1855 5 18 鹿児島
肝付尚五郎殿、七ツ前(午後4時頃)江戸に向け出立にあたり、今朝四ツ
前(午前10時頃)馬にて参られる

52 安政 2 1855 5 19 鹿児島 鉄炮稲留流郷原家へ家臣15人入門申し付け

53 安政 2 1855 5 20 鹿児島

平佐屋敷でお治殿も参り酒宴。芸者熊五郎参加。当芸者へ箭七郎が
志を出してはいかがかとお治殿に話した。するとお治殿から志を出すよ
うにと言われる。それなりに対応していたが、何度も申され、さらに近
習役にも申されて、結局金子１５０疋を渡した。誠に不愉快

54 安政 2 1855 5 22 鹿児島 能勢武右衛門へ頼んでおいた雉の絵ができ、挨拶として金300疋

55 安政 2 1855 5 27 鹿児島 谷山の前あたりで船釣り

56 安政 2 1855 6 2 鹿児島 北郷亮輔、番頭加役御記録奉行を申付けられる

57 安政 2 1855 6 3 鹿児島 弓式日、東郷佐太夫・有馬新七ほかが参加

58 安政 2 1855 6 4 鹿児島 元明史略講義始まる

59 安政 2 1855 6 18 鹿児島 洲崎で鉄炮稽古。途中から雨が降り出し取りやめ

60 安政 2 1855 6 18 鹿児島 六月堂あり、役所二階から見物、お治殿も参加し酒宴

61 安政 2 1855 6 20 鹿児島 砲台で大砲打ちあり

62 安政 2 1855 6 23 鹿児島 大中様(松原神社)に参詣、お治殿も参詣

63 安政 2 1855 6 27 鹿児島 下総様（日置・島津久徴）が今日大口地頭を命じられる

64 安政 2 1855 6 27 鹿児島
図書様（宮之城・島津久治）が、山川・頴娃・指宿表海岸防禦惣頭取を
命じられたことを言い広める

65 安政 2 1855 6 28 鹿児島 鹿児島に在住する役人が交代のため都城から着岸

66 安政 2 1855 6 28 鹿児島 午前10時頃登城し、帰る途中に日置家へ大口地頭就任の祝を述べる

67 安政 2 1855 6 28 鹿児島 旅家老島津久静

68 安政 2 1855 6 29 鹿児島
水戸の徳川斉昭が斉彬が造船させた昇平丸を見て、「備えする名は、高
輪の軍船、聞きしに勝る作とぞ見る」と感心し、奥紙にそれを認めて、
忠兵衛へ渡したという

69 安政 2 1855 7 5 鹿児島
午前10時頃から大観亭に東郷四郎太殿が来て数矢弓削方、そば切りと
スイカでもてなす

70 安政 2 1855 7 7 鹿児島 多方から節句祝が届く

71 安政 2 1855 7 9 鹿児島 都城の簑原に調練炮場を築くための人数書上。7月2日に築き方あり

72 安政 2 1855 7 9 鹿児島 毎月5日、25日等に簑原調練場で調練実施の7月1日付け定書

73 安政 2 1855 7 14 鹿児島
肝付尚五郎が小松家へ養子入りのことが喜入より報告あり、小松家の
継嗣が琉球で6月18日に病気となり、5日夜に死去

74 安政 2 1855 7 15 鹿児島 盆につきお治が、重富に参る

75 安政 2 1855 7 16 鹿児島 大観亭で酒宴

76 安政 2 1855 7 20 鹿児島
重富領主駿河(島津忠公）の用達伊東茂右衛門を、明日呼び出し酒を下
さるとのこと

77 安政 2 1855 7 20 鹿児島 槍術等武芸を心がけている者に対して褒美と褒詞

78 安政 2 1855 7 23 鹿児島
重富から鶴江﨑御別亭へ参上するようにと使いがくる。久光様はじめ
皆がお出でになった。夜の午前一時頃帰る

79 安政 2 1855 7 26
鹿児島
→福山

我等2人、今朝6時頃、都城へ向け鹿児島を出発。陸地を通行。暮れ過
ぎに福山到着。お治殿も同道。

80 安政 2 1855 7 27 福山 福山滞在

81 安政 2 1855 7 28
福山→
通山→
都城

雨の中、午前8時頃、福山出発。通山で昼休みをとり、弁当を食う。午後
四時頃に都城に到着。奥宿においてお待ち受けされ、皆々様がお出で
になった

82 安政 2 1855 8 2 都城 午後2時頃、明道館へ参る

83 安政 2 1855 9 15
都城→
通山→
鹿児島

今朝9時頃都城出発、通山で昼休み、弁当。日入りに福山着。福山着の
祝例のとおり実施。夜8時頃出帆。午前4時頃鹿児島着船。

15丁白紙後、
9月15日「鹿児
島出府に付」
とある

84 安政 2 1855 9 16 鹿児島 午前6時頃鹿児島邸に到着。奥宿で祝
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№ 元号 年 西暦 月 日 場所 事　　項 備　考

85 安政 2 1855 9 17 鹿児島

今朝孫三からの話。東郷家へ新太郎と孫三が行った時に、いろいろな
話の中で、「お前は剣術の師の家で、身分な弓の師の家じゃ」と言われ
た。そして秘蔵の刀を取り出して、拵えを外して、新太郎へ与えて言うに
は「御政事向きに障りのある者共がいたならば、切り払ってくれ」とのこ
とであった。これを聞いて新太郎は困ってしまい、持ち帰ってよくよく考
えてみたが、さらに困ってしまった。この刀はもらい受けはしたが。

86 安政 2 1855 9 22 鹿児島 剣術稽古し、酒宴

87 安政 2 1855 9 23 鹿児島 東郷佐太夫と有馬新七がやってきて大学講義あり。

88 安政 2 1855 9 25 鹿児島 弓稽古実施。講武館造立済む

89 安政 2 1855 9 26 鹿児島 山田十介大学講義。東郷家示現流誓詞

90 安政 2 1855 9 27 鹿児島 新宅が完成し、長峰探隠へ依頼していた襖絵などの描き方が終了した

91 安政 2 1855 10 1 鹿児島
宗八郎(島津久致）の前髪取を昨日願い出て、今日退城のときに許可が
出て、直に宗八郎殿の宿で前髪取を実施。北郷十郎介添え

92 安政 2 1855 10 4 鹿児島 「孟子」をもらう。

93 安政 2 1855 10 6 鹿児島 山田十介殿が講義。講義後にゆっくりと話をする

94 安政 2 1855 10 7 鹿児島 昨日花岡から参るように言われ、今日の午後5時頃訪問した。

95 安政 2 1855 10 11 鹿児島 明後日、宗八郎殿初めて手習いをするために有川庄太郎到着。

96 安政 2 1855 10 13 鹿児島 有馬新七、大学講義

97 安政 2 1855 10 14 鹿児島 10月2日の江戸大地震発生のことを記す

98 安政 2 1855 10 18 鹿児島
江戸大地震で、藩の上屋敷御殿廻其外が破損したたため、住まいがな
くなった。そこで渋谷御屋敷を当面御仮住まいとした。

99 安政 2 1855 10 19 鹿児島
長峰探隠は、北郷新太郎を同道して画書写のために出府。有馬新七が
白煙硝方見分役勤め

100 安政 2 1855 10 22 鹿児島 北郷四郎右衛門が北郷新太郎と交代のため出府。新太郎は帰帆。

101 安政 2 1855 10 22 鹿児島 肝付尚五郎が小松家へ引っ越し

102 安政 2 1855 10 24 鹿児島
北郷四郎右衛門が旅亭へ話をするため参る。出府詰は初めてであるこ
とから、もてなす。

103 安政 2 1855 10 26 鹿児島
朝8時から犬追物場で祝い。大身分以下寄合並以上、諸役人限りが調
練稽古見物。

104 安政 2 1855 10 27 鹿児島 東郷左太夫江戸詰め承知

105 安政 2 1855 10 29 鹿児島 大砲船見物へ参る

106 安政 2 1855 10 29 鹿児島

10月17日付け覚書　都城から提出「御屋敷中の若輩の者どもが、たくさ
んいるが、いまだ手習い等もできていない。親たちもたくさんいて込み
入った状態であるので、下台所で手習い稽古を仰せ付けられたく、また
鹿児島へ出府している人にその指南方を仰せ付けられ、午前10時頃か
ら励むよう仰せ付けて欲しい。」

107 安政 2 1855 11 2 鹿児島 キジの絵を竹之下覚左衛門に頼む

108 安政 2 1855 11 3 鹿児島 役所2階からお治殿や川上四郎右衛門らで通り見物、酒宴

109 安政 2 1855 11 6 鹿児島 藩家老島津久宝が江戸から御下りにつき、そこに我らが伺う

110 安政 2 1855 11 10 鹿児島
宰相殿(島津斉興）が今日午後2時頃江戸から到着。通りに降りてお治
様や我ら、そして多くの人がお迎えし、それが済んだ後に御本丸へお祝
いの挨拶のために登城

111 安政 2 1855 11 13 鹿児島
午後4時頃、喜入へ参るようにとの事であったので、おかつ様と我らで
訪問する

112 安政 2 1855 11 20 鹿児島 柔術稽古

113 安政 2 1855 11 22 鹿児島 屋敷中で武芸星帳作成し毎月見るようにと、四郎右衛門に申し出た

114 安政 2 1855 12 2 鹿児島 演武館で上射納の唱えを聞く

115 安政 2 1855 12 14 鹿児島
暮れから宗八郎の宿において「赤穂義臣伝」を読む。側の衆も一緒に
学んだ

史料では 10月
14日と記述さ
れるが誤りか

116 安政 2 1855 12 18 鹿児島 伊勢家出火、御本亭の分、すべて焼失。

117 安政 2 1855 12 21 鹿児島

太守様(島津斉彬）、先だって昇平丸等を幕府に献上、先月江戸城に登
城し、将軍にお目見えした時に将軍自らが差されている大小の刀を拝領
され、お菓子も頂戴された。そのことについて、御祝いの挨拶のために
登城しようと考えていたが、体調がよくないために登城しなかった

嘉永7年(1854)8月8日～安政 3年(1856)正月12日と、飛んで「万延 2年( 文久元年)3月より改元」

とあり、4月、5月23日の記事
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【寺社名・仏神像名・宗教関係】

か

梶山長谷寺

　（梶山長谷寺） …………………13-6- 下

せ

聖堂

　（聖堂） ……………………… 13-42- 上

ふ

不動堂明観寺

　（不動堂明観寺） ………………13-6- 下

ろ

六月堂

　（六月堂） ……… 13-24- 下、13-27- 下
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西嶽

　 （西嶽）……………………… 13-31- 下

野々美谷

　 （野々美谷）………………… 13-31- 下

は

花岡

　 （花岡）……… 13-27- 上、13-41- 下、

13-45- 下、13-51- 上

早水

　 （早水）……………………… 13-31- 上

日置

　 （日置）……… 13-13- 上、13-26- 上、

13-49- 下、13-51- 上

平佐

　 （平佐）……………………… 13-35- 上

福山

　 （福山）……… 13-36- 上、13-36- 下、

13-37- 下、13-38- 上、13-50- 上

ま

南前川内

　 （南前川内）………………… 13-31- 下

蓑原

　 （蓑原）……………………… 13-31- 下

宮之城

　 （宮之城）…… 13-13- 下、13-25- 上、

13-26- 上、13-45- 下

都城

　 （都城）………… 13-6- 上、13-10- 上、

13-14- 上、13-16- 上、13-17- 上、

13-22- 下、13-36- 下、13-41- 下、

13-47- 上

や

安久

　 （安久）……………………… 13-31- 下

山川

　 （山川）……………………… 13-29- 上

山田

　 （山田）………… 13-10- 上、13-31- 下

弓場田口

　 （弓場田口）………………… 13-31- 下

吉野

　 （吉野）………… 13-8- 下、13-13- 上

ら

琉球

　 （琉球）……………………… 13-32- 下
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金田

　 （金田）……………………… 13-31- 下

鹿府

　 （鹿府）…………………………13-7- 上

上長飯

　 （上長飯）…………………… 13-31- 下

川辺

　 （川辺）……………………… 13-11- 下

川東

　 （川東）……………………… 13-31- 下

喜入

　 （喜入）……………………… 13-46- 下

北田部

　 （北田部）…………………… 13-31- 下

北前川内

　 （北前川内）………………… 13-31- 下

祇園通り

　 （ぎをん通り）……………… 13-27- 上

郡元

　 （郡元）……………………… 13-31- 上

黒木

　 （黒木）……… 13-35- 上、13-45- 上、

13-49- 下、13-51- 上

さ

重冨

　 （重冨）……… 13-14- 上、13-16- 下、

13-27- 上、13-32- 下、13-35- 上、

13-35- 下、13-47- 下

下長飯

　 （下長飯）…………………… 13-31- 下

白かね

　 （白かね）…………………… 13-35- 下

志和地

　 （志和地）…………………… 13-31- 下

洲崎

　 （洲崎）……………………… 13-27- 下

た

鷹尾

　 （鷹尾）……………………… 13-31- 下

高木

　 （高木）……………………… 13-31- 上

高輪

　 （高輪）……………………… 13-30- 上

谷山

　 （谷山）……………………… 13-22- 下

靏江崎

　 （靏江崎）……… 13-35- 上、13-42- 下

寺柱

　 （寺柱）……………………… 13-31- 下

通山

　 （通山）………… 13-36- 下、13-37- 下

な

中尾

　 （中尾）……………………… 13-31- 下

中霧嶋

　 （中霧嶋）…………………… 13-31- 下

長崎

　 （長崎）……………………… 13-33- 上

西田

　 （西田）……………………… 13-10- 下
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役所書役

　 （役所書役）……………………13-9- 下

役所座詰

　 （役所座詰）……………………13-6- 下

役所本役

　 （役所本役）……………………13-6- 下

山川辺惣頭取

　 （山川辺惣頭取）…………… 13-29- 上

山川・頴娃・揖宿表海岸防禦惣頭取

　 （山川・頴娃・揖宿表海岸

　　防禦惣頭取） …………… 13-29- 上

鎗稽古所

　 （鎗稽古所）………………… 13-45- 上

用人

　 （用人）………… 13-7- 上、13-15- 下

寄合並

　 （寄合並）…………………… 13-45- 上

四番与

　 （四番与）…………………… 13-31- 下

ら

留主居御目附

　 （留主居御目附）………………13-6- 下

留守居勤方

　 （留守居勤方）…………………13-9- 下

留主居郡見廻

　 （留主居郡見廻）…………… 13-10- 下

留主居物奉行

　 （留主居物奉行） 13-16- 下、13-31- 上

【地名・城館名・名所旧跡名】

あ

磯

　 （磯）………………………… 13-41- 下

市成

　 （市成）……………………… 13-29- 下

揖宿

　 （揖宿）……………………… 13-29- 上

揖宿海

　 （揖宿海）………………………13-9- 下

梅北

　 （梅北）……………………… 13-31- 下

頴娃

　 （頴娃）……………………… 13-29- 上

江戸

　 （江戸）……… 13-15- 下、13-43- 上、

13-44- 上

大岩田口

　 （大岩田口）………………… 13-31- 下

大口

　 （大口）………… 13-29- 上、13-29- 下

か

鹿児島

　 （かこ嶋）……… 13-35- 下、13-38- 上

　 （鹿子嶋）…………………… 13-36- 上

　 （鹿児嶋）…………………… 13-37- 上

　 （鹿児島）…………………… 13-37- 下

梶山

　 （梶山）……………………… 13-31- 下

勝岡

　 （勝岡）………… 13-10- 上、13-38- 下
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取次番歌勤

　 （取次番歌勤）……………… 13-25- 下

取次番寄

　 （取次番寄）………………… 13-32- 下

な

内証詰茶道役

　 （内証詰茶道役）…………… 13-36- 上

中抑衆

　 （中抑衆）…………………… 13-16- 下

納戸

　 （納戸）……………………… 13-12- 下

納所

　 （納所）………… 13-38- 上、13-50- 上

納殿

　 （納殿）……… 13-13- 上、13-29- 下、

13-36- 上

二才衆

　 （二才衆）…………………… 13-48- 上

二番与

　 （二番与）…………………… 13-31- 下

二番与頭

　 （二番与頭）………………… 13-42- 下

は

浜御役所

　 （浜御役所）………………… 13-13- 下

番頭

　 （番頭）………… 13-7- 上、13-15- 下

番頭座

　 （番頭座）………… 13-7- 上、13-9- 下

番頭役

　 （番頭役）…………………… 13-24- 上

日置大口地頭

　 （日置大口地頭）…………… 13-29- 下

秘流

　 （秘流）……………………… 13-34- 上

舞台

　 （舞台）……………………… 13-47- 上

別当役

　 （別当役）……… 13-17- 上、13-22- 下

砲場築方

　 （砲場築方）………………… 13-31- 下

ま

松本馬場

　 （松本馬場）………………… 13-53- 下

水野流

　 （水野流）………… 13-8- 上、13-8- 下

　 （水之流）…………………… 13-34- 下

蓑原調練砲場

　 （蓑原調練砲場）…………… 13-31- 下

明道館

　 （明道館）…………………… 13-37- 上

物奉行

　 （物奉行）………………………13-9- 下

や

役所

　 （役所）………… 13-7- 上、13-13- 下、

13-15- 下、13-16- 下、13-18- 上、

13-24- 下、13-27- 下、13-47- 上
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示現流

　 （示現流）……… 13-8- 上、13-9- 上、

13-34- 下、13-40- 上

神人流

　 （神人流）…………………… 13-34- 上

渋谷御屋しき

　 （渋谷御屋しき）…………… 13-43- 下

下屋敷川涯中門

　 （下屋敷川涯中門）………… 13-13- 下

赦免与

　 （赦免与）…………………… 13-52- 下

柔術稽古現技師与力

　 （柔術稽古現技師与力）…… 13-47- 上

宗門方

　 （宗門方）…………………… 13-14- 下

書院庭

　 （書院庭）…………………… 13-38- 下

昇平丸

　 （昇平丸）…………………… 13-30- 上

白煙消方

　 （白煙消方）………………… 13-14- 上

白煙硝方見聞役

　 （白煙硝方見聞役）………… 13-44- 上

心影流

　 （心影流）……… 13-8- 上、13-46- 上

神影流

　 （神影流）………………………13-8- 下

聖堂

　 （聖堂）……………………… 13-42- 上

雑物蔵

　 （雑物蔵）…………………… 13-13- 下

側方

　 （側方）……………………… 13-36- 上

た

大観亭

　 （大観亭）…… 13-12- 下、13-17- 上、

13-18- 下、13-19- 上、13-19- 下、

13-24- 上、13-25- 下、13-26- 上、

13-31- 上、13-32- 下、13-33- 上

大身分

　 （大身分）…………………… 13-45- 上

台所

　 （台所）……………………… 13-47- 上

高奉行

　 （高奉行）………………………13-9- 下

頼御用人

　 （頼御用人）………………… 13-40- 下

旅御家老

　 （旅御家老）………………… 13-29- 下

中門御馬乗馬場

　 （中門御馬乗馬場）………… 13-13- 下

竹木見廻

　 （竹木見廻）……………………13-9- 下

靏江崎御別亭

　 （靏江崎御別亭）…………… 13-35- 上

天真流

　 （天真流）……… 13-8- 上、13-34- 上、

13-34- 下

取次詰

　 （取次詰）…………………… 13-31- 上

取次番

　 （取次番）………… 13-8- 上、13-8- 下
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講武館

　 （講武館）…………………… 13-40- 上

小頭

　 （小頭）……………………… 13-43- 下

御家老

　 （御家老）………………………13-8- 下

御家老御役

　 （御家老御役）……………… 13-14- 下

御休息所

　 （御休息所）………………… 13-47- 下

御記録奉行

　 （御記録奉行）……………… 13-24- 上

御近習

　 （御近習）……… 13-6- 下、13-16- 下、

13-37- 下

御近習役

　 （御近習役）…… 13-7- 上、13-21- 上、

13-26- 上、13-43- 下

御軍役方

　 （御軍役方）…… 13-30- 下、13-32- 上

御軍役方掛

　 （御軍役方掛）……………… 13-14- 下

御小姓

　 （御小姓）……… 13-17- 上、13-18- 上

御小姓与

　 （御小姓与）………………… 13-47- 上

小示現流

　 （小示現流）……………………13-8- 下

御所帯方

　 （御所帯方）………………… 13-18- 下

小納戸

　 （小納戸）……… 13-19- 上、13-24- 上

小納戸小姓御役

　 （小納戸小姓御役）………… 13-33- 上

御小納戸

　 （御小納戸）…… 13-29- 上、13-43- 上

御納戸方与力

　 （御納戸方与力）…………… 13-16- 下

御納戸奉行

　 （御納戸奉行）… 13-12- 上、13-16- 下

御納戸奉行格

　 （御納戸奉行格）………………13-9- 下

御手足軽中間定番

　 （御手足軽中間定番）……… 13-13- 下

御番所

　 （御番所）…………………… 13-13- 下

御本丸

　 （御本丸）…………………… 13-49- 下

御門番

　 （御門番）…………………… 13-13- 下

御役所

　 （御役所）…………………… 13-32- 上

御用人勤

　 （御用人勤）………………… 13-47- 下

さ

山村場

　 （山村場）…………………… 13-49- 上

三番与

　 （三番与）…………………… 13-31- 下

三番与頭

　 （三番与頭）…… 13-42- 下、13-45- 下

産物方

　 （産物方）…………………… 13-10- 下
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【組織名・役職名・施設名】

あ

足軽

　 （足軽）……………………… 13-15- 下

医師寄

　 （医師寄）…………………… 13-47- 上

一番与

　 （一番与）…………………… 13-31- 下

一番砲場

　 （一番砲場）………………… 13-37- 上

犬追物場

　 （犬追物場）………………… 13-45- 上

演武館

　 （演武館）…………………… 13-49- 下

大岩田口取中

　 （大岩田口取中）…………… 13-52- 下

大口地頭職

　 （大口地頭職）……………… 13-29- 下

大嶋流

　 （大嶋流）…… 13-34- 上、13-34- 下、

13-46- 上

奥御小姓仕廻

　 （奥御小姓仕廻）…………… 13-15- 下

表御玄喚

　 （表御玄喚）………………… 13-13- 下

御目附

　 （御目附）…………………… 13-16- 下

御取次御用人

　 （御取次御用人）…………… 13-40- 下

か

学頭指南役

　 （学頭指南役）…………………13-7- 上

刀番

　 （刀番）……………………… 13-31- 上

歩行役

　 （歩行役）…………………… 13-36- 上

学校

　 （学校）…………………………13-6- 上

月山流

　 （月山流）…………………… 13-34- 下

上御屋鋪御殿

　 （上御屋鋪御殿）…………… 13-43- 下

紙舟流

　 （紙舟流）……… 13-34- 上、13-34- 下

客招所

　 （客招所）…………………… 13-47- 下

鏡智流

　 （鏡智流）……… 13-8- 上、13-34- 上、

13-34- 下

近習

　 （近習）…………………………13-8- 上

近習所

　 （近習所）……… 13-29- 上、13-52- 上

近習役

　 （近習役）…………………… 13-31- 上

国水流下桟敷

　 （国水流下桟敷）…………… 13-37- 上

与頭

　 （与頭）……… 13-15- 下、13-30- 下、

13-32- 上、13-43- 下
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村田八郎

　 （村田八郎）…… 13-7- 下、13-8- 下、

13-15- 下、13-17- 上、13-19- 上、

13-22- 上、13-25- 下、13-34- 上、

13-41- 上、13-45- 下

　 （八郎）……… 13-11- 下、13-20- 上、

13-50- 下

も

最上斎二

　 （最上斎二）………………… 13-18- 下

持田嘉五郎

　 （持田嘉五郎）…………………13-6- 下

　 （持田嘉五郎）…………………13-7- 上

持田家

　 （持田家）…………………… 13-53- 上

持永仁三

　 （持永仁三）………………… 13-23- 上

もふ

　 （もふ）……………………… 13-36- 上

森永茂左衛門

　 （森永茂左衛門）…………… 13-52- 上

や

八重尾吉太郎

　 （八重尾吉太郎）…………… 13-8- 上、

13-11- 上

弥九郎

　 （弥九郎）……… 13-38- 上、13-45- 上

安五郎

　 （安五郎）…………………… 13-38- 上

安之丞

　 （安之丞）…………………… 13-16- 上

安山小六

　 （安山小六）…… 13-34- 上、13-38- 下

　 （小六）………… 13-46- 上、13-50- 下

安山隆左衛門

　 （安山隆左衛門）…………… 13-23- 下

柳

　 （柳）………………………… 13-30- 上

梁瀬伊兵衛

　 （梁瀬伊兵衛）… 13-11- 上、13-19- 上

山内治助

　 （山内治助）……………………13-7- 上

山内俊悦

　 （山内俊悦）……………………13-7- 下

ら

隆介

　 （隆介）……………………… 13-45- 上

類調

　 （類調様）…………………… 13-52- 上

わ

和田金兵衛

　 （和田金兵衛）… 13-7- 下、13-8- 上、

13-10- 下、13-20- 下、13-34- 下

若松平八郎

　 （若松平八郎）……………… 13-42- 下

不明

加□勘左衛門

　 （加□勘左衛門）…………… 13－23- 下
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松方庄之進

　 （松方庄之進）……………… 13-13- 上

　 （正之進）…………………… 13-15- 下

松下才四郎

　 （松下才四郎）……………… 13-53- 下

松下弥一郎

　 （弥一郎）…………………… 13-54- 上

松葉佐真平

　 （松葉佐真平）…………………13-8- 下

　 （松ば佐真平）……………… 13-13- 上

松原正之進

　 （松原正之進）……………… 13-40- 上

松山休右衛門

　 （松山休右衛門）…………… 13-37- 上

丸田磯右衛門

　 （丸田磯右衛門）…………… 13-34- 下

丸田平三

　 （丸田平三）……………………13-8- 下

万兵衛

　 （万兵衛）…… 13-38- 上、13-45- 上、

13-50- 下

み

美坂谷右衛門

　 （美坂谷右衛門）…………… 13-34- 下

美代良八

　 （美代良八）…… 13-41- 上、13-52- 上

満木次左衛門【金作】

　 （満木次左衛門）……………13-12- 下、

13-17- 下、13-34- 上

　 （満木次右衛門）…………… 13-29- 下

　 （次左衛門）… 13-15- 下、13-16- 下、

13-20- 上、13-21- 下、13-22- 上、

13-34- 上、13-36- 上、13-51- 下

満木次兵衛

　 （満木次兵衛）………………13-30- 下、

13-32- 下

満木正蔵

　 （満木正蔵）…… 13-29- 下、13-36- 下

　 （正蔵）……………………… 13-32- 下

満木藤兵衛

　 （満木藤兵衛）… 13-7- 下、13-36- 下

　 （満木東兵衛）…………………13-9- 上

蓑田源左衛門

　 （蓑田源左衛門）…………… 13-46- 上

　 （源左衛門）………………… 13-46- 上

三原次右衛門

　 （三原次右衛門）…………… 13-13- 上

　 （次右衛門）………………… 13-15- 上

三原藤五郎

　 （三原藤五郎）… 13-26- 上、13-50- 下

三原諸右衛門

　 （三原諸右衛門）…………… 13-24- 上

宮内清之進

　 （宮内清之進）………………13-19- 下、

13-22- 上、13-24- 上、13-26- 下、

13-28- 上、13-33- 上

　 （清之進）…………………… 13-30- 下

宮丸直右衛門

　 （宮丸直右衛門）………………13-6- 下

む

村田善十郎

　 （善十郎）…………………… 13-19- 上
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北郷資韶【駒袈裟　次助　新太郎】

　 （北郷新太郎）……………… 13-6- 下、

13-14- 下、13-15- 上、13-18- 下、

13-43- 上、13-43- 下、13-44- 上、

13-44- 下

　 （新太郎）……… 13-6- 下、13-9- 上、

13-14- 下、13-38- 上、13-38- 下、

13-39- 上、13-39- 下、13-40- 上、

13-41- 上、13-41- 下、13-54- 上

北郷資常【才千代　孫市　直四郎　

　　　　　伴兵衛】

　 （北郷伴兵衛）………………13-14- 上、

13-22- 上、13-37- 下、13-43- 下

　 （北郷伴兵）………………… 13-17- 上

　 （伴兵衛）…… 13-18- 下、13-20- 上、

13-21- 上、13-21- 下、13-24- 上、

13-24- 下、13-25- 下、13-27- 下、

13-28- 下

　 （伴兵）……………………… 13-26- 上

北郷資展【資次　虎松　円　良四郎】

　 （北郷良四郎）… 13-6- 下、13-10- 上、

13-12- 上、13-13- 上、13-14- 下、

13-16- 上、13-23- 上

　 （良四郎）…… 13-11- 上、13-13- 上、

13-13- 下

北郷資徳【蔵太　才蔵　清五郎】

　 （北郷清五郎）……………… 13-23- 上

北郷清左衛門

　 （北郷清左衛門）…………… 13-52- 上

北郷具熊

　 （具熊）……… 13-12- 上、13-37- 下、

13-38- 上、13-38- 下、13-39- 上、

13-40- 下、13-41- 下、13-42- 上、

13-42- 下、13-43- 上、13-44- 下、

13-45- 下、13-52 下

北郷久明【多仲　転】

　 （北郷多中）………………… 13-16- 上

北郷久政【資将　清之助　権五郎　

　　　　　哲五郎　波江】

　 （哲五郎）…… 13-13- 下、13-14- 上、

13-18- 上、13-21- 上、13-24- 下、

13-26- 上、13-31- 上、13-32- 下、

13-33- 下、13-35- 下、13-38- 下、

13-41- 上、13-41- 下、13-42- 上、

13-46- 下、13-48- 下、13-49- 上

北郷万太夫

　 （北郷万太夫）……………… 13-26- 上

北郷民左衛門

　 （北郷民左衛門）………………13-7- 下

本田休右衛門

　 （本田休右衛門）…………… 13-20- 上

ま

前田彦左衛門

　 （亡親彦左衛門）…………… 13-51- 上

前田弥左衛門

　 （前田弥左衛門）…………… 13-8- 下、

13-51- 上

益満与左衛門

　 （益満与左衛門）…………… 13-47- 上

町田重高

　 （町田重高）………………… 13-30- 下

松右衛門

　 （松右衛門）………………… 13-43- 上
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13-17- 下、13-29- 下、13-33- 上、

13-34- 下、13-40- 下

　 （源十郎）……… 13-32- 下、13-36- 上

古田八郎

　 （古田八郎）………………… 13-24- 下

文造

　 （文造）……………………… 13-38- 上

へ

平左衛門

　 （平左衛門）………………… 13-28- 上

別府六郎

　 （別府六郎）………………… 13-54- 上

ほ

北郷市郎左衛門

　 （北郷市郎左衛門）………… 13-22- 下

北郷吉左衛門

　 （北郷吉左衛門）…………… 13-21- 上

北郷吉兵衛

　 （北郷吉兵衛）………………13-22- 下、

13-24- 下、13-34- 上

北郷喜之助

　 （喜之助）…………………… 13-42- 上

北郷十郎介

　 （北郷十郎介）……………… 13-40- 下

北郷旬之助【（島津久本 6男）】

　 （旬之助）……… 13-9- 下、13-11- 上、

13-12- 上、13-13- 下、13-15- 上

北郷四郎右衛門

　 （北郷四郎右衛門）…………13-19- 上、

13-23- 下、13-44- 下、13-47- 下、

13-51- 下、13-53- 下

　 （四郎右衛門）………………13-40- 上、

13-44- 下、13-46- 上、13-48- 上、

13-49- 下

北郷資懿【耀蔵　棟太郎】

　 （北郷棟太郎）……………… 13-12- 下

北郷資耀【愛袈裟　十蔵　平太左衛門】

　 （北郷平太左衛門）………… 13-27- 下

　 （平太左衛門）………………13-28- 下、

13-40- 上、13-51- 下

北郷資致【（新納四郎家　島津久本 4男）

　　　　　専十郎　宗八郎】

　 （宗八郎）……… 13-7- 上、13-9- 上、

13-10- 下、13-12- 下、13-17- 上、

13-18- 下、13-19- 下、13-20- 上、

13-20- 下、13-21- 上、13-21- 下、

13-22- 上、13-22- 下、13-24- 上、

13-24- 下、13-25- 上、13-25- 下、

13-26- 上、13-26- 下、13-28- 上、

13-28- 下、13-36- 下、13-37- 下、

13-38- 下、13-39- 上、13-39- 下、

13-40- 下、13-41- 下、 13-42- 上

北郷資馨【蔵太　十蔵　亮輔】

　 （北郷亮輔）…… 13-22- 下、13-24- 上

北郷資方【藤四郎　矢一郎　吉兵衛　

　　　　　彦右衛門】

　 （北郷彦右衛門）……………13-47- 下、

13-53- 下

北郷資潔【資平　良蔵　十郎】

　 （北郷十郎）… 13-34- 上、13-38- 下、

13-50- 下

　 （十郎）……………………… 13-50- 下
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肥田藤右衛門

　 （肥田藤右衛門）…………… 13-12- 下

肥田藤九郎

　 （肥田藤九郎）………………13-13- 上、

13-17- 上、13-23- 上

　 （藤九郎）…… 13-16- 下、13-20- 上、

13-21- 下、13-37- 下、13-40- 下、

13-41- 上

肥田孫三

　 （肥田孫三）… 13-16- 下、13-39- 下、

13-43- 上、13-44- 下

　 （細田孫三）………………… 13-37- 上

　 （孫三）……… 13-37- 上、13-38- 上、

13-38- 下、13-39- 下、13-40- 上、

13-44- 下、13-53- 上

日高才助

　 （日高才助）……………………13-6- 上

平川玄斎

　 （平川玄斎）………………… 13-21- 上

平山一郎右衛門

　 （平山一郎右衛門）………… 13-48- 下

　 （一郎右衛門）……………… 13-46- 上

平山喜八郎

　 （平山喜八郎）………………13-24- 上、

13-31- 上、13-40- 上、13-43- 上

　 （喜八郎）……… 13-15- 上、13-35- 下

ふ

深川太右衛門

　 （深川太右衛門）…………… 13-34- 下

深川藤一郎

　 （深川藤一郎）………………13-17- 上、

13-17- 下、13-22- 上、13-26- 上、

13-34- 下、13-40- 下、13-49- 上

　 （藤一郎）…… 13-27- 下、13-28- 上、

13-28- 下

福留才蔵

　 （福留才蔵）………………… 13-32- 下

　 （才蔵）……………………… 13-33- 上

福留仲太郎

　 （福留仲太郎）……………… 13-47- 上

13-49- 上

福山平左衛門

　 （福山平左衛門）…………… 13-35- 上

福山三保右衛門

　 （福山三保右衛門）………… 13-34- 上

武玄公

　 （武玄公）…………………… 13-50- 上

藤井寄真

　 （藤井寄真）………………… 13-36- 上

藤井助太郎

　 （藤井助太郎）… 13-7- 下、13-9- 下、

13-12- 下、13-17- 上、13-24- 上、

13-29- 下、13-33- 上、13-34- 下、

13-51- 上

　 （助太郎）…… 13-21- 下、13-32- 下、

13-35- 上、13-36- 上、13-53- 下

藤井藤五

　 （藤井藤五）…… 13-8- 下、13-20- 下、

13-34- 下、13-47- 上

藤崎俊蔵

　 （藤崎俊蔵）………………… 13-18- 上

古垣源十郎

　 （古垣源十郎）………………13-17- 上、
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　 （伊十郎）…… 13-10- 上、13-20- 上、

13-27- 下

祢占清之進

　 （祢占清之進）… 13-20- 下、13-22- 下

祢占仲之丞

　 （祢占仲之丞）……………… 13-32- 下

　 （仲之丞）…………………… 13-10- 上

の

野口仲左衛門

　 （野口仲左衛門）…………… 13-9- 下、

13-13- 上、13-34- 下

　 （野田仲左衛門）………………13-8- 上

野崎良蔵

　 （野崎良蔵）………………… 13-29- 上

野崎丹蔵

　 （野崎丹蔵）………………… 13-40- 下

能勢一清【泰央　武右衛門　十郎次】

　 （能勢武右衛門）…………… 13-21- 下

野辺勘左衛門

　 （野辺勘左衛門）………………13-9- 下

野辺常太郎

　 （野辺常太郎）… 13-7- 下、13-8- 下、

13-12- 上、13-14- 上、13-16- 上、

13-17- 下、13-19- 上

　 （常太郎）……… 13-38- 上、13-40- 下

は

浜田五藤次

　 （浜田五藤次）……………… 13-22- 上

　 （五藤次）…………………… 13-22- 下

浜田三左衛門

　 （濱田三左衛門）…………… 13-22- 上

早川務

　 （早川務）…………………… 13-39- 上

早川政之助

　 （早川政之助）……………… 13-41- 上

　 （政之助）…………………… 13-39- 上

林健左衛門

　 （林健左衛門）… 13-22- 下、13-41- 上

　 （健左衛門）…… 13-24- 上、13-24- 下

林庄之助

　 （林庄之助）………………… 13-44- 上

ひ

日置伊三太

　 （同伊三太）………………… 13-41- 下

日置左一郎

　 （日置左一郎）……………… 13-41- 下

東次郎左衛門

　 （東次郎左衛門）…………… 13-44- 上

東藤太左衛門

　 （東藤太左衛門）…………… 13-17- 下

肱岡宗哲

　 （肱岡宗哲）………………… 13-50- 上

　 （宗哲）……………………… 13-50- 下

肥田確太郎

　 （肥田雅太郎）…………………13-6- 下

　 （肥田確太郎）……………… 13-51- 上

　 （確太郎）……… 13-37- 上、13-45- 上

肥田休右衛門

　 （肥田休右衛門）…………… 13-53- 下

　 （休右衛門）…… 13-47- 下、13-54- 上
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中条伊右衛門

　 （中条伊右衛門）…………… 13-11- 下

永瀬龍蔵

　 （永瀬龍蔵）………………… 13-10- 下

　 （長瀬龍蔵）…… 13-15- 下、13-47- 上

　 （龍蔵）……………………… 13-47- 下

長友源太郎

　 （長友源太郎）……………… 13-52- 下

永野甚兵衛

　 （永野甚兵衛）… 13-7- 下、13-8- 上、

13-24- 下

　 （甚兵衛）…………………… 13-12- 下

長浜万悦

　 （長浜万悦）………………… 13-36- 上

長峯伊助

　 （長峰伊助）……………………13-7- 上

長峰探隠

　 （長峰探隠）…… 13-42- 上、13-44- 上

　 （探隠）……………………… 13-40- 上

長峯仲蔵

　 （長峯仲蔵）… 13-32- 上、13-35- 下、

13-36- 上、13-52- 上

　 （仲蔵）……… 13-28- 下、13-32- 下、

13-50- 下、13-51- 下

長峯直作

　 （長峯直作）…… 13-8- 上、13-11- 上

中村善五兵衛

　 （中村善五兵衛）…………… 13-36- 上

に

新穂孫作

　 （新穂孫作）…… 13-10- 上、13-22- 上

　 （新ぼ孫作）………………… 13-13- 下

　 （孫作）……………………… 13-40- 上

新納嘉之助

　 （嘉之助）……… 13-14- 下、13-42- 上

新納四郎右衛門

　 （新納四郎右衛門）…………13-11- 上、

13-14- 下、13-24- 上、13-25- 下、

13-41- 上、13-41- 下

　 （新納四郎左衛門）………… 13-21- 下

　 （四郎左衛門）……………… 13-42- 上

　 （四郎右衛門）………………13-14- 下、

13-46- 下

新納家

　 （新納家）…… 13-26- 下、13-34- 上、

13-43- 上、13-45- 上、13-46- 下、

13-48- 下、13-49- 下

新納家おゑつ様

　 （新納家おゑつ様）………… 13-26- 下

新納太郎左衛門

　 （新納太郎左衛門）………… 13-38- 下

　 （太郎左衛門）……………… 13-38- 下

西田弥四郎

　 （西田弥四郎）……………… 13-22- 下

ね

祢寝伊十郎

　 （祢寝伊十郎）…………………13-6- 上

　 （禰占伊十郎）…………………13-7- 下

　 （祢占伊十郎）… 13-7- 下、13-8- 上、

13-8- 下、13-9- 下、13-11- 上、

13-12- 下、13-17- 上、13-17- 下、

13-19- 上、13-53- 下
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　 （一介）……… 13-13- 下、13-38- 上、

13-41- 上、13-43- 上、13-45- 下、

13-46- 上、13-49- 下

東郷一斉

　 （東郷一斉）………………… 13-20- 上

東郷家

　 （東郷家）……… 13-9- 上、13-13- 上、

13-15- 上、13-16- 下、13-19- 上、

13-24- 下、13-30- 下、13-33- 下、

13-38- 上、13-40- 上、13-42- 下、

13-45- 上、13-46- 下、13-49- 上、

13-50- 上、13-53- 上

東郷源四郎

　 （東郷源四郎）………………13-19- 上、

13-22- 上、13-40- 上

　 （同源四郎）………………… 13-31- 上

東郷左太夫

　 （東郷左太夫）………………13-24- 上、

13-26- 上、13-27- 下、13-33- 上、

13-33- 下、13-35- 上、13-41- 上

　 （左太夫）…… 13-16- 下、13-26- 上、

13-27- 下、13-35- 上、13-38- 下、

13-39- 下、13-40- 上、13-40- 下、

13-41- 上、13-42- 下、13-43- 上、

13-43- 下、13-45- 上、13-46- 下、

13-48- 下、13-49- 上、13-49- 下

東郷作太夫

　 （東郷作太夫）… 13-31- 上、13-33- 上

　 （作太夫）…………………… 13-30- 下

東郷四郎太

　 （東郷四郎太）… 13-31- 上、13-35- 上

東郷次郎八

　 （東郷次郎八）……………… 13-18- 上

東郷藤兵衛

　 （東郷藤兵衛）……………… 13-43- 上

　 （藤兵衛）……… 13-24- 下、13-43- 上

　 （東兵衛）…………………… 13-41- 上

藤十郎

　 （藤十郎）…………………… 13-29- 下

遠矢蔵左衛門

　 （遠矢蔵左衛門）……………13-10- 下、

13-24- 下

徳川斉昭

　 （水府公）…………………… 13-30- 上

徳之丞

　 （徳之丞）…………………… 13-28- 上

冨松源太郎

　 （冨松源太郎）……………… 13-36- 上

冨松小兵衛

　 （冨松小兵衛）……………… 13-40- 下

冨山小兵衛

　 （冨山小兵衛）……………… 13-34- 上

な

猶右衛門

　 （猶右衛門）………………… 13-41- 上

永井嘉左衛門

　 （永井嘉左衛門）…………… 13-39- 上

永井孝七

　 （永井孝七）…… 13-8- 上、13-9- 上、

13-34- 下

永井辰右衛門

　 （永井辰右衛門）…………… 13-34- 下
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種子島次郎右衛門

　 （種子島次郎右衛門）……… 13-44- 上

種子田聞五

　 （種子田聞五）………………13-34- 下、

13-44- 上、13-45- 下

田原泰助

　 （田原泰助）…… 13-12- 下、13-29- 上

ち

仲兵衛

　 （仲兵衛）…………………… 13-28- 上

忠兵衛

　 （忠兵衛）…………………… 13-30- 上

つ

束田善兵衛

　 （束田善兵衛）……………… 13-36- 上

塚田彦作

　 （塚田彦作）……………………13-9- 上

土持助十郎

　 （土持助十郎）……………… 13-23- 下

　 （助十郎）…………………… 13-24- 下

土屋道見

　 （土屋道見）………………… 13-12- 下

堤源造

　 （堤源造）…………………… 13-30- 上

堤佐角

　 （堤佐角）……… 13-22- 上、13-51- 上

　 （佐角）……… 13-28- 下、13-29- 下、

13-45- 上

堤十太左衛門

　 （堤十太左衛門）…………… 13-10- 下

堤弥九郎

　 （堤弥九郎）………………… 13-34- 下

　 （堤矢九郎）…… 13-7- 下、13-8- 上、

13-9- 上、13-40- 下、13-50- 上

堤八兵衛

　 （堤八兵衛）………………… 13-41- 下

つま

　 （つま）……………………… 13-36- 上

津曲彦兵衛

　 （津曲彦兵衛）…………………13-6- 下

津曲良助

　 （津曲良助）……………………13-6- 上

津留八左衛門

　 （津留八左衛門）…………… 13-50- 上

津留与兵衛

　 （津留与兵衛）… 13-8- 上、13-13- 上、

13-50- 上

　 （与兵衛）…………………… 13-45- 上

津留良左衛門

　 （津留良左衛門）……………13-12- 下、

13-19- 下

　 （津留良右衛門）…………… 13-20- 下

　 （良左衛門）…… 13-7- 上、13-14- 上、

13-19- 下

津留良助

　 （津留良助）…… 13-22- 上、13-27- 下

と

東郷一介

　 （東郷一介）… 13-13- 下、13-18- 下、

13-33- 下、13-40- 上、13-44- 上、

13-49- 上
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武田直左衛門

　 （武田直左衛門）…………… 13-9- 上、

13-34- 下、13-40- 上、13-53- 上、

13-53- 下

竹之下覚左衛門

　 （竹之下覚左衛門）…………13-33- 上、

13-46- 上

竹之下三之丞

　 （竹之下三之丞）…………… 13-39- 上

武通藤七

　 （武通藤七）………………… 13-34- 下

　 （武道藤七）…… 13-9- 上、13-40- 上

田代甚六

　 （田代甚六）………………… 13-16- 下

田代太郎右衛門

　 （田代太郎右衛門）………… 13-34- 上

龍岡資毅【資孚　一郎　一郎左衛門】

　 （龍岡一郎）… 13-14- 上、13-19- 下、

13-22- 上、13-24- 上、13-34- 上

龍岡資峻【三作　小十郎】

　 （龍岡小十郎）……………… 13-38- 下

　 （小十郎）……… 13-46- 上、13-50- 下

龍岡資尚【資備　要太郎　小八郎】

　 （龍岡小八郎）………………13-14- 下、

13-45- 下

龍岡資賀【資泰　元治　直作　五平太】

　 （龍岡五平太）… 13-22- 上、13-48- 下

　 （五平太）…… 13-22- 下、13-24- 下、

13-28- 上、13-28- 下、13-29- 下、

13-45- 上、13-48- 上、13-50- 上

龍岡資時【藤朔　左八郎】

　 （龍岡左八郎）… 13-7- 上、13-31- 上、

13-32- 下

　 （左八郎）…………………… 13-31- 上

龍岡資光【直記　元八　九郎　

　　　　　九平左衛門　次右衛門】

　 （龍岡次右衛門）……………13-19- 上、

13-43- 下

龍岡資旦【次十郎　十左衛門】

　 （龍岡十左衛門）…………… 13-14- 上

龍岡資生【資淳　袈裟太郎　新九郎　

　　　　　仙之丞　五兵衛　新右衛門】

　 （龍岡新右衛門）……………13-27- 下、

13-32- 下、13-33- 下

　 （新右衛門）…………………13-28- 上、

13-31- 上、13-34- 上、13-35- 下

立野様

　 （立野様）…………………… 13-47- 上

谷口祐右衛門

　 （谷口祐右衛門）………………13-9- 下

田中源兵衛

　 （田中源兵衛）……………… 13-31- 上

田中直之進

　 （田中直之進）……………… 13-26- 下

種子島休蔵

　 （種子嶋休蔵）………………13-13- 上、

13-28- 上、13-43- 上

　 （種子島休蔵）……………… 13-24- 上

　 （休蔵）……………………… 13-15- 下

種子嶋氏

　 （種子嶋氏）………………… 13-16- 上

種子田十五衛門？

　 （種子田十五入門）………… 13-53- 上
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千田伝左衛門

　 （千田伝左衛門）…………… 13-49- 上

そ

宗可悦

　 （宗可悦）…………………… 13-22- 上

　 （可悦）……… 13-29- 下、13-45- 上、

13-51- 上

曽木甚五兵衛

　 （曽木忠五兵衛）………………13-7- 上

　 （曽木甚五兵衛）……………13-11- 上、

13-36- 下、13-43- 上

　 （曽木甚五兵）……………… 13-13- 上

　 （甚五兵衛）… 13-10- 下、13-37- 下、

13-39- 上、13-40- 下、13-41- 上、

13-42- 上

薗田新四郎

　 （薗田新四郎）…………………13-9- 上

薗田新之丞

　 （薗田新之丞）……………… 13-24- 下

た

太市左衛門

　 （太市左衛門）……………… 13-35- 上

高岡様

　 （高岡様）…………………… 13-18- 上

高野十助

　 （高野十助）………………… 13-10- 下

高野十次

　 （高野十次）………………… 13-24- 下

高橋種親【要人　縫殿】

　 （高橋縫殿）………………… 13-30- 下

財部儀兵衛

　 （財部儀兵衛）… 13-9- 下、13-22- 上、

13-34- 上、13-36- 下

　 （儀兵衛）……… 13-22- 下、13-51- 上

財部軍兵衛

　 （財部軍兵衛）……………… 13-12- 下

　 （軍兵衛）……… 13-45- 上、13-51- 上

　 （軍兵）……………………… 13-46- 下

財部斎右衛門

　 （財部斎右衛門）…………… 13-34- 下

財部禎助

　 （財部禎助）…… 13-11- 上、13-20- 下

財部助十郎

　 （助十郎）…………………… 13-24- 下

財部彦十郎

　 （財部彦十郎）… 13-7- 下、13-8- 上、

13-14- 上、13-17- 下、13-34- 下、

13-50- 上

　 （彦十郎）…… 13-37- 下、13-40- 下、

13-45- 上

財部祐右衛門

　 （財部祐右衛門）…………… 13-34- 上

財部祐介

　 （財部祐介）……………………13-6- 上

竹迫弥兵衛

　 （竹迫弥兵衛）……………… 13-18- 上

　 （竹迫矢兵衛）……………… 13-49- 上

武田太兵衛

　 （武田太兵衛）… 13-12- 下、13-36- 下

武田藤八

　 （武田藤八）…… 13-8- 上、13-34- 下、

13-40- 下
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神宮司為右衛門

　 （神宮司為右衛門）………… 13-9- 上、

13-13- 上、13-21- 上、13-24- 上

　 （為右衛門）………………… 13-15- 上

神宮司筑左衛門

　 （同筑左衛門）……………… 13-21- 上

十兵衛

　 （十兵衛）……… 13-36- 下、13-38- 上

昌海院

　 （昌海院）…………………… 13-53- 下

丈左衛門

　 （丈左衛門）………………… 13-34- 上

白尾家

　 （白尾家）…………………… 13-46- 上

白尾金左衛門

　 （白尾金左衛門）…………… 13-46- 上

新五郎

　 （新五郎）…………………… 13-51- 上

新次郎

　 （新次郎）…………………… 13-41- 下

陳蔵

　 （陳蔵）……………………… 13-38- 上

仁右衛門

　 （仁右衛門）………………… 13-45- 上

甚弥

　 （甚弥）……………………… 13-38- 上

す

末川久馬

　 （末川久馬）………………… 13-30- 下

杉善兵衛

　 （杉善兵衛）………………… 13-29- 上

　 （善兵衛）…………………… 13-22- 下

須田善十郎【藤五郎】

　 （須田善十郎）……………… 13-27- 上

　 （須田藤五郎）……………… 13-12- 下

　 （藤五郎）…………………… 13-27- 上

須田藤七之助

　 （須田藤七之助）………………13-9- 下

杉田九左衛門

　 （杉田九左衛門）…………… 13-44- 上

　 （九左衛門）…… 13-44- 上、13-45- 下

杉田半左衛門

　 （杉田半左衛門）…………… 13-47- 下

助太夫

　 （助太夫）…………………… 13-35- 下

鈴木弥東次

　 （鈴木弥東次）……………… 13-46- 上

　 （弥東次）…………………… 13-46- 上

せ

清右衛門

　 （清右衛門）………………… 13-21- 下

清之助

　 （清之助）……… 13-18- 上、13-48- 下

清兵衛

　 （清兵衛）…………………… 13-41- 下

妹尾市正

　 （妹尾市正）……………………13-9- 下

瀬戸山政左衛門

　 （瀬戸山政左衛門）………… 13-52- 上

善吉

　 （善吉）……………………… 13-32- 下

千田喜兵衛

　 （千田喜兵衛）……………… 13-24- 上
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重信安五郎

　 （重信安五郎）… 13-34- 下、13-44- 下

志々目弥東次

　 （志々目弥東次）…………… 13-9- 上、

13-12- 上、13-20- 下、13-22- 上、

13-23- 上、13-34- 下、13-49- 上

　 （志々目弥藤次）…………… 13-7- 下、

　 （弥東次）…… 13-22- 下、13-24- 下、

13-27- 下、13-28- 上、13-29- 下、

13-45- 上

志摩神国

　 （志摩神国）……………………13-8- 下

志摩清左衛門

　 （志摩清左衛門）……………13-34- 上、

13-40- 下

志摩柳園

　 （志摩柳園）………………… 13-20- 下

渋谷休阿弥

　 （渋谷休阿ミ）… 13-21- 上、13-49- 下

島津宗八郎

　 （宗八郎）…… 13-28- 下、13-42- 上、

13-42- 下、13-43- 上、13-44- 上、

13-44- 下、13-45- 上、13-45- 下、

13-46- 下、13-47- 下、13-51- 上、

13-52- 下、13-53- 上、

島津貴久

　 （大中様）…………………… 13-28- 上

島津忠公【（重富家）　若狭　出雲　駿河

　　　　　山城　楽水】

　 （駿河）………… 13-33- 上、13-33- 下

　 （楽水）………… 13-15- 上、13-42- 下

島津忠済【（玉里家）　真之助　久済】

　 （真之助）…………………… 13-16- 下

島津久明【（日置家）　又六郎】

　 （又六郎）……… 13-41- 上、13-45- 上

島津久宝【（豊州家）　豊後　式部　主計

　　　　　豊山】

　 （豊後）………… 13-46- 上、13-49- 上

島津久治【（宮之城家）　図書】

　 （図書頭）…………………… 13-25- 上

　 （図書様）…………………… 13-29- 上

　 （図書）………… 13-41- 上、13-45- 上

島津久浮【（敷根家）　仁十郎　佐渡

　　　　　伊勢　石見】

　 （石見）………… 13-27- 上、13-29- 下

島津久福【（佐多家）　杢　右門】

　 （島津杢）…………………… 13-42- 下

島津久誠【（花岡家）　若狭】

　 （若狭様）…………………… 13-27- 上

島津久徴【（日置家）　下総　左衛門】

　 （下総様）…………………… 13-29- 上

　 （下総）……………………… 13-30- 下

島津久光【（越前家）　周防】

　 （周防様）……… 13-16- 下、13-35- 上

島津内記

　 （島津内記）………………… 13-41- 上

島津左膳

　 （嶋津左膳）………………… 13-49- 上

松仙院

　 （松仙院）…………………… 13-25- 上

神宮司一例

　 （神宮司一例）… 13-15- 上、13-16- 下
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小牧良助

　 （小牧良助）………………… 13-19- 上

小松清猷【（祢寝家）　相馬】

　 （小松相馬）………………… 13-32- 上

小松家

　 （小松家）…………………… 13-32- 下

権右衛門

　 （権右衛門）………………… 13-49- 下

さ

宰相様

　 （島津斉興）… 13-17- 下、13-46- 下、

13-49- 下

才蔵

　 （才蔵）……………………… 13-47- 下

坂元伊十郎

　 （伊十郎）……… 13-37- 下、13-41- 上

坂元伊太郎

　 （坂元伊太郎）… 13-6- 上、13-17- 上

坂元蔵左衛門

　 （坂元蔵左衛門）…………… 13-40- 下

　 （蔵左衛門）…… 13-47- 下、13-50- 上

坂元刑右衛門

　 （坂元刑右衛門）…………… 13-36- 下

坂元権之丞

　 （坂元権之丞）……………… 13-49- 下

坂元与八郎

　 （坂元与八郎）…………………13-8- 下

坂元利右衛門

　 （利右衛門）…… 13-15- 下、13-37- 下

　 （坂元利左衛門）…………… 13-29- 下

相良弥太夫

　 （相良弥太夫）……………… 13-17- 上

酒匂沢右衛門

　 （酒匂沢右衛門）…………… 13-34- 下

佐藤直作

　 （佐藤直作）………………… 13-29- 下

　 （直作）……………………… 13-38- 上

佐藤半右衛門

　 （佐藤半右衛門）…………… 13-14- 下

黒木円蔵

　 （黒木円蔵）………………… 13-17- 上

佐土原郷左衛門

　 （佐土原郷左衛門）………… 13-49- 上

さの

　 （さの）……………………… 13-36- 上

去川藤右衛門

　 （去川藤右衛門）…………… 13-38- 下

さん

　 （さん）……………………… 13-30- 上

三右衛門

　 （三右衛門）………………… 13-38- 上

三左衛門

　 （三左衛門）………………… 13-29- 下

し

四位三五郎

　 （四位三五郎）……………… 13-34- 下

重信平五郎

　 （重信平五郎）……………… 13-12- 上

重信弥一郎

　 （重信弥一郎）……………… 13-34- 上
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久保八郎

　 （久保八郎）…… 13-26- 上、13-27- 下

久保田正兵衛

　 （久保田正兵衛）…………… 13-47- 下

久保田新次郎

　 （久保田新次郎）……………13-19- 上、

13-26- 上、13-44- 下

熊五郎

　 （芸者熊五郎）……………… 13-20- 下

隈元隆蔵

　 （隈元陸蔵）……………………13-9- 上

　 （隈元隆蔵）…… 13-36- 下、13-44- 下

　 （隆蔵）……………………… 13-40- 上

倉橋新左衛門

　 （倉橋新左衛門）…………… 13-17- 下

倉山右八郎

　 （倉山右八郎）……………… 13-48- 上

倉山久籌【孫五郎　作太夫】

　 （倉山作太夫）… 13-33- 上、13-17- 下

　 （作太夫）…… 13-21- 上、13-40- 下、

13-50- 下

栗川権十郎

　 （栗川権十郎）……………… 13-16- 上

栗山吉蔵

　 （栗山吉蔵）………………… 13-34- 上

黒木円蔵

　 （黒木円蔵）………………… 13-22- 上

　 （円蔵）……………………… 13-50- 上

黒木祐義

　 （黒木祐義）………………… 13-52- 下

黒木新納家

　 （黒木新納家）……………… 13-49- 下

黒田次右衛門

　 （黒田次右衛門）…………… 13-47- 下

黒田仲助

　 （黒田仲助）………………… 13-10- 下

　 （仲助）……………………… 13-10- 上

こ

郷原家

　 （郷原家）……… 13-8- 下、13-18- 上、

13-20- 下、13-27- 下、13-37- 上、

13-39- 下、13-49- 上、13-51- 下

郷原先生

　 （郷原先生）………………… 13-48- 下

郷原久寛【転】

　 （郷原転）…………………… 13-27- 下

越山源左衛門

　 （越山源左衛門）…………… 13-36- 上

小杉

　 （小杉）……………………… 13-17- 上

小杉丹兵衛

　 （小杉丹兵衛）… 13-7- 上、13-24- 上、

13-34- 下、13-48- 上

　 （小丹）……………………… 13-51- 上

　 （丹兵衛）…………………… 13-48- 上

児玉清九郎

　 （児玉清九郎）… 13-8- 下、13-20- 下、

13-34- 下

木幡嘉兵衛

　 （木幡嘉兵衛）… 13-15- 下、13-24- 下

　 （嘉兵衛）……… 13-15- 下、13-47- 下

木幡鷺正院

　 （木幡鷺正院）……………… 13-30- 上
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岸良俊蔵

　 （岸良俊蔵）………………… 13-12- 下

岸良猪右衛門

　 （岸良猪右衛門）……………13-13- 下、

13-26- 上、13-29- 下

　 （猪右衛門）… 13-29- 下、13-38- 上、

13-40- 上、13-46- 上

岸良栄輔

　 （岸良英輔）………………… 13-14- 上

　 （岸良栄助）………………… 13-29- 下

　 （岸良栄輔）…… 13-18- 上、13-34- 下

　 （栄輔）……… 13-14- 上、13-32- 下、

13-36- 上

岸良清右衛門

　 （岸良清右衛門）……………13-24- 上、

13-26- 上、13-40- 上

岸良持右衛門

　 （岸良持右衛門）…………… 13-18- 下

吉蔵

　 （吉蔵）……………………… 13-38- 上

肝付郷右衛門

　 （肝付郷右衛門）…………… 13-18- 上

肝付尚五郎【小松清廉】

　 （肝付尚五郎） 13-15- 下、13-20- 上、

13-44- 下

　 （尚五郎）……… 13-16- 上、13-32- 上

肝付兼両？【怡（直）　左衛門　兵部】

　 （肝付左門）………………… 13-32- 上

　 （直）………………………… 13-41- 上

休助

　 （休助）……………………… 13-50- 上

杏蔵

　 （杏蔵）……………………… 13-51- 下

桐原壮次郎

　 （桐原壮次郎）……………… 13-49- 上

木脇藤渕

　 （木脇藤渕）… 13-14- 下、13-25- 下、

13-48- 下、13-49- 下

　 （木脇藤淵）………………… 13-25- 下

　 （藤渕）………… 13-42- 上、13-47- 下

く

久木田佐吉

　 （久木田佐吉）…………………13-8- 上

13-10-上

久木田笑右衛門

　 （久木田笑右衛門）……………13-8- 上

久木田孫四郎

　 （久木田孫四郎）………………13-9- 上

久木田孫太郎

　 （久木田孫太郎）………………13-7- 下

久木田弥四郎

　 （久木田弥四郎）………………13-7- 下

久木田矢兵衛

　 （久木田矢兵衛）……………13-10- 下、

13-52- 上

柊田左吉

　 （柊田左吉）……………………13-8- 下

柊田孫太郎

　 （柊田孫太郎）……………… 13-24- 下

柊田和三次

　 （柊田和三次）… 13-19- 下、13-36- 上
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川上箭七郎

　 （川上箭七郎）………………13-19- 上、

13-23- 上、13-41- 上

　 （箭七郎）…… 13-11- 下、13-18- 下、

13-21- 下、13-38- 下、13-52- 上

川上箭十郎

　 （同箭十郎）………………… 13-39- 上

川上太郎左衛門

　 （川上太郎左衛門）……………13-6- 下

川上藤次郎

　 （川上藤次郎）……………… 13-50- 上

川上八郎左衛門

　 （川上八郎左衛門）…………13-33- 上、

13-48- 上

　 （八郎左衛門）……………… 13-50- 下

川上八次郎

　 （川上八次郎）… 13-9- 上、13-39- 上、

13-40- 下

　 （八次郎）…………………… 13-51- 下

河野拾兵衛

　 （河野拾兵衛）……………… 13-38- 下

河野四郎助

　 （河野四郎助）…………………13-9- 下

河野助作

　 （河野助作）………………… 13-34- 下

河野仲之丞

　 （仲之丞）…………………… 13-10- 上

河野孫九郎

　 （河野孫九郎）……………… 13-20- 下

河野孫八郎

　 （河野孫八郎）… 13-7- 下、13-8- 上、

13-12- 下、13-17- 下、13-22- 上

　 （孫八郎）…… 13-24- 下、13-28- 下、

13-29- 下

河野要吉

　 （河野要吉）…… 13-34- 下、13-43- 上

汾陽清右衛門

　 （汾陽清右衛門）…………… 13-21- 上

　 （清右衛門）………………… 13-30- 上

川元覚左衛門

　 （川元覚左衛門）……………13-18- 下、

13-19- 上、13-39- 上

　 （覚左衛門）………………… 13-18- 下

神田資剛【牛之助　神四郎　四郎兵衛】

　 （神田四郎兵衛）…………… 13-43- 下

神田橋甚六

　 （神田橋甚六）……………… 13-14- 上

神田橋清八郎

　 （神田橋清八郎）…………… 13-8- 下、

13-20- 下

神田橋泰助

　 （神田橋泰助）… 13-8- 上、13-11- 上

　 （泰助）………… 13-6- 下、13-10- 下、

13-11- 上、13-12- 上

き

木佐貫甚七

　 （木佐貫甚七）……………… 13-52- 下

岸喜右衛門

　 （岸喜右衛門）……………… 13-45- 下

岸本■英

　 （岸本■英）………………… 13-12- 下

岸良渡龍

　 （岸良渡龍）……………………13-8- 上
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おはつ

　 （おはつとの）… 13-33- 下、13-41- 上

お治

　 （おはるとの）…………… 13－16－下、

13-19- 下、13-20- 上、13-21- 上、

13－21－下

　 （お治との）………………… 13-24- 上

　 （於治との）…………………13-24- 上、

13-25- 上、13-25- 下、13-27- 下、

13-28- 上、13-30- 上、13-32- 下、

13-34- 上、13-35- 上、13-36- 下、

13-42- 上、13-42- 下、13-46- 上、

13-46- 下、13-52- 下

　 （御治との）………………… 13-32- 下

於尋との

　 （於尋との）…… 13-24- 下、13-46- 上

於森様

　 （於森様）…………………… 13-25- 下

小山田金五

　 （小山田金五）……………… 13-52- 下

折津甚太夫

　 （折津甚太夫）… 13-7- 下、13-45- 下

恩田甚蔵

　 （恩田甚蔵）………………… 13-49- 下

か

海江田善右衛門

　 （海江田善右衛門）………… 13-33- 上

確二郎

　 （確二郎）…………………… 13-35- 下

確蔵

　 （確蔵）……………………… 13-47- 下

蔭山吉次

　 （蔭山吉次）………………… 13-6- 上、

13-7- 上

柏原氏

　 （柏原氏）…………………… 13-23- 下

加世田正兵衛

　 （加世田正兵衛）…………… 13-18- 上

桂久武【（日置家二男）　小吉郎　右衛門】

　 （日置御二男小吉郎）……… 13-30- 上

桂久道【権七郎　内記】

　 （内記）……………………… 13-29- 上

椛山家

　 （椛山家）…………………… 13-41- 上

樺山久徴【権十郎　伊織】

　 （樺山伊織）………………… 13-49- 上

鎌田九兵衛

　 （鎌田九兵衛）……………… 13-36- 下

鎌田新助

　 （鎌田新助）………………… 13-16- 上

鎌田太平次

　 （鎌田太平次）……………… 13-34- 下

上村十左衛門

　 （上村十左衛門）…………… 13-49- 下

河合一藤太

　 （河合一藤太）……………… 13-22- 上

13-53-上

川上家

　 （川上家）…………………… 13-40- 下

13-53-上

川上十郎左衛門

　 （川上十郎左衛門）………… 13-9- 上、

13-39- 上、13-41- 上
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お

お家

　 （於家との）………………… 13-42- 上

於英

　 （於英様）…………………… 13-20- 下

　 （於英との）………………… 13-21- 上

大河原八郎右衛門

　 （大河原八郎右衛門）……… 13－9－上、

13-23- 上、13-23- 下

大河原孫四郎

　 （大川原孫四郎）…………… 13-16- 下

　 （大河原孫四郎）……………13-17- 下、

13-22- 上、13-27- 下

　 （孫四郎）……… 13-29- 下、13-45- 上

大草善助

　 （大草善助）………………… 13-34- 下

大田彦十郎

　 （大田彦十郎）……………… 13-41- 下

大館四郎

　 （大館四郎）…… 13-7- 下、13-10- 上、

13-11- 上、13-12- 下、13-14- 下、

13-29- 下、13-34- 上

　 （四郎）……… 13-10- 上、13-12- 上、

13-34- 上、13-36- 上、13-53- 上

大谷七蔵

　 （大谷七蔵）………………… 13-24- 下

大塔藤一郎

　 （大塔藤一郎）……………… 13-11- 上

大塔与藤次

　 （大塔与藤次）……………… 13-52- 下

大峯左兵衛

　 （大峯左兵衛）…………………13-8- 下

大峯太兵衛

　 （大峯太兵衛）……………… 13-34- 下

大山源右衛門

　 （大山源右衛門）………… 13－20－上、

13-36- 上

大山藤右衛門

　 （大山藤右衛門）… 13-7- 下、13-9- 上

大山藤五郎

　 （大山藤五郎）… 13-8- 上、13-11- 上

小笠原

　 （小笠原）…………………… 13-41- 下

おかつ

　 （御かつ様）… 13-45- 上、13-46- 上、

13-46- 下、13-47- 上、13-49- 上、

13-50- 上

尾崎郷兵衛

　 （尾崎郷兵衛）……………… 13-53- 下

於静

　 （於静様）…………………… 13-25- 上

於高

　 （於高様）…………………… 13-20- 下

　 （於高との）………………… 13-21- 上

於常

　 （於常様）…………………… 13-25- 下

乙守幾馬

　 （乙守幾馬）……………………13-7- 上

御とう

　 （御とう様）………………… 13-48- 上

御とく

　 （御とく様）………………… 13-36- 下

御布

　 （御布様）…………………… 13-43- 下
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揖宿清右衛門

　 （揖宿清右衛門） 13-28- 上、13-36- 上

伊兵衛

　 （伊兵衛）…………………… 13-51- 下

岩切五右衛門

　 （同五右衛門）……………… 13-20- 下

岩切納右衛門

　 （岩切納右衛門） 13-8- 下、13-20- 下

岩満与三八

　 （岩満与三八）…13－15－下、13-24- 下

　 （与三八）……… 13-24- 下、13-47- 下

　 （与三次）…………………… 17-15- 下

う

植内匠

　 （植内匠）…………………… 13-30- 上

上田平太夫

　 （上田平太夫）……………… 13-20- 下

上田弥七

　 （上田弥七）……………………13-8- 上

上田孫七

　 （上田孫七）………………… 13-11- 上

上原五藤太【金蔵】

　 （上原金蔵）… 13-12- 下、13-14- 上、

13-17- 下、13-19- 上

　 （上原五藤次）……………… 13-29- 下

　 （上原五藤太）……………… 13-27- 上

　 （上原五藤太郎）…………… 13-53- 上

　 （金蔵）……………………… 13-27- 上

　 （五藤太）…… 13-29- 下、13-32- 下、

13-36- 上

上原良作

　 （上原良作）………………… 13-34- 下

宇都小藤次

　 （宇都小藤次）……………… 13-36- 上

　 （小藤次）…………………… 13-20- 上

宇都■■善助

　 （宇都■■善助）………………13-8- 上

宇都善助

　 （宇都善助）………………… 13-11- 上

卯介

　 （卯介）……………………… 13-45- 上

梅田家

　 （梅田家）………………………13-7- 下

運十郎

　 （運十郎）…………………… 13-26- 上

え

永四郎

　 （永四郎）…………………… 13-25- 上

蛯原俊才

　 （蛯原俊才）………………… 13-47- 上

　 （俊才）………… 13-47- 上、13-53- 上

蛯原箭十郎

　 （蛯原箭十郎）……………… 13-36- 上

蛯原万十郎

　 （蛯原万十郎）……………… 13-11- 上

円平

　 （円平）……………………… 13-35- 上
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有田新碩

　 （有田新碩）………………… 13-30- 下

有田泰玄

　 （有田泰玄）… 13-12- 下、13-17- 下、

13-20- 上、13-53- 上

　 （泰玄）………… 13-19- 上、13-38- 上

有馬仁右衛門

　 （有馬仁右衛門）……………13-12- 下、

13-34- 下

有馬新七

　 （有馬新七）… 13-13- 上、13-24- 上、

13-39- 下、13-40- 上

　 （新七）……… 13-15- 下、13-39- 下、

13-40- 下、13-42- 上、13-42- 下、

13-44- 上

有馬陽蔵

　 （有馬陽蔵）………………… 13-34- 上

安藤作之丞

　 （安藤作之丞）……………… 13-50- 下

安藤新兵衛

　 （安藤新兵衛）……………… 13-39- 上

安藤仲右衛門

　 （安藤仲右衛門）…………… 13-8- 下、

13-20- 下

い

猪ヶ倉才七

　 （猪ヶ倉才七）………………13-12- 下、

13-19- 上、13-20- 上

　 （いヶ倉才七）……………… 13-22- 下

　 （才七）……………………… 13-45- 上

碇山陣左衛門

　 （碇山陣左衛門）………………13-9- 上

碇山源左衛門

　 （同源左衛門）…………………13-9- 上

いく

　 （いく）……………………… 13-36- 上

伊黒彦次

　 （伊黒彦次）…… 13-7- 下、13-20- 下、

13-24- 下

池田猪三太

　 （池田猪三太）……………… 13-28- 下

　 （猪三太）…………………… 13-28- 下

　 （池田）……………………… 13-28- 下

池田清蔵

　 （池田清蔵）…… 13-12- 上、13-13- 上

池袋利右衛門

　 （池袋利右衛門） 13-11- 上、13-12- 下、

13-17- 下、13-19- 下

石坂唯一郎

　 （石坂唯一郎）……………… 13-22- 上

　 （唯一郎）…………………… 13-29- 下

伊地知宗助

　 （伊地々宗助）……………… 13-43- 上

　 （い知々宗助）……………… 13-43- 上

伊勢家

　 （伊勢家）…………………… 13-51- 下

市来万次

　 （市来万次）………………… 13-18- 上

市来百次

　 （市来百次）………………… 13-49- 上

伊東茂右衛門

　 （伊東茂右衛門） 13-33- 上、13-34- 上
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【人名】

あ

赤池良節

　 （赤池良節）…… 13-9- 上、13-19- 下

厚地清太郎

　 （厚地清太郎）……………… 13-8- 上、

13-8- 下、13-11- 上、13-14- 上、

13-19- 上、13-38- 下

荒川禎助

　 （荒川禎助）…… 13-8- 上、13-10- 下、

13-19- 上、13-20- 下、13-22- 下

荒川太郎兵衛

　 （荒川太郎兵衛）…………… 13-15- 上

荒川弥三右衛門

　 （荒川弥三右衛門）………… 13-34- 下

有川左之進

　 （有川左之進）……………… 13-54- 上

有川庄太郎

　 （有川庄太郎）… 13-26- 下、13-42- 上

有川治右衛門

　 （有川治右衛門）…………… 13-33- 上

有田玄硯

　 （有田玄硯）………………… 13-50- 上

有田沢右衛門

　 （有田沢右衛門）…………… 13-51- 下

有田甚右衛門

　 （有田甚右衛門） 13-25- 下、13-32- 下

都城島津伝承館史料集第 13号　索引

目次

人名索引………………………………………………………………… 125　　　　

組織・役職・施設名索引……………………………………………… 103

地名・城館・名所・旧跡索引………………………………………… 　99

寺社・仏神像・宗教関係……………………………………………… 　96

凡例

１．本書は都城島津家史料集第 13 号「役所日記 13」の索引である。

２．本索引では、史料中に登場する人名、組織・役職・施設名、地名・

城館・名所・旧跡名、寺社・仏神像・宗教関係の名称に大別した。

３．名称については、最も妥当と考えられるものを名称とし、以下に史

料中に登場する原名称として（　）にて表示し、登場する箇所を示した。

４．登場箇所の表記については、最初の数字が史料集の号数を、次の数

字が史料集のページを、最後が活字化した史料集の体裁である上段・

下段の表示を、各々示す。
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